
1

　
は 

じ 

め 

に

　
平
成
二
十
七
年
三
月
、
学
校
教
育
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
よ
り
、「
道
徳
」
は
「
特
別
の
教
科
　

道
徳
」
と
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
に
お
い
て
は
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
、
中
学
校
に
お
い
て
は
平
成

三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
全
面
実
施
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
七
年
四
月
か
ら
は
既
に
移
行
措
置
と
し

て
そ
の
一
部
又
は
全
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
に
、
人
が
人
と
し
て
生
き
る
上
で
大
切
な
倫
理
観
や
道
徳
性
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
先
行
実
施
に
向
け
た
速
や
か
な
取
組
が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
東
京
都

教
育
委
員
会
は
、
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
け
る
教
科
化
を
推
進
す
る
核
と
な
る
実
践
力
の
あ
る
教
員
の

養
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
検
定
教
科
書
が
発
行
さ
れ
る
前
に
各
学
校
が
先
行
し
て
指
導
で
き
る

よ
う
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
教
科
化
に
対
応
し
た
教
材
の
開
発
と
指
導
資
料
の
作
成
等
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
学
校
に
お
け
る
道
徳
教
育
は
、
人
が
一
生
を
通
じ
て
追
求
す
べ
き
人
格
形
成
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
目
的
は
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
が
自
己
の
生
き
方
の
指
針
を
も
て
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
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で
す
。
自
己
の
生
き
方
は
、
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
生
き
て
い
く
過
程
で
様
々
な
体
験
や

経
験
を
通
し
て
、
自
己
へ
問
い
か
け
、
迷
い
な
が
ら
も
自
分
に
と
っ
て
最
善
の
指
針
を
見
付
け
出
し
て
い

く
も
の
で
す
。

　
道
徳
の
授
業
は
、「
自
分
の
答
え
」
を
見
い
だ
す
時
間
で
す
。

　
教
師
の
役
割
は
、
児
童
・
生
徒
が
自
己
の
生
き
方
の
指
針
を
も
て
る
よ
う
に
動
機
付
け
を
す
る
こ
と
で

あ
り
、
教
師
の
働
き
掛
け
は
そ
れ
を
促
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
道
徳
科
の
創
設
に
あ
た
っ
て

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
自
己
の
生
き
方
の
指
針
を
自
ら
の
意
志
や
自
ら
の

言
葉
で
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
教
師
の
働
き
掛
け
で
あ
る
「
発
問
」
を
重
視
し
て

い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
発
問
」
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　
第
一
は
、
主
題
に
つ
な
が
る
読
み
物
教
材
の
中
の
主
人
公
等
の
思
い
や
行
動
に
つ
い
て
、
児
童
・
生
徒

が
考
え
る
必
然
性
や
切
実
感
が
あ
る
発
問
を
す
る
こ
と
で
す
。
世
間
の
常
識
の
よ
う
な
も
の
、
教
材
の
中

か
ら
探
せ
ば
答
え
が
見
付
か
る
も
の
、
教
師
が
言
わ
せ
た
い
も
の
等
を
問
う
の
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒

の
み
な
ら
ず
、
発
し
て
い
る
教
師
自
身
も
自
ら
に
問
い
掛
け
、
悩
ま
ざ
る
を
得
な
い
、
答
え
が
一
つ
と
は

3

決
め
か
ね
る
よ
う
な
生
涯
に
渡
っ
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
続
け
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
「
考
え
る

に
足
る
発
問
」
で
す
。

　
第
二
は
、
読
み
物
教
材
を
参
考
と
し
、
直
接
的
に
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
よ

う
な
発
問
を
す
る
こ
と
で
す
。
自
ら
の
生
き
方
の
指
針
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
今
の
考
え

で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
考
え
を
他
の
人
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
他
の
人
の
意
見
を
聞
い
て
、

自
分
の
考
え
を
修
正
し
た
り
自
信
を
も
っ
た
り
す
る
な
ど
の
双
方
向
の
営
み
が
大
切
で
す
。
議
論
し
た
い
、

議
論
し
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い
、
そ
う
し
た
中
で
、
自
分
の
考
え
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
い
等
の
気

持
ち
に
な
る
よ
う
な
能
動
的
か
つ
多
面
的
・
多
角
的
な
話
合
い
に
つ
な
が
る「
議
論
に
値
す
る
発
問
」で
す
。

　
今
回
、当
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
の
道
徳
の
時
間
の
課
題
を
踏
ま
え
、「
考
え
る
道
徳
」、「
議
論
す
る
道
徳
」

へ
の
転
換
に
つ
な
が
る
指
導
方
法
の
核
に
な
る
も
の
と
し
て
、「
考
え
る
に
足
る
発
問
」、「
議
論
に
値
す

る
発
問
」
を
提
案
し
ま
す
。
本
書
の
内
容
を
ぜ
ひ
、
御
一
読
、
御
参
照
い
た
だ
き
、
先
生
方
の
授
業
改
善

と
指
導
の
充
実
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
平
成
二
十
八
年
三
月

東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
所
長
　
　
　
金
子
　
一
彦
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一
　
道
徳
教
育
の
歴
史

　
戦
前
の
教
育
に
お
い
て
は
、「
修
身
科
」
が
道
徳
教
育
を
行
う
重
要
な
教
科
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、

教
科
書
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
終
戦
後
に
「
修
身
科
」
が
廃
止
さ
れ
、
日
本
が
主
権
を
回
復
し
た
後

の
昭
和
三
十
三
年
に
「
道
徳
の
時
間
」
を
特
設
し
、
小
・
中
学
校
で
週
一
時
間
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
当
時
、
文
部
省
は
戦
前
の
「
修
身
科
」
の
復
活
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
、「
教
科
書
は
作
ら

な
い
」、「
評
定
を
行
わ
な
い
」、「
免
許
状
を
出
さ
な
い
」
と
い
う
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
様
々
な
青
少
年
の
問
題
行
動
を
背
景
に
、
平
成
十
二
年
の
「
教
育
改
革
国
民
会
議
」
で
は
、

小
学
校
に
「
道
徳
」、
中
学
校
に
「
人
間
科
」、
高
等
学
校
に
「
人
生
科
」
な
ど
の
教
科
を
設
け
る
こ
と
を

提
言
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
平
成
十
九
年
の
「
教
育
再
生
会
議
」
で
は
、「
徳
育
を
従
来
の
教
科
と
は
異

な
る
新
た
な
教
科
と
位
置
付
け
る
」
こ
と
を
提
言
す
る
な
ど
、
道
徳
の
教
科
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

幾
度
か
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、「
人
と
し
て
あ
る
べ
き
心
を
教
え
、
評
価
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
」
等
の
議
論
が
起
こ
り
、
結
論
の
出
な
い
ま
ま
教
科
化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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。
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し
か
し
な
が
ら
今
日
、
再
び
い
じ
め
や
規
範
意
識
の
問
題
等
が
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
中
、「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
に
お
い
て
、
一
般
に
言
わ
れ
る
「
教
科
」
の
定
義
で
は
な
く
、
新
た

な
枠
組
み
に
よ
り
教
科
化
す
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
を
踏
ま
え
、
道
徳
の
教
科
化

へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
文
部
科
学
省
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
七
日
付
の
通
知
に
お
い
て
、
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平

成
二
十
六
年
十
月
）
の
「
特
定
の
価
値
観
を
押
し
つ
け
た
り
、
主
体
性
を
も
た
ず
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
行

動
す
る
よ
う
指
導
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
道
徳
教
育
が
目
指
す
方
向
の
対
極
に
あ
る
も
の
」
の
一
文
を
引

用
し
、
道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て
の
考
え
方
を
明
確
に
示
し
ま
し
た
。

11

　
二
　
教
科
化
の
背
景

　
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
が
創
設
さ
れ
た
最
も
大
き
な

背
景
に
は
、
い
じ
め
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
問
題
を
き
っ
か
け
と
し
、
道
徳
教
育
の
大
切
さ
が

強
調
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
二
月
に
い
じ
め
の
問
題
な
ど

へ
の
対
応
策
を
ま
と
め
た
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
の
提

言
の
中
で
道
徳
の
教
科
化
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
学
校
に
お
い
て
は
、
道
徳
教
育
の
実
施
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
。（
下
記
参
照
）

　
特
に
道
徳
の
時
間
の
指
導
に
つ
い
て
は
、「
学
校
や
教

員
に
よ
っ
て
指
導
の
格
差
が
大
き
く
、
不
十
分
な
状
況

に
あ
る
」（
平
成
二
十
六
年
十
月
　
中
央
教
育
審
議
会
答

10.5

2.7

20.9

55.8

11

42.2

33.4

12.9

4.2

9.3

61

14

38.9

20.7
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３　地域・保護者の協力

４　指導の効果の把握

５　十分な指導時間の確保

６　その他

７　特になし

「貴校において、平成 26年度の道徳教育を実施した上での
課題としてどのようなことが考えられますか」（複数回答）

「道徳教育実施状況調査（東京都の結果）」（平成27年５月　文部科学省）

小学校

中学校

都内公立小学校 1251 校、都内公立中学校 602 校
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申
）
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
文
部
科
学
省
は
、
学
習
指
導
要
領
を
改
訂
し
、
従
来
の
「
道

徳
の
時
間
」
の
指
導
の
質
的
な
転
換
を
求
め
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
「
教
材
を
読
む
道
徳
」
か
ら
「
考
え

る
道
徳
」、「
議
論
す
る
道
徳
」
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、「
適
切
な
教
材
の
入
手
が
難
し
い
」

と
い
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
教
科
化
に
よ
っ
て
、
全
て
の
小
学
校
、
中
学
校
に
お
い
て
文
部
科
学
省
の
検

定
を
経
た
教
科
書
を
使
う
こ
と
で
解
決
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

※
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
と
「
教
科
」
と
の
違
い

教
員
免
許

教
科
書

評
　
価

特
別
の
教
科

道
　
徳

専
門
の
免
許
は
設
け
な
い

原
則
学
級
担
任
が
担
当

あ
り

数
値
に
よ
る
評
価
は

行
わ
な
い

教
　
科

中
学
校
・
高
等
学
校
で
は

各
教
科
の
免
許
が
必
要

あ
り

数
値
等
で
行
う

13

　
三
　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
の
概
要

（
一
）
目
　
標

　
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
解
説「
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
」（
平
成
二
十
七
年
七
月
）に
は
、

目
標
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
小
学
校
】�「
第
１
章
総
則
の
第
１
の
２
に
示
す
道
徳
教
育
の
目
標
に
基
づ
き
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

の
基
盤
と
な
る
道
徳
性
を
養
う
た
め
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
の
理
解
を
基
に
、
自
己
を

見
つ
め
、
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る

学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。」

【
中
学
校
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１
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総
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２
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自
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を

見
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を
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い
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野
か
ら
多
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・
多
角
的
に
考
え
、
人
間
と
し
て
の
生
き
方
に
つ

い
て
の
考
え
を
深
め
る
学
習
を
通
し
て
、
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
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育
て
る
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（
二
）
改
訂
の
要
点

　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
は
、
従
前
の
道
徳
の
時
間
に
お
け
る
目
標
や
内
容
に
つ
い
て
、
主
に
次
の
こ

と
が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

①
　
目
標
に
つ
い
て

・
従
前
の
「
各
教
科
と
の
密
接
な
関
連
」
や
「
計
画
的
、発
展
的
な
指
導
に
よ
る
補
充
、深
化
、統
合
」

は
、「
第
３
　
指
導
計
画
の
作
成
と
内
容
の
取
扱
い
」
に
整
理
し
た
上
で
、
目
標
の
表
現
を
全
面
的

に
改
め
た
。

・
学
習
活
動
を
具
体
化
し
て
「
考
え
を
深
め
る
学
習
」
と
改
め
た
。

・
従
前
の
「
道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す
る
」
こ
と
を
具
体
的
に
「
道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意

欲
と
態
度
を
育
て
る
」
と
改
め
た
。

15

②
　
内
容
に
つ
い
て

・
小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
内
容
の
体
系
性
を
高
め
る
よ
う
に
し
た
。

・
構
成
や
ね
ら
い
を
分
か
り
や
す
く
示
し
た
。

・
内
容
項
目
の
四
つ
の
視
点
を
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
の
対
象
の
広
が
り
に
即
し
て
整
理
し
、
順
序
を

改
め
た
。
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②
　
内
容
に
つ
い
て

・
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性
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る
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う
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。
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（
三
）　
内
容
項
目
の
指
導
の
観
点
（
一
覧
表
）

　
各
学
年
に
お
け
る
内
容
項
目
の
指
導
の
観
点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
校
第
一
学
年
及
び
第
二
学
年
（
19
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）�

よ
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
と
の
区
別
を
し
、
よ
い
と
思
う
こ
と
を
進
ん
で
行
う
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）�

う
そ
を
つ
い
た
り
ご
ま
か
し
を
し
た
り
し
な
い
で
、
素
直
に
伸
び
伸
び
と
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
、
物
や
金
銭
を
大
切
に
し
、
身
の
回
り
を
整
え
、
わ
が
ま
ま
を
し
な

い
で
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
に
気
付
く
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）
自
分
の
や
る
べ
き
勉
強
や
仕
事
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
。

真
理
の
探
究

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
６
）
身
近
に
い
る
人
に
温
か
い
心
で
接
し
、
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
７
）
家
族
な
ど
日
頃
世
話
に
な
っ
て
い
る
人
々
に
感
謝
す
る
こ
と
。

17

礼
儀

（
８
）�

気
持
ち
の
よ
い
挨
拶
、
言
葉
遣
い
、
動
作
な
ど
に
心
掛
け
て
、
明
る
く
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
９
）
友
達
と
仲
よ
く
し
、
助
け
合
う
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
10
）
約
束
や
き
ま
り
を
守
り
、
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
11
）
自
分
の
好
き
嫌
い
に
と
ら
わ
れ
な
い
で
接
す
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
12
）
働
く
こ
と
の
よ
さ
を
知
り
、
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
13
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
進
ん
で
家
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
、
家
族
の
役
に
立
つ
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
14
）�

先
生
を
敬
愛
し
、
学
校
の
人
々
に
親
し
ん
で
、
学
級
や
学
校
の
生
活
を
楽
し
く
す
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
15
）
我
が
国
や
郷
土
の
文
化
と
生
活
に
親
し
み
、
愛
着
を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
16
）
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
む
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
17
）
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
18
）
身
近
な
自
然
に
親
し
み
、
動
植
物
に
優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
19
）
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
す
が
す
が
し
い
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
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主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
17
）
生
き
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
、
生
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
18
）
身
近
な
自
然
に
親
し
み
、
動
植
物
に
優
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
19
）
美
し
い
も
の
に
触
れ
、
す
が
す
が
し
い
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び



18

小
学
校
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
（
20
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
正
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
自
信
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
過
ち
は
素
直
に
改
め
、
正
直
に
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
安
全
に
気
を
付
け
、
よ
く
考
え
て
行
動
し
、
節
度
の
あ

る
生
活
を
す
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
に
気
付
き
、
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
強
い
意
志
を
も
ち
、
粘
り
強
く
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
６
）
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
進
ん
で
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
７
）�

家
族
な
ど
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
や
現
在
の
生
活
を
築
い
て
く
れ
た
高
齢
者
に
、
尊

敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

礼
儀

（
８
）�

礼
儀
の
大
切
さ
を
知
り
、
誰
に
対
し
て
も
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
９
）
友
達
と
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
、
助
け
合
う
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
10
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
と
異
な
る

意
見
も
大
切
に
す
る
こ
と
。

19

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
11
）
約
束
や
社
会
の
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
12
）
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
を
せ
ず
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
す
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
13
）
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
進
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
17
）
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
み
、
関
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
18
）
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
生
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
19
）�

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
不
思
議
さ
を
感
じ
取
り
、
自
然
や
動
植
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
20
）
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び



18

小
学
校
第
三
学
年
及
び
第
四
学
年
（
20
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
正
し
い
と
判
断
し
た
こ
と
は
、
自
信
を
も
っ
て
行
う
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
過
ち
は
素
直
に
改
め
、
正
直
に
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
や
り
、
安
全
に
気
を
付
け
、
よ
く
考
え
て
行
動
し
、
節
度
の
あ

る
生
活
を
す
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
に
気
付
き
、
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
、
強
い
意
志
を
も
ち
、
粘
り
強
く
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
６
）
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
り
、
進
ん
で
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
７
）�

家
族
な
ど
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
や
現
在
の
生
活
を
築
い
て
く
れ
た
高
齢
者
に
、
尊

敬
と
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

礼
儀

（
８
）�

礼
儀
の
大
切
さ
を
知
り
、
誰
に
対
し
て
も
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
９
）
友
達
と
互
い
に
理
解
し
、
信
頼
し
、
助
け
合
う
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
10
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
の
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
と
異
な
る

意
見
も
大
切
に
す
る
こ
と
。

19

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
11
）
約
束
や
社
会
の
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
守
る
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
12
）
誰
に
対
し
て
も
分
け
隔
て
を
せ
ず
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
す
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
13
）
働
く
こ
と
の
大
切
さ
を
知
り
、
進
ん
で
み
ん
な
の
た
め
に
働
く
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽
し
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
17
）
他
国
の
人
々
や
文
化
に
親
し
み
、
関
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
18
）
生
命
の
尊
さ
を
知
り
、
生
命
あ
る
も
の
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
19
）�

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
や
不
思
議
さ
を
感
じ
取
り
、
自
然
や
動
植
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
20
）
美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び



20

小
学
校
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
由
を
大
切
に
し
、
自
律
的
に
判
断
し
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
誠
実
に
、
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

安
全
に
気
を
付
け
る
こ
と
や
、生
活
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、自
分
の
生
活
を
見
直
し
、

節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
を
知
っ
て
、
短
所
を
改
め
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

よ
り
高
い
目
標
を
立
て
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物

事
を
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

（
６
）
真
理
を
大
切
に
し
、
物
事
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
７
）�
誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
８
）�

日
々
の
生
活
が
家
族
や
過
去
か
ら
の
多
く
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
。

礼
儀

（
９
）
時
と
場
を
わ
き
ま
え
て
、
礼
儀
正
し
く
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
10
）�

友
達
と
互
い
に
信
頼
し
、
学
び
合
っ
て
友
情
を
深
め
、
異
性
に
つ
い
て
も
理
解
し
な
が
ら
、
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
11
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
謙
虚
な
心
を
も
ち
、
広
い
心
で
自
分
と
異

な
る
意
見
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
。

21

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
12
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
た
上
で
進
ん
で
そ
れ
ら
を
守
り
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、

義
務
を
果
た
す
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
13
）�

誰
に
対
し
て
も
差
別
を
す
る
こ
と
や
偏
見
を
も
つ
こ
と
な
く
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
し
、

正
義
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
14
）�

働
く
こ
と
や
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
、

公
共
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
15
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
幸
せ
を
求
め
て
、
進
ん
で
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
16
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
様
々
な
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
集
団
生
活
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
先
人
の
努
力
を
知
り
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
18
）�

他
国
の
人
々
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
際
親
善
に
努
め

る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
が
多
く
の
生
命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
偉
大
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
や
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念

を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
理
解
し
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
。



20

小
学
校
第
五
学
年
及
び
第
六
学
年
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
由
を
大
切
に
し
、
自
律
的
に
判
断
し
、
責
任
の
あ
る
行
動
を
す
る
こ
と
。

正
直
、
誠
実

（
２
）
誠
実
に
、
明
る
い
心
で
生
活
す
る
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
３
）�

安
全
に
気
を
付
け
る
こ
と
や
、生
活
習
慣
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、自
分
の
生
活
を
見
直
し
、

節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
る
こ
と
。

個
性
の
伸
長

（
４
）
自
分
の
特
徴
を
知
っ
て
、
短
所
を
改
め
長
所
を
伸
ば
す
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志�

（
５
）�

よ
り
高
い
目
標
を
立
て
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物

事
を
や
り
抜
く
こ
と
。

真
理
の
探
究

（
６
）
真
理
を
大
切
に
し
、
物
事
を
探
究
し
よ
う
と
す
る
心
を
も
つ
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

親
切
、
思
い
や
り

（
７
）�

誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親
切
に
す
る
こ
と
。

感
謝

（
８
）�

日
々
の
生
活
が
家
族
や
過
去
か
ら
の
多
く
の
人
々
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
。

礼
儀

（
９
）
時
と
場
を
わ
き
ま
え
て
、
礼
儀
正
し
く
真
心
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
10
）�

友
達
と
互
い
に
信
頼
し
、
学
び
合
っ
て
友
情
を
深
め
、
異
性
に
つ
い
て
も
理
解
し
な
が
ら
、
人

間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
11
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
謙
虚
な
心
を
も
ち
、
広
い
心
で
自
分
と
異

な
る
意
見
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
。
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Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

規
則
の
尊
重

（
12
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
た
上
で
進
ん
で
そ
れ
ら
を
守
り
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、

義
務
を
果
た
す
こ
と
。

公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
13
）�

誰
に
対
し
て
も
差
別
を
す
る
こ
と
や
偏
見
を
も
つ
こ
と
な
く
、
公
正
、
公
平
な
態
度
で
接
し
、

正
義
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。

勤
労
、
公
共
の
精
神

（
14
）�

働
く
こ
と
や
社
会
に
奉
仕
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
わ
う
と
と
も
に
、
そ
の
意
義
を
理
解
し
、

公
共
の
た
め
に
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
15
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
幸
せ
を
求
め
て
、
進
ん
で
役
に
立
つ
こ
と
を
す
る
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
16
）�

先
生
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ
い
学
級
や
学
校
を
つ
く
る
と

と
も
に
、
様
々
な
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割
を
自
覚
し
て
集
団
生
活
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
先
人
の
努
力
を
知
り
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
も
つ
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
親
善

（
18
）�
他
国
の
人
々
や
文
化
に
つ
い
て
理
解
し
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
国
際
親
善
に
努
め

る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
が
多
く
の
生
命
の
つ
な
が
り
の
中
に
あ
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
偉
大
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
や
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念

を
も
つ
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
人
間
の
強
さ
や
気
高
さ
を
理
解
し
、
人
間
と
し
て
生
き
る
喜
び
を

感
じ
る
こ
と
。
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中
学
校
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
判
断
し
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
２
）�

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
、
安
全

で
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
。

向
上
心
、
個
性
の
伸
長

（
３
）�

自
己
を
見
つ
め
、自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志�

（
４
）�

よ
り
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
や
失
敗
を
乗
り
越
え
て

着
実
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
。

真
理
の
探
究
、
創
造

（
５
）�

真
実
を
大
切
に
し
、
真
理
を
探
究
し
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
努
め
る
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

思
い
や
り
、
感
謝

（
６
）�

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
と
と
も
に
、家
族
な
ど
の
支
え
や
多
く
の
人
々
の
善
意
に
よ
り
日
々

の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
進
ん
で
そ
れ
に
応
え
、
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
る
こ
と
。

礼
儀

（
７
）�
礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
８
）�

友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
、互
い
に
励
ま
し
合
い
、高
め
合
う
と
と
も
に
、

異
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
や
葛
藤
も
経
験
し
な
が
ら
人
間
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
９
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
謙
虚
に
他
に
学
び
、
自
ら
を
高
め
て

い
く
こ
と
。

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

遵
法
精
神
、
公
徳
心

（
10
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
し
て
、
規
律
あ
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。
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公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
11
）�

正
義
と
公
正
さ
を
重
ん
じ
、
誰
に
対
し
て
も
公
平
に
接
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る

こ
と
。

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

（
12
）�

社
会
参
画
の
意
識
と
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
公
共
の
精
神
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め

る
こ
と
。

勤
労

（
13
）�

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
勤
労
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
充
実
し
た
家
庭
生
活
を
築
く
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

教
師
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
協
力
し
合
っ
て
よ
り
よ

い
校
風
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
様
々
な
集
団
の
意
義
や
集
団
の
中
で
の
自
分
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
集

団
生
活
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

郷
土
の
伝
統
と
文
化
を
大
切
に
し
、
社
会
に
尽
く
し
た
先
人
や
高
齢
者
に
尊
敬
の
念
を
深
め
、
地
域
社
会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
進
ん
で
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

国
を
愛
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
貢
献

（
18
）�

世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
世
界
の
平
和

と
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
そ
の
連
続
性
や
有
限
性
な
ど
も
含
め
て
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
尊

重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
崇
高
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
進
ん
で
自
然
の
愛
護
に
努

め
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を

深
め
る
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

人
間
に
は
自
ら
の
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
。
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中
学
校
（
22
）

Ａ
　
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関
す
る
こ
と

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任

（
１
）
自
律
の
精
神
を
重
ん
じ
、
自
主
的
に
考
え
、
判
断
し
、
誠
実
に
実
行
し
て
そ
の
結
果
に
責
任
を
も
つ
こ
と
。

節
度
、
節
制

（
２
）�

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康
の
増
進
を
図
り
、
節
度
を
守
り
節
制
に
心
掛
け
、
安
全

で
調
和
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と
。

向
上
心
、
個
性
の
伸
長

（
３
）�

自
己
を
見
つ
め
、自
己
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、個
性
を
伸
ば
し
て
充
実
し
た
生
き
方
を
追
求
す
る
こ
と
。

希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志�

（
４
）�

よ
り
高
い
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
達
成
を
目
指
し
、
希
望
と
勇
気
を
も
ち
、
困
難
や
失
敗
を
乗
り
越
え
て

着
実
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
。

真
理
の
探
究
、
創
造

（
５
）�

真
実
を
大
切
に
し
、
真
理
を
探
究
し
て
新
し
い
も
の
を
生
み
出
そ
う
と
努
め
る
こ
と
。

Ｂ
　
主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

思
い
や
り
、
感
謝

（
６
）�

思
い
や
り
の
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
る
と
と
も
に
、家
族
な
ど
の
支
え
や
多
く
の
人
々
の
善
意
に
よ
り
日
々

の
生
活
や
現
在
の
自
分
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
進
ん
で
そ
れ
に
応
え
、
人
間
愛
の
精
神
を
深
め
る
こ
と
。

礼
儀

（
７
）�

礼
儀
の
意
義
を
理
解
し
、
時
と
場
に
応
じ
た
適
切
な
言
動
を
と
る
こ
と
。

友
情
、
信
頼

（
８
）�

友
情
の
尊
さ
を
理
解
し
て
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
達
を
も
ち
、互
い
に
励
ま
し
合
い
、高
め
合
う
と
と
も
に
、

異
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
悩
み
や
葛
藤
も
経
験
し
な
が
ら
人
間
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
。

相
互
理
解
、
寛
容

（
９
）�

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
立
場
を
尊
重
し
、
い
ろ
い
ろ
な

も
の
の
見
方
や
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
の
心
を
も
っ
て
謙
虚
に
他
に
学
び
、
自
ら
を
高
め
て

い
く
こ
と
。

Ｃ
　
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

遵
法
精
神
、
公
徳
心

（
10
）�

法
や
き
ま
り
の
意
義
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
進
ん
で
守
る
と
と
も
に
、
そ
の
よ
り
よ
い
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
、
自
他
の
権
利
を
大
切
に
し
、
義
務
を
果
た
し
て
、
規
律
あ
る
安
定
し
た
社
会
の
実
現
に
努
め
る
こ
と
。
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公
正
、
公
平
、
社
会
正
義

（
11
）�

正
義
と
公
正
さ
を
重
ん
じ
、
誰
に
対
し
て
も
公
平
に
接
し
、
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
の
実
現
に
努
め
る

こ
と
。

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

（
12
）�

社
会
参
画
の
意
識
と
社
会
連
帯
の
自
覚
を
高
め
、
公
共
の
精
神
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
社
会
の
実
現
に
努
め

る
こ
と
。

勤
労

（
13
）�

勤
労
の
尊
さ
や
意
義
を
理
解
し
、
将
来
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
、
勤
労
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
。

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実

（
14
）�

父
母
、
祖
父
母
を
敬
愛
し
、
家
族
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
充
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し
た
家
庭
生
活
を
築
く
こ
と
。

よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

（
15
）�

教
師
や
学
校
の
人
々
を
敬
愛
し
、
学
級
や
学
校
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
協
力
し
合
っ
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よ
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よ

い
校
風
を
つ
く
る
と
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に
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様
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団
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義
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。

郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

郷
土
を
愛
す
る
態
度

（
16
）�

郷
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、
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し
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や
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齢
者
に
尊
敬
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念
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深
め
、
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域
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会

の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て
郷
土
を
愛
し
、
進
ん
で
郷
土
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、

国
を
愛
す
る
態
度

（
17
）�

優
れ
た
伝
統
の
継
承
と
新
し
い
文
化
の
創
造
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
日
本
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し
て
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自
覚
を
も
っ
て

国
を
愛
し
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、
そ
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
。

国
際
理
解
、
国
際
貢
献

（
18
）�
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、
他
国
を
尊
重
し
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
、
世
界
の
平
和

と
人
類
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
。

Ｄ
　
主
と
し
て
生
命
や
自
然
、
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と

生
命
の
尊
さ

（
19
）�

生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
そ
の
連
続
性
や
有
限
性
な
ど
も
含
め
て
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
尊

重
す
る
こ
と
。

自
然
愛
護

（
20
）�

自
然
の
崇
高
さ
を
知
り
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
意
義
を
理
解
し
、
進
ん
で
自
然
の
愛
護
に
努

め
る
こ
と
。

感
動
、
畏
敬
の
念

（
21
）�

美
し
い
も
の
や
気
高
い
も
の
に
感
動
す
る
心
を
も
ち
、
人
間
の
力
を
超
え
た
も
の
に
対
す
る
畏
敬
の
念
を

深
め
る
こ
と
。

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び

（
22
）�

人
間
に
は
自
ら
の
弱
さ
や
醜
さ
を
克
服
す
る
強
さ
や
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
心
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、

人
間
と
し
て
生
き
る
こ
と
に
喜
び
を
見
い
だ
す
こ
と
。
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（
四
）　
評
　
価

　
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
評
価
に
つ
い
て
、
小
学
校
及
び
中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
解
説
（
平

成
二
十
七
年
七
月
）
に
、
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
係
る
成
長
の
様
子
を
継
続
的
に
把
握
し
、
指
導
に
生
か
す

　
よ
う
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

　
道
徳
性
は
、
人
格
の
全
体
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
学
習
指
導
要
領
解
説
に
は
数
値
な
ど
に
よ
る
評
価

は
行
わ
な
い
こ
と
が
特
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
道
徳
科
の
評
価
の
具
体
的
な
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〇
　
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
こ
と
。

〇
　
他
の
児
童
・
生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か

を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
と
し
て
行
う
こ
と
。

25

〇
　
他
の
児
童
・
生
徒
と
比
較
し
て
優
劣
を
決
め
る
よ
う
な
評
価
は
な
じ
ま
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
。

〇
　
個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
大
く
く
り
な
ま
と
ま
り
を
踏
ま
え
た
評
価
を
行
う
こ
と
。

〇
　
発
達
障
害
等
の
あ
る
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
の
配
慮
す
べ
き
観
点
等
を
学
校
や
教
員
間
で
共
有
す

る
こ
と
。

〇
　
現
在
の
指
導
要
録
の
書
式
に
お
け
る
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
」、「
特
別
活
動
の
記

録
」、「
行
動
の
記
録
」
及
び
「
総
合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
な
ど
の
既
存
の
欄
も

含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
総
合
的
に
見
直
す
こ
と
。
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、
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ま
す
個
人
内
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と
し
て
行
う
こ
と
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ま
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と
に
留
意
す
る
必
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「
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存
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的
に
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と
。
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評
価
に
関
す
る
疑
問

　
　
　
　
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

道
徳
科
の
主
な
ね
ら
い
は
道
徳
性
を
養
う
こ
と
で
す
。
道
徳
性
が
養
わ
れ
た
か
否
か
は
、

容
易
に
判
断
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道
徳
性
を
養
う
こ
と
を
学
習
活
動

と
し
て
行
う
道
徳
の
時
間
の
指
導
で
は
、
従
来
か
ら
そ
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
き
ま
し
た
。
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
は
「
指
導
」
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
道
徳
性
の
評
価
の
基
盤

に
は
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
と
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
よ
る
共
感
的
な
理
解
が

存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
児
童
・
生
徒
が
自
ら
の
成

長
を
実
感
し
、
さ
ら
に
意
欲
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な

評
価
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
&
A

AQ2
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道
徳
科
の
時
間
で
の
児
童
・
生
徒
の
発
言
や
態
度
で
、
児
童
・
生
徒
の
道
徳
性
を
評
価
す
る

　
　
　
　
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

道
徳
科
の
時
間
は
、
そ
の
性
格
上
、
一
単
位
時
間
の
指
導
だ
け
で
そ
の
成
果
を
評
価
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
教
育
活
動
で
、
一
単
位
時
間
の
指
導
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
教
師
が
次
の
指
導
に
生
か
す
た
め
に
も
大
切
で

す
。
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
手
段
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方

法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
学
習
状
況
を
把
握
す
る
方
法
】

①�

　
児
童
・
生
徒
が
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
話
し
た
り
書
い
た

り
す
る
等
の
表
現
の
様
子

②
　
友
達
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
聞
く
態
度
や
表
情
　
等

A
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に
よ
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な
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解
が
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と
が
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で
す
。
こ
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こ
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を
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え
、
児
童
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徒
が
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ら
の
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を
実
感
し
、
さ
ら
に
意
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的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な

評
価
を
目
指
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Q
&
A

AQ2
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道
徳
科
の
時
間
で
の
児
童
・
生
徒
の
発
言
や
態
度
で
、
児
童
・
生
徒
の
道
徳
性
を
評
価
す
る

　
　
　
　
こ
と
は
可
能
な
の
で
し
ょ
う
か
。

道
徳
科
の
時
間
は
、
そ
の
性
格
上
、
一
単
位
時
間
の
指
導
だ
け
で
そ
の
成
果
を
評
価
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
全
て
の
教
育
活
動
で
、
一
単
位
時
間
の
指
導
に
よ
る
児
童
・

生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
し
て
評
価
す
る
こ
と
は
、
教
師
が
次
の
指
導
に
生
か
す
た
め
に
も
大
切
で

す
。
道
徳
科
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
手
段
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方

法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
学
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状
況
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把
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方
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①�

　
児
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考
え
方
や
感
じ
方
を
話
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た
り
書
い
た

り
す
る
等
の
表
現
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様
子

②
　
友
達
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
聞
く
態
度
や
表
情
　
等

A
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道
徳
科
の
時
間
で
、
児
童
・
生
徒
が
「
評
価
」
を
気
に
せ
ず
に
意
見
を
言
う
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
に
お
け
る
提
案
の
中
核
を
な
す
質
問
で
す
。
教
師
が
期
待
す
る
正
答

が
あ
る
場
合
は
、
児
童
・
生
徒
が
教
師
の
期
待
す
る
正
答
を
述
べ
る
こ
と
が
到
達
度
目
標
と

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
教
師
が
期
待
し
た
答
え
に
対
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
な
り
の
答
え
を
多
様

に
述
べ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
到
達
度
と
し
て
の
評
価
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道

徳
科
は
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
多
様
な
考
え
を
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
来
は
教
師
が
期
待
す

る
正
答
は
な
く
、
自
由
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
が

他
の
子
供
と
異
な
っ
た
意
見
を
言
う
こ
と
が
は
ば
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
学
級
の
人
間
関
係
の

問
題
で
す
。
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
述
べ
た
り
、
友
達
の
考
え
方
や

感
じ
方
を
聞
い
て
、
様
々
な
表
現
が
で
き
た
り
す
る
の
は
、
日
々
の
学
級
経
営
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
と
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
よ
る
共
感
的
な
理
解
が
、
授
業
の
中
に

A
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存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
児
童
・
生
徒
の
成
長
を
見
守
り
、
努
力
を
認
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
ら
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
言
え
る
よ
う
な

指
導
の
工
夫
が
重
要
で
す
。
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を
言
う
こ
と
が
で
き
る

　
　
　
　
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
本
書
に
お
け
る
提
案
の
中
核
を
な
す
質
問
で
す
。
教
師
が
期
待
す
る
正
答

が
あ
る
場
合
は
、
児
童
・
生
徒
が
教
師
の
期
待
す
る
正
答
を
述
べ
る
こ
と
が
到
達
度
目
標
と

な
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
教
師
が
期
待
し
た
答
え
に
対
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
な
り
の
答
え
を
多
様

に
述
べ
た
と
し
た
な
ら
ば
、
い
わ
ゆ
る
到
達
度
と
し
て
の
評
価
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
道

徳
科
は
答
え
が
一
つ
と
は
限
ら
な
い
多
様
な
考
え
を
期
待
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
来
は
教
師
が
期
待
す

る
正
答
は
な
く
、
自
由
に
意
見
が
述
べ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
・
生
徒
が

他
の
子
供
と
異
な
っ
た
意
見
を
言
う
こ
と
が
は
ば
か
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
学
級
の
人
間
関
係
の

問
題
で
す
。
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
分
の
考
え
方
や
感
じ
方
を
述
べ
た
り
、
友
達
の
考
え
方
や

感
じ
方
を
聞
い
て
、
様
々
な
表
現
が
で
き
た
り
す
る
の
は
、
日
々
の
学
級
経
営
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
教
師
と
児
童
・
生
徒
と
の
人
格
的
な
触
れ
合
い
に
よ
る
共
感
的
な
理
解
が
、
授
業
の
中
に

A
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存
在
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
児
童
・
生
徒
の
成
長
を
見
守
り
、
努
力
を
認
め
た
り
、
励
ま
し
た
り
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
児
童
・
生
徒
が
伸
び
や
か
に
自
ら
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
言
え
る
よ
う
な

指
導
の
工
夫
が
重
要
で
す
。
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道
徳
科
で
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
の
把
握
と
評
価
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
が

自
分
の
考
え
を
深
め
た
か
ど
う
か
、
自
分
の
考
え
に
自
信
を
も
て
た
か
ど
う
か
を
教
師
が
確

認
す
る
と
と
も
に
、
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
り
、
更
な
る
指
導
に
生
か
す
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
他
の
教
科
等
と
同
様
に
、「
児
童
・
生
徒
自
ら
が
自
分

の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
」
と
「
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
る
こ

と
」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
二
つ
を
振
り
返
る
方
法
と
し

て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
振
り
返
る
方
法
】

①
　�

授
業
中
の
メ
モ
、
児
童
・
生
徒
の
ノ
ー
ト
や
発
言
、
発
言
を
聞

く
周
囲
の
反
応
等
の
記
録
（
録
音
や
録
画
等
）　

②
　�

公
開
授
業
、
研
究
授
業
等
に
よ
る
他
の
教
師
や
保
護
者
等
か
ら

の
評
価
、
板
書
の
写
真
　
等

AQ5
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道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
結
果
を
保
護
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成
二
十
七
年
五
月
）
で
は
、「
現
在
の
指
導
要
録
の
書
式
に
お

け
る
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
』、『
特
別
活
動
の
記
録
』、『
行
動
の
記
録
』
及
び
『
総

合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
』
な
ど
の
既
存
の
欄
も
含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
総
合
的
に

見
直
す
」
と
し
て
い
ま
す
。「
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
」
こ
と
や
「
他
の
児
童
・

生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
と
し
て
行
う
」
こ
と
な
ど
を
学
校
は
十
分
に
踏
ま
え
、
家
庭
や
地
域
に
も

道
徳
科
の
評
価
の
意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
道
徳
科
の
時
間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
つ
い
て
保
護
者
に
伝

え
、
家
庭
で
の
指
導
の
協
力
も
得
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

A
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道
徳
科
で
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
の
把
握
と
評
価
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
が

自
分
の
考
え
を
深
め
た
か
ど
う
か
、
自
分
の
考
え
に
自
信
を
も
て
た
か
ど
う
か
を
教
師
が
確

認
す
る
と
と
も
に
、
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
り
、
更
な
る
指
導
に
生
か
す
と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
他
の
教
科
等
と
同
様
に
、「
児
童
・
生
徒
自
ら
が
自
分

の
成
長
を
実
感
す
る
こ
と
」
と
「
教
師
が
自
ら
の
指
導
を
振
り
返
る
こ

と
」
の
二
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
二
つ
を
振
り
返
る
方
法
と
し

て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
方
法
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
振
り
返
る
方
法
】

①
　�

授
業
中
の
メ
モ
、
児
童
・
生
徒
の
ノ
ー
ト
や
発
言
、
発
言
を
聞

く
周
囲
の
反
応
等
の
記
録
（
録
音
や
録
画
等
）　

②
　�

公
開
授
業
、
研
究
授
業
等
に
よ
る
他
の
教
師
や
保
護
者
等
か
ら

の
評
価
、
板
書
の
写
真
　
等
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道
徳
科
に
お
け
る
評
価
の
結
果
を
保
護
者
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
と
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

学
習
指
導
要
領
解
説
（
平
成
二
十
七
年
五
月
）
で
は
、「
現
在
の
指
導
要
録
の
書
式
に
お

け
る
『
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
記
録
』、『
特
別
活
動
の
記
録
』、『
行
動
の
記
録
』
及
び
『
総

合
所
見
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
』
な
ど
の
既
存
の
欄
も
含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
総
合
的
に

見
直
す
」
と
し
て
い
ま
す
。「
数
値
に
よ
る
評
価
で
は
な
く
、
記
述
式
で
あ
る
」
こ
と
や
「
他
の
児
童
・

生
徒
と
の
比
較
に
よ
る
相
対
評
価
で
は
な
く
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け

止
め
、
励
ま
す
個
人
内
評
価
と
し
て
行
う
」
こ
と
な
ど
を
学
校
は
十
分
に
踏
ま
え
、
家
庭
や
地
域
に
も

道
徳
科
の
評
価
の
意
義
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
上
で
、
道
徳
科
の
時
間
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
や
道
徳
性
に
つ
い
て
保
護
者
に
伝

え
、
家
庭
で
の
指
導
の
協
力
も
得
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

A
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A

（例）◆教材名「傍観者でいいのか」（中学校第2学年）
〈発問〉「見て見ぬふりをする生徒たち」のように行動
　　　  してしまうのはどうしてだろう。

Bさん

授業
開始時

◆ 注意することで、自分が標的になるのが
怖い。

授業
終了時

◆何もしないのはいけない。
　 何もしないということは、いじめている

人たちと同じことだ。
◆ やっていいこと、悪いこと、やるべきこ

とを正確に判断するべきだ。

・�グループの話合いから、見て見ぬふりをする行
為に対して、一歩踏み出す勇気をもつこと、傍
観者という立場にとどまらず、どのようにした
ら打破できるのか、何をするべきか、というこ
とについて考えようとする記述が見られる。
・�教師は、児童・生徒の道徳的価値がどのよう
に変容したのかを把握することが大切である。

　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て
、
研
究
で
取
り
組
ん
だ
事
例
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
理

解
の
変
容
を
道
徳
科
の
時
間
の
開
始
時
と
終

了
時
に
お
い
て
把
握
す
る
方
法
を
実
践
し
ま

し
た
。
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す

る
手
段
は
、
Ｑ
４
で
述
べ
た
よ
う
に
様
々
あ

り
ま
す
が
、
研
究
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

記
述
」
か
ら
そ
の
変
容
を
把
握
し
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
、
児
童
・
生
徒
も
自
ら
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
教
師
も
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
理
解
し
た
か
ど
う
か
指
導

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
六
十
・
六
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　 

第
二
章
　
稽
か
ん
が
え
る

　
　
　
　
　
教
科
化
に
な
る
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
取
り
組
ま
れ
て
い
た
指
導
を
振
り
返
る
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A

（例）◆教材名「傍観者でいいのか」（中学校第2学年）
〈発問〉「見て見ぬふりをする生徒たち」のように行動
　　　  してしまうのはどうしてだろう。

Bさん

授業
開始時

◆ 注意することで、自分が標的になるのが
怖い。

授業
終了時

◆何もしないのはいけない。
　 何もしないということは、いじめている

人たちと同じことだ。
◆ やっていいこと、悪いこと、やるべきこ

とを正確に判断するべきだ。

・�グループの話合いから、見て見ぬふりをする行
為に対して、一歩踏み出す勇気をもつこと、傍
観者という立場にとどまらず、どのようにした
ら打破できるのか、何をするべきか、というこ
とについて考えようとする記述が見られる。
・�教師は、児童・生徒の道徳的価値がどのよう
に変容したのかを把握することが大切である。

　
　
　
　
評
価
に
つ
い
て
、
研
究
で
取
り
組
ん
だ
事
例
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
理

解
の
変
容
を
道
徳
科
の
時
間
の
開
始
時
と
終

了
時
に
お
い
て
把
握
す
る
方
法
を
実
践
し
ま

し
た
。
児
童
・
生
徒
の
学
習
状
況
を
把
握
す

る
手
段
は
、
Ｑ
４
で
述
べ
た
よ
う
に
様
々
あ

り
ま
す
が
、
研
究
で
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の

記
述
」
か
ら
そ
の
変
容
を
把
握
し
ま
し
た
。

こ
の
方
法
は
、
児
童
・
生
徒
も
自
ら
の
成
長

を
実
感
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
教
師
も
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
理
解
し
た
か
ど
う
か
指
導

を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
例
の
詳
細
に
つ
い
て
は
六
十
・
六
十
一
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
　 
第
二
章
　
稽
か
ん
が
え
る

　
　
　
　
　
教
科
化
に
な
る
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
取
り
組
ま
れ
て
い
た
指
導
を
振
り
返
る
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一
　「
道
徳
の
時
間
」
で
実
践
さ
れ
て
き
た
指
導

　
従
前
の
「
道
徳
の
時
間
」
に
お
い
て
は
、
一
単
位
時
間
の
四
十
五
分
や
五
十
分
と
い
う
限
ら
れ
た
指
導

時
間
内
で
、「
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
（「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
で
の
内
容
項
目
に
当
た
る
）」
に

せ
ま
る
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
様
々
な
研
究
者
等
が
限
ら
れ
た
指
導
時
間
内
で
期
待
す
る

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
効
果
的
な
学
習
指
導
過
程
（
以
下
、「
指
導
過
程
」
と
い
う
）
や
指
導
展
開
の

在
り
方
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
一
単
位
時
間
の
授
業
を
「
導

入
―
展
開
―
終
末
」
と
い
う
大
き
な
く
く
り
を
基
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
前
の
「
道
徳

の
時
間
」
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
に
お
い
て
も
、
一
単
位
時
間
で
道
徳
的
価

値
に
関
し
て
の
判
断
力
や
心
情
、実
践
意
欲
と
態
度
を
育
む
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
前
の「
道

徳
の
時
間
」
の
指
導
過
程
や
指
導
展
開
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
振
り
返
り
、
※

稽か
ん
がえ

て
み

ま
し
ょ
う
。

（
※�

「
稽（
か
ん
が
）え
る
」は
、「
物
事
を
突
き
詰
め
て
考
え
合
わ
す
。寄
せ
集
め
て
比
べ
る
。」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。本
章
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
追
究
さ
れ
て
き
た
、指
導
過
程
や
指
導
展
開
を
集
め
て
検
討
す
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。）
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一
　「
道
徳
の
時
間
」
で
実
践
さ
れ
て
き
た
指
導

　
従
前
の
「
道
徳
の
時
間
」
に
お
い
て
は
、
一
単
位
時
間
の
四
十
五
分
や
五
十
分
と
い
う
限
ら
れ
た
指
導

時
間
内
で
、「
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
（「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
で
の
内
容
項
目
に
当
た
る
）」
に

せ
ま
る
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
様
々
な
研
究
者
等
が
限
ら
れ
た
指
導
時
間
内
で
期
待
す
る

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、
効
果
的
な
学
習
指
導
過
程
（
以
下
、「
指
導
過
程
」
と
い
う
）
や
指
導
展
開
の

在
り
方
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
一
単
位
時
間
の
授
業
を
「
導

入
―
展
開
―
終
末
」
と
い
う
大
き
な
く
く
り
を
基
に
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
従
前
の
「
道
徳

の
時
間
」
に
お
い
て
も
こ
れ
か
ら
の
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
に
お
い
て
も
、
一
単
位
時
間
で
道
徳
的
価

値
に
関
し
て
の
判
断
力
や
心
情
、実
践
意
欲
と
態
度
を
育
む
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従
前
の「
道

徳
の
時
間
」
の
指
導
過
程
や
指
導
展
開
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
っ
た
の
か
振
り
返
り
、
※

稽か
ん
がえ

て
み

ま
し
ょ
う
。

（
※�

「
稽（
か
ん
が
）え
る
」は
、「
物
事
を
突
き
詰
め
て
考
え
合
わ
す
。寄
せ
集
め
て
比
べ
る
。」と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。本
章
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
追
究
さ
れ
て
き
た
、指
導
過
程
や
指
導
展
開
を
集
め
て
検
討
す
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。）
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二
　「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程

　
価
値
葛
藤
と
は
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
自
己
の
内
面
で
起
こ
る
葛
藤
で
す
。「
生

き
た
道
徳
的
実
践
力
は
、
生
き
た
人
生
の
問
題
を
含
む
生
活
現
実
と
取
り
組
み
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
価

値
の
対
立
葛
藤
を
克
服
し
て
い
く
過
程
を
通
じ
て
、
真
に
有
力
に
（
※
）

啓
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
平
野

１
９
７
３
）」
と
の
考
え
に
立
つ
、「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程
は
、
次
の
六
つ
の
条
件
を
踏

ま
え
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
二
つ
以
上
の
価
値
的
欲
求
が
対
立
葛
藤
す
る
場
面
で
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
で

よ
り
よ
い
道
徳
的
価
値
（
善
）
が
生
起
す
る
　

②
　
道
徳
的
自
覚
が
体
験
的
に
深
化
し
て
い
く
過
程
に
即
す
る

③
　
日
常
的
活
動
と
し
て
の
実
践
過
程
に
即
す
る
　
　
　

④
　
問
題
解
決
の
過
程
に
即
す
る

⑤
　「
生
活
か
ら
生
活
へ
」
と
い
う
過
程
を
踏
ま
え
る

⑥
　
構
想
し
た
原
型
を
授
業
実
践
に
適
応
し
、
検
証
修
正
す
る

（
※
）�

啓
培
…
知
識
を
得
さ
せ
、
教
え
導
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
教
養
あ
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
省
堂
大
辞
林
）
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ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
価
値
葛
藤
の
場
」
は
「
指
導
過
程
の
各
段
階
に
お
い
て
潜
在
し
て
い
る
」
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
導
過
程

主
な
学
習
活
動

導
入

「
学
習
動
機
の
喚
起
」

・
道
徳
体
験
の
想
起

・
道
徳
体
験
の
発
表
―
理
解

「
学
習
目
的
の
自
覚
」

・
問
題
意
識
の
共
通
化

・
学
習
目
的
の
自
覚

展
開

自
己
内
省

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
省
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
省
察

・
問
題
解
決
の
方
途
の
工
夫

他
者
理
解

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
考
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
考
察

・
問
題
解
決
の
確
認

自
己
超
越

「
共
感
・
批
判
に
よ
る
主
体
化
」

・
共
感
に
よ
る
主
体
化

・
批
判
に
よ
る
主
体
化

「
自
他
浸
透
に
よ
る
法
則
化
」

・
内
省
的
解
決
の
再
吟
味

・
内
省
的
解
決
の
再
確
認
・
修
正

終
結

「
原
理
的
考
察
に
よ
る
法
則
化
」

・
道
徳
法
則
と
し
て
の
一
般
化

「
道
徳
法
則
の
生
活
化
」

・
具
体
的
な
生
活
問
題
へ
の
適
用

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」「
価
値
葛
藤
の
場
の
理
論
」　
平
野�

武
夫
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二
　「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程

　
価
値
葛
藤
と
は
、
道
徳
的
諸
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
、
自
己
の
内
面
で
起
こ
る
葛
藤
で
す
。「
生

き
た
道
徳
的
実
践
力
は
、
生
き
た
人
生
の
問
題
を
含
む
生
活
現
実
と
取
り
組
み
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
価

値
の
対
立
葛
藤
を
克
服
し
て
い
く
過
程
を
通
じ
て
、
真
に
有
力
に
（
※
）

啓
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
平
野

１
９
７
３
）」
と
の
考
え
に
立
つ
、「
価
値
葛
藤
の
場
」
を
重
視
し
た
指
導
過
程
は
、
次
の
六
つ
の
条
件
を
踏

ま
え
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
二
つ
以
上
の
価
値
的
欲
求
が
対
立
葛
藤
す
る
場
面
で
、
克
服
し
よ
う
と
す
る
体
験
を
す
る
こ
と
で

よ
り
よ
い
道
徳
的
価
値
（
善
）
が
生
起
す
る
　

②
　
道
徳
的
自
覚
が
体
験
的
に
深
化
し
て
い
く
過
程
に
即
す
る

③
　
日
常
的
活
動
と
し
て
の
実
践
過
程
に
即
す
る
　
　
　

④
　
問
題
解
決
の
過
程
に
即
す
る

⑤
　「
生
活
か
ら
生
活
へ
」
と
い
う
過
程
を
踏
ま
え
る

⑥
　
構
想
し
た
原
型
を
授
業
実
践
に
適
応
し
、
検
証
修
正
す
る

（
※
）�

啓
培
…
知
識
を
得
さ
せ
、
教
え
導
く
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
教
養
あ
る
人
間
に
育
て
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
三
省
堂
大
辞
林
）
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ま
た
、
こ
の
よ
う
な
「
価
値
葛
藤
の
場
」
は
「
指
導
過
程
の
各
段
階
に
お
い
て
潜
在
し
て
い
る
」
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

指
導
過
程

主
な
学
習
活
動

導
入

「
学
習
動
機
の
喚
起
」

・
道
徳
体
験
の
想
起

・
道
徳
体
験
の
発
表
―
理
解

「
学
習
目
的
の
自
覚
」

・
問
題
意
識
の
共
通
化

・
学
習
目
的
の
自
覚

展
開

自
己
内
省

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
省
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
省
察

・
問
題
解
決
の
方
途
の
工
夫

他
者
理
解

「
問
題
場
面
の
具
象
化
」

・
価
値
葛
藤
場
面
の
想
起

・
価
値
葛
藤
体
験
の
発
表
―
理
解

「
問
題
点
の
考
察
」

・
問
題
点
の
想
起
　
・
問
題
点
の
考
察

・
問
題
解
決
の
確
認

自
己
超
越

「
共
感
・
批
判
に
よ
る
主
体
化
」

・
共
感
に
よ
る
主
体
化

・
批
判
に
よ
る
主
体
化

「
自
他
浸
透
に
よ
る
法
則
化
」

・
内
省
的
解
決
の
再
吟
味

・
内
省
的
解
決
の
再
確
認
・
修
正

終
結

「
原
理
的
考
察
に
よ
る
法
則
化
」

・
道
徳
法
則
と
し
て
の
一
般
化

「
道
徳
法
則
の
生
活
化
」

・
具
体
的
な
生
活
問
題
へ
の
適
用

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」「
価
値
葛
藤
の
場
の
理
論
」　
平
野�

武
夫
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三
　
展
開
に
「
前
段
と
後
段
」
を
位
置
付
け
た
指
導
過
程
　

　
こ
の
指
導
過
程
は
、「
導
入
―
展
開
の
前
段
―
展
開
の
後
段
―
終
末
」
の
四
段
階
を
設
定
し
、
一
単

位
時
間
の
道
徳
の
時
間
を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
指
導
者

が
「
道
徳
の
時
間
」
の
基
本
的
な
指
導
過
程
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

導
入

ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
方
向
付
け
る

展
開

前
段

第
一
段
階

（
自
我
関
与
）

資
料
（
教
材
）
を
与
え
る

主
人
公
な
ど
に
共
感
さ
せ
る

異
な
る
価
値
観
を
類
型
化
す
る

各
自
の
価
値
観
の
自
覚
を
図
る

第
二
段
階

（
比
較
）

後
段

（
価
値
の
一
般
化
）

価
値
の
一
般
化
を
図
る
工
夫
を
加
え
る

終
末

ま
と
め
を
す
る

39

　
こ
の
指
導
過
程
に
お
け
る
各
段
階
に
つ
い
て
は
、
次
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

【
導
入
】�

�

子
供
が
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
と
は
別
の
価
値
に
注
目
す
る
の
を
予
防
す

る
た
め
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
と
方
向
付
け
を
す
る
段
階

【
展
開
（
前
段
）】�

中
心
資
料
を
扱
い
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
追
求
把
握
さ
せ
る
段
階

【
展
開
（
後
段
）】�

�

自
分
の
日
常
生
活
に
目
を
向
け
、
い
か
な
る
特
定
の
場
面
や
状
況
下
で
あ

ろ
う
と
も
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
具
体
的
な
行
為
に
結
び
付
け
て
追
求

で
き
る
応
用
力
を
養
う
段
階

【
終
末
】�

教
師
の
説
話
な
ど
に
よ
る
学
習
の
整
理
や
ま
と
め
の
段
階

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」
青
木�

孝
頼
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三
　
展
開
に
「
前
段
と
後
段
」
を
位
置
付
け
た
指
導
過
程
　

　
こ
の
指
導
過
程
は
、「
導
入
―
展
開
の
前
段
―
展
開
の
後
段
―
終
末
」
の
四
段
階
を
設
定
し
、
一
単

位
時
間
の
道
徳
の
時
間
を
効
果
的
に
行
え
る
よ
う
に
配
慮
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
多
く
の
指
導
者

が
「
道
徳
の
時
間
」
の
基
本
的
な
指
導
過
程
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

導
入

ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
方
向
付
け
る

展
開

前
段

第
一
段
階

（
自
我
関
与
）

資
料
（
教
材
）
を
与
え
る

主
人
公
な
ど
に
共
感
さ
せ
る

異
な
る
価
値
観
を
類
型
化
す
る

各
自
の
価
値
観
の
自
覚
を
図
る

第
二
段
階

（
比
較
）

後
段

（
価
値
の
一
般
化
）

価
値
の
一
般
化
を
図
る
工
夫
を
加
え
る

終
末

ま
と
め
を
す
る
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こ
の
指
導
過
程
に
お
け
る
各
段
階
に
つ
い
て
は
、
次
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

【
導
入
】�

�

子
供
が
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
と
は
別
の
価
値
に
注
目
す
る
の
を
予
防
す

る
た
め
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
へ
と
方
向
付
け
を
す
る
段
階

【
展
開
（
前
段
）】�

中
心
資
料
を
扱
い
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
追
求
把
握
さ
せ
る
段
階

【
展
開
（
後
段
）】�
�

自
分
の
日
常
生
活
に
目
を
向
け
、
い
か
な
る
特
定
の
場
面
や
状
況
下
で
あ

ろ
う
と
も
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
を
具
体
的
な
行
為
に
結
び
付
け
て
追
求

で
き
る
応
用
力
を
養
う
段
階

【
終
末
】�

教
師
の
説
話
な
ど
に
よ
る
学
習
の
整
理
や
ま
と
め
の
段
階

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」
青
木�

孝
頼
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四
　
資
料
の
特
徴
を
生
か
し
た
展
開

　
資
料
の
活
用
に
つ
い
て
は
、「
資
料
の
活
用
類
型
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
同
じ
一

つ
の
資
料
で
も
、
指
導
者
の
意
図
に
よ
っ
て
様
々
な
活
用
の
仕
方
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
考
え
か

ら
類
型
化
を
試
み
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
指
導
過
程
の
展
開
の
中
で
、
指
導
の
内
容
や
発
達
段
階
に
応

じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

活
用
類
型

活
用
に
当
た
っ
て
の
意
図

範
例
的
活
用

　
資
料
中
の
主
人
公
な
ど
が
行
っ
た
道
徳
的
行
為
を
、
子
供
た
ち
に
一
つ
の
模
範
例
と
し
て
受
け
取
ら
せ
た
り
、

そ
の
行
為
に
含
ま
れ
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
さ
せ
た
り
考
え
さ
せ
た
り
す
る
。

批
判
的
活
用

　
資
料
中
の
主
人
公
な
ど
の
行
為
や
考
え
方
、
感
じ
方
を
子
供
た
ち
に
批
判
さ
せ
、
互
い
の
意
見
に
つ
い
て
話

し
合
わ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
ね
ら
い
に
関
わ
る
道
徳
的
な
考
え
方
や
感
じ
方
を
一
層
深
め
さ
せ
る
。

共
感
的
活
用

　
子
供
一
人
一
人
を
資
料
の
中
の
主
人
公
に
な
り
き
ら
せ
て
想
像
さ
せ
る
。

感
動
的
活
用

　
資
料
の
感
動
性
を
最
大
限
に
生
か
し
、
感
動
を
一
層
深
化
さ
せ
た
り
、　
感
動
を
学
級
に
波
及
、
持
続
さ
せ

た
り
す
る
。
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五
　
子
供
の
価
値
観
に
着
目
し
た
展
開

　
子
供
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
子
供
の
価
値
観
を
学
習
指
導
要
領
の
道
徳
の
内
容
項
目
ご
と
に
、

四
つ
の
類
型
と
し
て
示
す
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
供
の
価
値
観
を
類
型
化
す
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、「
授
業
前
に
お
け
る
実
態
把
握
」、「
授
業
中
の
指
導
過
程
で
の
工
夫
」、「
授
業
後
の
指
導
の
効
果

を
確
か
め
る
」
な
ど
に
活
用
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
（
左
表
）。

　
例
え
ば
、
価
値
観
を
左
図
の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
よ
う
に
四
つ
の
段
階
に
類
型
化
し
ま
す
。
子
供
の
価

値
観
が
、
今
ど
こ
に
該
当
す
る
か
を
評
価
し
な
が
ら
指
導
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「価値観の四類型」の活用方法

ア
　
授
業
以
前
で
の
、
子
供
の
道
徳
性
の
実
態
把
握
を
す
る

イ�

　
展
開
前
段
で
の
資
料
活
用
に
お
い
て
、
中
心
発
問
に
対
す
る
子
供

の
発
言
を
効
果
的
に
整
理
・
分
析
す
る

ウ�

　
展
開
後
段
で
の
、
価
値
の
一
般
化
を
図
る
と
き
に
、
子
供
に
自
分

の
価
値
観
を
自
覚
さ
せ
る

エ�

　
導
入
か
ら
終
末
ま
で
の
全
て
の
段
階
に
お
い
て
、
意
図
的
な
指
名

を
効
果
的
に
行
う

オ�

　
授
業
後
に
お
い
て
、
子
供
一
人
一
人
の
価
値
観
の
自
覚
が
図
ら
れ

た
か
ど
う
か
の
評
価
を
す
る

子
供
の
価
値
観
の
四
類
型
（
例
）
低
学
年

　
生
活
習
慣
・
節
度

　【
健
康
・
安
全
】

　
Ａ
　
常
に
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
る

　
Ｂ
　
健
康
や
安
全
に
か
な
り
気
を
付
け
る

　
Ｃ
　
健
康
や
安
全
に
気
を
付
け
な
い
こ
と
が
多
い

　
Ｄ
　
健
康
に
ほ
と
ん
ど
留
意
せ
ず
、
危
険
な
こ
と
を

　
　
　
し
や
す
い

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」「
道
徳
授
業
の
基
本
構
想
」

　
　
　
　
青
木�

孝
頼

（表）

（図）
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四
　
資
料
の
特
徴
を
生
か
し
た
展
開
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。
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。
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範
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す
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。
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。
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孝
頼
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（図）
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六
　
子
供
の
話
合
い
活
動
を
活
発
に
す
る
展
開

　
こ
の
指
導
の
特
徴
は
、
展
開
を
三
段
階
に
分
け
て
話
合
い
活
動
を
重
点
的
に
取
り
扱
う
こ
と
で
す
。
具

体
的
に
は
次
の
三
段
階
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

【
展
開
の
第
一
段
階
】

　
資
料
を
読
ん
だ
り
視
聴
し
た
り
し
た
直
後
の
子
供
た
ち
の
感
想
を
自
由
に
出
さ
せ
る
段
階

【
展
開
の
第
二
段
階
】

　
初
発
の
感
想
と
し
て
出
さ
れ
た
相
対
立
す
る
も
の
を
一
つ
に
集
約
し
て
、
子
供
た
ち
全
員
に
共
通

の
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
段
階

【
展
開
の
第
三
段
階
】

　
話
合
い
の
前
段
は
共
通
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
、
後
段
は
、
異
な
る
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
の
焦
点
を

絞
っ
て
話
合
い
を
導
く
段
階

【
参
考
】「
新
道
徳
教
育
事
典
」
井
上�

治
郎
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七
　「
道
徳
の
時
間
」
と
他
教
科
等
と
の
関
連
を
よ
り
密
接
に
し
た
指
導
過
程

　
指
導
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
た
め
に
、
一
単
位
時
間
の
道
徳
の
授
業
の
み
で
指
導
を
完
結
す
る
の
で
は

な
く
、「
導
入
―
展
開
（
前
段
）
―
展
開
（
後
段
）
―
終
末
」
の
一
部
を
「
事
前
指
導
」「
事
後
指
導
」

と
し
て
位
置
付
け
た
指
導
過
程
で
す
。
指
導
者
の
意
図
に
よ
っ
て
、
他
教
科
と
の
関
連
を
図
り
な
が
ら
、

柔
軟
に
指
導
の
工
夫
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入

【
事
前
指
導
】

展
開

前
段

資
料
を
通
し
て
の
価
値
の
追
究
・
把
握
を
図
る

　
○�

道
徳
的
価
値
を
資
料
の
あ
る
特
定
の
場
面
に
関

わ
っ
て
、
追
究
し
把
握
す
る

後
段

資
料
を
離
れ
て
の
価
値
の
自
覚
化
を
図
る

　
○
道
徳
的
価
値
の
捉
え
方
を
拡
げ
る

　
○
道
徳
的
価
値
を
自
分
と
の
か
か
わ
り
で
捉
え
る

終
末

意
欲
付
け
を
図
る

価
値
を
心
の
中
に
深
く
留
め
る

【
事
後
指
導
】

【
参
考
】「
道
徳
教
育
新
時
代
」「
総
合
単
元
的
道
徳
学
習
論
の
提
唱
」
押
谷�

由
夫
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夫
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八
　
子
供
の
心
を
開
く
こ
と
を
大
切
に
し
た
指
導
過
程

　
子
供
が
ど
の
よ
う
に
考
え
、ど
の
よ
う
な
感
情
の
状
態
で
あ
る
か
を
問
い
、心
を
育
て
る
大
切
さ
を
「
タ

マ
ゴ
ッ
チ
理
論
」（
デ
ジ
タ
ル
携
帯
ペ
ッ
ト
「
た
ま
ご
っ
ち
」
の
形
か
ら
例
え
て
命
名
（
横
山
　
１
９
９
７
））

に
よ
り
説
明
す
る
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
た

ま
ご
の
上
半
分
に
「
行
動
・
言
葉
」
を
位
置
付
け
、
下
半
分
に

「
心
」
を
位
置
付
け
ま
す
。
例
え
ば
、
生
活
指
導
は
、「
行
動
・

言
葉
」
か
ら
「
心
」
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
で
な
さ
れ
る
指
導
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
道
徳
教
育
は
、「
心
」
か
ら
出
発
し
て
、

最
終
的
に
「
行
動
・
言
葉
」
に
結
実
し
て
い
く
指
導
と
捉
え
ま

す
。
つ
ま
り
、「
道
徳
教
育
は
、
教
師
が
子
供
の
内
側
『
心
』

を
育
て
る
こ
と
で
、
子
供
の
行
動
を
変
え
よ
う
と
す
る
教
育
的

な
営
み
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
教
材
の
活
用
に
つ
い
て

行動
・
言葉

心

生活指導

道徳教育

道徳的
実践

道徳的
実践力

「タマゴッチ理論」（横山　1997）

45

は
、「
助
言
者
の
構
図
」
と
い
う
考
え
方
・
捉
え
方
で
活

用
方
法
を
考
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
助
言
者
と
は
、
教

材
の
中
の
主
人
公
以
外
の
登
場
人
物
を
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
助
言
者
が
、「
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の

心
を
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
に
変
化
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て

い
る
」
と
捉
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の
道
徳
性
は
、
教
材

の
中
の
助
言
者
の
行
動
や
言
葉
を
き
っ
か
け
に
よ
い
方
向

に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
位
置
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

主人公の
行動や言葉

より高い価値レベルへ

道徳的な課題

主人公　before
　（道徳的変化の前）

主人公の心

主人公の
行動や言葉

主人公の心

中心発問の場面

主人公　after
　（道徳的変化の後）助言者

（教材の中の登場人物）

何らかの
道徳的価値
を含む

何を考えて（価値を自覚し）
心が変わったか
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て
、
道
徳
教
育
は
、「
心
」
か
ら
出
発
し
て
、

最
終
的
に
「
行
動
・
言
葉
」
に
結
実
し
て
い
く
指
導
と
捉
え
ま

す
。
つ
ま
り
、「
道
徳
教
育
は
、
教
師
が
子
供
の
内
側
『
心
』

を
育
て
る
こ
と
で
、
子
供
の
行
動
を
変
え
よ
う
と
す
る
教
育
的

な
営
み
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
教
材
の
活
用
に
つ
い
て

行動
・
言葉

心

生活指導

道徳教育

道徳的
実践

道徳的
実践力

「タマゴッチ理論」（横山　1997）
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は
、「
助
言
者
の
構
図
」
と
い
う
考
え
方
・
捉
え
方
で
活

用
方
法
を
考
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
助
言
者
と
は
、
教

材
の
中
の
主
人
公
以
外
の
登
場
人
物
を
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
助
言
者
が
、「
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の

心
を
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
に
変
化
さ
せ
る
役
割
を
も
っ
て

い
る
」
と
捉
え
ま
す
。

つ
ま
り
、
教
材
に
お
け
る
主
人
公
の
道
徳
性
は
、
教
材

の
中
の
助
言
者
の
行
動
や
言
葉
を
き
っ
か
け
に
よ
い
方
向

に
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
位
置
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

主人公の
行動や言葉

より高い価値レベルへ

道徳的な課題

主人公　before
　（道徳的変化の前）

主人公の心

主人公の
行動や言葉

主人公の心

中心発問の場面

主人公　after
　（道徳的変化の後）助言者

（教材の中の登場人物）

何らかの
道徳的価値
を含む

何を考えて（価値を自覚し）
心が変わったか
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こ
の
「
助
言
者
の
構
図
」
の
考
え
方
は
、
展
開
の
段
階
に
お
け
る
中
心
的
な
発
問
を
構
成
す
る
際
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入

　
主
題
に
対
す
る
児
童
・
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
ね
ら
い
の
根

底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
の
自
覚
に
向
け
て
動
機
付
け
を
図
る
段
階

展
開

　
ね
ら
い
の
根
底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
を
児
童
・
生

徒
自
ら
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
道
徳
的
価
値
を
自
覚
す
る
段
階

で
あ
り
、
授
業
に
お
け
る
最
も
大
切
な
段
階

◎
中
心
的
な
発
言
に
お
け
る
助
言
者
の
役
割

　
ま
ず
、
主
人
公
が
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
変
化
を
す
る
「
前
」
と
変
化

し
た「
後
」が
ど
こ
か
を
見
付
け
る
。
主
人
公
の
道
徳
的
変
化
の「
直
後
」

が
一
般
的
に
、
中
心
的
な
発
問
の
箇
所
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
主
人
公

が
道
徳
的
成
長
を
遂
げ
て
い
く
き
っ
か
け
や
役
割
を
担
っ
て
い
る
登
場

人
物
（
助
言
者
）
の
発
言
／
言
動
に
着
目
す
る
。

　
助
言
者
の
言
動
に
含
ま
れ
て
い
る
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
な
発
問
を
構
成
す
る
。

終
末

　
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
を
ま
と
め
た
り
、
温
め
た
り
し
て
今
後

に
つ
な
げ
る
段
階【

参
考
】「
楽
し
く
豊
か
な
道
徳
の
時
間
を
つ
く
る
」
横
山�

利
弘

　
　 

第
三
章
　
創
る

　
　
　
　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
の

　
　
　
　
　
　
指
導
過
程
・
評
価
の
方
法
を
考
え
る
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こ
の
「
助
言
者
の
構
図
」
の
考
え
方
は
、
展
開
の
段
階
に
お
け
る
中
心
的
な
発
問
を
構
成
す
る
際
に
生

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

導
入

　
主
題
に
対
す
る
児
童
・
生
徒
の
興
味
や
関
心
を
高
め
、
ね
ら
い
の
根

底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
の
自
覚
に
向
け
て
動
機
付
け
を
図
る
段
階

展
開

　
ね
ら
い
の
根
底
に
あ
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、
そ
れ
を
児
童
・
生

徒
自
ら
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
、
道
徳
的
価
値
を
自
覚
す
る
段
階

で
あ
り
、
授
業
に
お
け
る
最
も
大
切
な
段
階

◎
中
心
的
な
発
言
に
お
け
る
助
言
者
の
役
割

　
ま
ず
、
主
人
公
が
よ
い
方
向
へ
道
徳
的
変
化
を
す
る
「
前
」
と
変
化

し
た「
後
」が
ど
こ
か
を
見
付
け
る
。
主
人
公
の
道
徳
的
変
化
の「
直
後
」

が
一
般
的
に
、
中
心
的
な
発
問
の
箇
所
と
な
る
。
そ
の
際
に
、
主
人
公

が
道
徳
的
成
長
を
遂
げ
て
い
く
き
っ
か
け
や
役
割
を
担
っ
て
い
る
登
場

人
物
（
助
言
者
）
の
発
言
／
言
動
に
着
目
す
る
。

　
助
言
者
の
言
動
に
含
ま
れ
て
い
る
、
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て

の
考
え
を
深
め
さ
せ
る
よ
う
な
発
問
を
構
成
す
る
。

終
末

　
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
を
ま
と
め
た
り
、
温
め
た
り
し
て
今
後

に
つ
な
げ
る
段
階【

参
考
】「
楽
し
く
豊
か
な
道
徳
の
時
間
を
つ
く
る
」
横
山�

利
弘

　
　 
第
三
章
　
創
る

　
　
　
　「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
の

　
　
　
　
　
　
指
導
過
程
・
評
価
の
方
法
を
考
え
る
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一
　
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
に
見
る
指
導
過
程
の
ポ
イ
ン
ト

　『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
』
に
は
、
指
導
過
程
を
構
想
す
る
際
に

配
慮
す
べ
き
事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
授
業
全
体
の
展
開
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
が
ど

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
臨
み
、ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、自
己
を
見
つ
め
、

多
様
な
感
じ
方
や
考
え
方
に
よ
っ
て
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
具
体
的
に
予
想
し
な
が
ら
効
果
的

な
指
導
方
法
を
考
え
、
指
導
過
程
を
構
想
す
る
こ
と
」
な
ど
で
す
。
こ
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

道
徳
科
の
指
導
過
程
に
は
特
に
決
め
ら
れ
た
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
指
導
者

は
、
一
般
的
に
第
二
章
に
示
し
た
よ
う
な
指
導
過
程
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
一
単
位
の
時
間
に
お
い
て
「
導
入
―
展
開
―
終
末
」
の
各
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
指
導
の
意
図
や
教
材
の
効
果
的
な
活
用
等
に
合
わ
せ
て
、
弾
力
的
に
扱
う
等
の
工
夫
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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一
　
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
に
見
る
指
導
過
程
の
ポ
イ
ン
ト

　『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
』
に
は
、
指
導
過
程
を
構
想
す
る
際
に

配
慮
す
べ
き
事
項
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
授
業
全
体
の
展
開
に
お
い
て
、
児
童
・
生
徒
が
ど

の
よ
う
な
問
題
意
識
を
も
っ
て
学
習
に
臨
み
、ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
を
理
解
し
、自
己
を
見
つ
め
、

多
様
な
感
じ
方
や
考
え
方
に
よ
っ
て
学
び
合
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
具
体
的
に
予
想
し
な
が
ら
効
果
的

な
指
導
方
法
を
考
え
、
指
導
過
程
を
構
想
す
る
こ
と
」
な
ど
で
す
。
こ
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

道
徳
科
の
指
導
過
程
に
は
特
に
決
め
ら
れ
た
形
式
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
指
導
者

は
、
一
般
的
に
第
二
章
に
示
し
た
よ
う
な
指
導
過
程
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
一
単
位
の
時
間
に
お
い
て
「
導
入
―
展
開
―
終
末
」
の
各
段
階
を
設
定
す
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
指
導
の
意
図
や
教
材
の
効
果
的
な
活
用
等
に
合
わ
せ
て
、
弾
力
的
に
扱
う
等
の
工
夫
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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二
　「
考
え
る
に
足
る
発
問
」、「
議
論
に
値
す
る
発
問
」
を
重
視
し
た
展
開
を
創
る

　『
小
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
』
で
は
、
道
徳
科
の
特
質
を
生
か
し
た

学
習
指
導
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
指
導
過
程
の
例
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
例
を
見
る
と
、
導
入
、

展
開
、
終
末
の
各
段
階
の
意
味
や
中
心
的
な
発
問
の
構
成
な
ど
に
つ
い
て
、
従
前
の
道
徳
の
時
間
の
指
導

で
も
大
切
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
こ
れ
ま
で
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
が
十
分
に
生
か
さ
れ
ず
、
多
く
が
読
み
物
資
料

（
教
材
）
を
子
供
に
読
ま
せ
、
主
人
公
な
ど
の
気
持
ち
を
考
え
さ
せ
、
そ
れ
を
書
か
せ
た
り
、
発
表
さ
せ

た
り
す
る
授
業
に
終
始
し
て
い
た
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
読
み
物
資
料
に
お
け
る
登

場
人
物
の
心
情
を
な
ぞ
る
授
業
で
す
。
そ
の
他
に
も
、
教
師
が
道
徳
的
価
値
を
指
導
す
る
意
識
が
強
す
ぎ

る
あ
ま
り
に
教
師
の
意
図
に
誘
導
し
て
反
応
を
得
よ
う
と
す
る
子
供
の
主
体
性
が
見
ら
れ
な
い
授
業
で
あ

っ
た
り
、
一
見
発
言
し
て
い
る
姿
か
ら
主
体
性
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
、
子
供
同
士
の
意
見
交
換
が
全
く

な
い
ま
ま
展
開
さ
れ
る
授
業
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
文
学
的
な
文
章
に
お
い
て
、「
主
人
公
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
す
か
。」
と
い

51

う
問
い
掛
け
は
、
教
材
に
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
答
え
を
見
付
け
れ
ば
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
で
あ

り
、「
自
分
に
と
っ
て
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
然
性
が
な
い
問
い
で
す
。
ま
た
、「
一
足
す
一
の
答
え

は
何
に
な
る
か
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
問
い
掛
け
は
、
他
の
人
と
話
し
合
う
価
値
の
な
い

問
い
で
す
。

　
道
徳
の
授
業
に
お
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
に
次
の
よ
う
な
投
書
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　「
小
学
生
の
時
に
、
先
生
は
、
道
徳
の
授
業
で
は
、
正
解
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
先
生
の
意
図

す
る
答
え
を
言
っ
た
人
に
対
し
て
は
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
自
分
は
道
徳

の
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
よ
り
、
先
生
が
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
答
え
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
価

値
観
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。」（
あ
る
新
聞
の
投
書
よ
り
）

　
ま
た
、
道
徳
の
授
業
を
参
観
し
た
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
中
に
は
、「
授
業
で
読
み
物
資
料
を
読
ま
せ

て
、
先
生
が
質
問
を
し
、
子
供
が
答
え
る
と
い
う
一
対
一
の
授
業
で
あ
っ
た
。」、「
教
育
番
組
の
映
像
を

見
せ
て
、
子
供
に
感
想
を
言
わ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
も
つ
方
や
、「
果
た
し
て

こ
れ
で
、
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
道
徳
の
授
業
の
在
り
方
そ
の
も
の
に

疑
問
の
声
を
上
げ
る
方
も
い
ま
す
。
答
え
が
決
ま
っ
て
い
た
り
、
教
材
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
読
ん
で
答
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二
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た
り
す
る
場
合
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
文
学
的
な
文
章
に
お
い
て
、「
主
人
公
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
で
す
か
。」
と
い
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う
問
い
掛
け
は
、
教
材
に
書
い
て
あ
る
こ
と
か
ら
答
え
を
見
付
け
れ
ば
答
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
で
あ

り
、「
自
分
に
と
っ
て
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
必
然
性
が
な
い
問
い
で
す
。
ま
た
、「
一
足
す
一
の
答
え

は
何
に
な
る
か
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。」
と
い
う
問
い
掛
け
は
、
他
の
人
と
話
し
合
う
価
値
の
な
い

問
い
で
す
。

　
道
徳
の
授
業
に
お
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
新
聞
に
次
の
よ
う
な
投
書
を
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

　「
小
学
生
の
時
に
、
先
生
は
、
道
徳
の
授
業
で
は
、
正
解
は
な
い
と
言
っ
て
い
た
の
に
、
先
生
の
意
図

す
る
答
え
を
言
っ
た
人
に
対
し
て
は
嬉
し
そ
う
な
表
情
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
自
分
は
道
徳

の
授
業
で
は
、
自
分
の
考
え
よ
り
、
先
生
が
求
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
答
え
を
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
価

値
観
の
押
し
付
け
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
て
ほ
し
い
。」（
あ
る
新
聞
の
投
書
よ
り
）

　
ま
た
、
道
徳
の
授
業
を
参
観
し
た
経
験
の
あ
る
保
護
者
の
中
に
は
、「
授
業
で
読
み
物
資
料
を
読
ま
せ

て
、
先
生
が
質
問
を
し
、
子
供
が
答
え
る
と
い
う
一
対
一
の
授
業
で
あ
っ
た
。」、「
教
育
番
組
の
映
像
を

見
せ
て
、
子
供
に
感
想
を
言
わ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
を
も
つ
方
や
、「
果
た
し
て

こ
れ
で
、
道
徳
性
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。」
と
道
徳
の
授
業
の
在
り
方
そ
の
も
の
に

疑
問
の
声
を
上
げ
る
方
も
い
ま
す
。
答
え
が
決
ま
っ
て
い
た
り
、
教
材
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
読
ん
で
答
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え
れ
ば
分
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
問
い
掛
け
は
、
教
師
が
子
供
か
ら
望
ん
で
い
る
答
え
を
待
つ
問
い
掛
け

で
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
の
教
材
で
「
手
品
師
」
と
い
う
教
材
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
教
師
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
あ
る

教
材
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、（
手
品
師
と
し
て
大
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
）
仕

事
と
（
手
品
を
見
た
い
と
思
っ
て
待
っ
て
い
る
）
子
供
で
は
、
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
。」
と
い
う
問
い

掛
け
を
し
た
授
業
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
的
価
値
に
基
づ
い
て
答
え
を
言
う
こ

と
を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
発
問
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
発
問
の
意
図
を
理
解
せ
ず
に
行
う
と
、
教
師
の
意
図
す
る
方
向
に
答
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

識
が
強
く
働
い
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
判
断
し
て
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
教
師
が
ど

の
よ
う
な
表
情
や
反
応
で
取
り
上
げ
る
か
、
子
供
は
強
く
意
識
す
る
も
の
で
す
。
教
師
も
答
え
が
分
か
ら

な
い
、
児
童
・
生
徒
と
と
も
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
発
問
で
あ
れ
ば
、
教
師
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
と

い
う
こ
と
を
見
直
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
は
考
え
る
の
で
あ
り
、
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
も
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
議
論
に
つ
な
が
る
問
い
掛
け
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
学
級
活
動
で
子
供
が
「
ク
ラ
ス
の
中
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で
、
掃
除
を
し
な
い
人
が
三
人
い
ま
す
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
議
題
を

設
定
し
た
場
合
、
こ
れ
は
議
論
さ
せ
る
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
掃
除
を
し
な
い

子
供
に
掃
除
を
す
る
行
為
を
指
導
す
る
の
は
教
師
で
す
。
子
供
た
ち
に
議
論
さ
せ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
テ
ー
マ
を
投
げ
掛
け
た
り
、
議
論
に
値
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
問
い

掛
け
た
り
し
て
、
児
童
・
生
徒
に
考
え
さ
せ
議
論
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
を
深
め
な
が
ら
、

道
徳
性
を
高
め
て
い
く
機
会
を
保
障
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
本
研
究
で
は
、「
特
別

の
教
科
　
道
徳
」
の
時
間
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
考
え
た
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
感
じ
方
に
つ
い
て
、
指
導
者
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
米
国
の
認
知
心
理
学
者
で
、
人
間
の
道
徳
的
判
断
に
注
目
し
、
道
徳
性
発
達
理
論
を
提
唱
し
た
コ
ー

ル
バ
ー
グ
（
K
o
h
l
b
e
r
g
, 
L
. 
１
９
５
８
）
は
、「
人
間
の
道
徳
的
思
考
に
は
発
達
段
階
が
あ
り
、
文
化
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え
れ
ば
分
か
っ
た
り
す
る
よ
う
な
問
い
掛
け
は
、
教
師
が
子
供
か
ら
望
ん
で
い
る
答
え
を
待
つ
問
い
掛
け

で
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
校
の
教
材
で
「
手
品
師
」
と
い
う
教
材
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
教
師
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
の
あ
る

教
材
で
す
が
、
そ
の
中
で
「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、（
手
品
師
と
し
て
大
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
）
仕

事
と
（
手
品
を
見
た
い
と
思
っ
て
待
っ
て
い
る
）
子
供
で
は
、
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
。」
と
い
う
問
い

掛
け
を
し
た
授
業
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
児
童
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
的
価
値
に
基
づ
い
て
答
え
を
言
う
こ

と
を
想
定
し
、
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
発
問
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
発
問
の
意
図
を
理
解
せ
ず
に
行
う
と
、
教
師
の
意
図
す
る
方
向
に
答
え
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

識
が
強
く
働
い
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が
判
断
し
て
発
表
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
教
師
が
ど

の
よ
う
な
表
情
や
反
応
で
取
り
上
げ
る
か
、
子
供
は
強
く
意
識
す
る
も
の
で
す
。
教
師
も
答
え
が
分
か
ら

な
い
、
児
童
・
生
徒
と
と
も
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
発
問
で
あ
れ
ば
、
教
師
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
と

い
う
こ
と
を
見
直
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
が
あ
る
か
ら
私
た
ち
は
考
え
る
の
で
あ
り
、
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
も
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
も
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
議
論
に
つ
な
が
る
問
い
掛
け
も
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
学
級
活
動
で
子
供
が
「
ク
ラ
ス
の
中
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で
、
掃
除
を
し
な
い
人
が
三
人
い
ま
す
。
こ
の
三
人
に
つ
い
て
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
議
題
を

設
定
し
た
場
合
、
こ
れ
は
議
論
さ
せ
る
に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
掃
除
を
し
な
い

子
供
に
掃
除
を
す
る
行
為
を
指
導
す
る
の
は
教
師
で
す
。
子
供
た
ち
に
議
論
さ
せ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
つ
ま
り
、
考
え
ざ
る
を
得
な
い
テ
ー
マ
を
投
げ
掛
け
た
り
、
議
論
に
値
す
る
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
問
い

掛
け
た
り
し
て
、
児
童
・
生
徒
に
考
え
さ
せ
議
論
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
を
深
め
な
が
ら
、

道
徳
性
を
高
め
て
い
く
機
会
を
保
障
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
本
研
究
で
は
、「
特
別

の
教
科
　
道
徳
」
の
時
間
で
大
切
に
し
た
い
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
考
え
た
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
感
じ
方
に
つ
い
て
、
指
導
者
は
ど

の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
米
国
の
認
知
心
理
学
者
で
、
人
間
の
道
徳
的
判
断
に
注
目
し
、
道
徳
性
発
達
理
論
を
提
唱
し
た
コ
ー

ル
バ
ー
グ
（
K
o
h
l
b
e
r
g
, 
L
. 
１
９
５
８
）
は
、「
人
間
の
道
徳
的
思
考
に
は
発
達
段
階
が
あ
り
、
文
化
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の
違
い
を
超
え
て
普
遍
的
な
妥
当
性
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
道
徳
性
は
発
達
し
て
い

く
」
と
い
う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
道
徳
的
行
為
が
道
徳
性
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
は
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
る
人
の
行
為
を
も
た
ら
し
た
「
考
え
方
」
を
知
ら
な
く
て
は
、

本
当
に
そ
の
行
為
の
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
汚
れ
た
と
こ
ろ
を
掃
除
し
て
い
る
子
供
の
行
為
を
想
定
し
た
場
合
に
、
一
人
は
「
先
生
に
注

意
さ
れ
る
と
い
や
だ
か
ら
」
と
考
え
て
行
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
も
う
一
人
は
「
き
れ
い
に
な
る
と
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
か
ら
」
と
考
え
て
行
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
汚
れ
た
と
こ
ろ
を
掃
除
す
る

と
い
う
二
人
の
行
為
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
二
人
は
違
っ
た
考
え
方
で
掃
除
と
い
う
行
為
を
行
っ
て
お

り
、
二
人
の
道
徳
性
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
、
あ
る
行
為
に
対
す
る
判
断
の
内

容
（
掃
除
を
す
る
、
し
な
い
）
で
は
な
く
、
判
断
の
構
造
（
な
ぜ
掃
除
を
す
る
の
か
と
い
う
そ
の
行
為
を

選
択
す
る
際
の
理
由
付
け
、
判
断
の
構
造
の
違
い
）
に
着
目
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
判
断
の
構
造

に
つ
い
て
臨
床
的
な
研
究
法
を
用
い
て
「
道
徳
性
の
発
達
段
階
（
三
水
準
六
段
階
）」
を
設
定
し
、
文
化

の
違
い
を
超
え
て
普
遍
的
な
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　「
考
え
る
に
足
る
発
問
」
に
対
し
て
、
子
供
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か
、
考
え
た
根
拠
を
こ
の
構
造
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に
当
て
は
め
て
分
析
し
て
い
く
と
、
個
に
応
じ
た
道
徳
性
の
発
達
を
促
し
高
め
て
い
く
手
だ
て
に
も
な
り

ま
す
。

　
仮
に
規
則
の
尊
重
や
遵
法
精
神
を
主
題
と
し
て
「
盗
み
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
議
論
す
る
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
場
面
を
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
万
引
き
や
盗
作
な
ど
は
、
社
会
的
・
法
的
に
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
こ
の
こ
と
は
前

提
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
指
導
者
が
子
供
に
「
教
材
の
中
の
主
人
公
は
や
む
を
得
ず
こ
の
状
況
で
盗
み

を
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。」
と
問
う
た
と
し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、

「
捕
ま
っ
た
ら
、
刑
務
所
に
入
っ
て
し
ま
う
。
刑
務
所
に
入
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
言
い
ま
す
。（
ま
た
は
考
え
て
い
ま
す
。
以
下
も
同
様
）
そ
れ
に
対
し
て
Ｂ
さ
ん
は
、

「
見
付
か
る
と
か
見
付
か
ら
な
い
と
か
の
問
題
で
は
な
い
。
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
盗
ま
れ
た

と
き
の
悔
し
さ
や
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
盗
む
な
ん
て
こ
と
は
で
き
な

い
行
為
だ
。」

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｃ
さ
ん
は
、

「
た
と
え
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
よ
り
よ
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
盗
み
の
行
為
は
よ
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の
違
い
を
超
え
て
普
遍
的
な
妥
当
性
を
も
つ
」
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
道
徳
性
は
発
達
し
て
い

く
」
と
い
う
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
道
徳
的
行
為
が
道
徳
性
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
は
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
あ
る
人
の
行
為
を
も
た
ら
し
た
「
考
え
方
」
を
知
ら
な
く
て
は
、

本
当
に
そ
の
行
為
の
善
悪
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
汚
れ
た
と
こ
ろ
を
掃
除
し
て
い
る
子
供
の
行
為
を
想
定
し
た
場
合
に
、
一
人
は
「
先
生
に
注

意
さ
れ
る
と
い
や
だ
か
ら
」
と
考
え
て
行
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
も
う
一
人
は
「
き
れ
い
に
な
る
と
み
ん

な
が
気
持
ち
よ
く
生
活
で
き
る
か
ら
」
と
考
え
て
行
っ
て
い
た
と
し
ま
す
。
汚
れ
た
と
こ
ろ
を
掃
除
す
る

と
い
う
二
人
の
行
為
は
同
じ
で
す
。
し
か
し
、
二
人
は
違
っ
た
考
え
方
で
掃
除
と
い
う
行
為
を
行
っ
て
お

り
、
二
人
の
道
徳
性
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
コ
ー
ル
バ
ー
グ
は
、
あ
る
行
為
に
対
す
る
判
断
の
内

容
（
掃
除
を
す
る
、
し
な
い
）
で
は
な
く
、
判
断
の
構
造
（
な
ぜ
掃
除
を
す
る
の
か
と
い
う
そ
の
行
為
を

選
択
す
る
際
の
理
由
付
け
、
判
断
の
構
造
の
違
い
）
に
着
目
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
し
て
、
判
断
の
構
造

に
つ
い
て
臨
床
的
な
研
究
法
を
用
い
て
「
道
徳
性
の
発
達
段
階
（
三
水
準
六
段
階
）」
を
設
定
し
、
文
化

の
違
い
を
超
え
て
普
遍
的
な
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　「
考
え
る
に
足
る
発
問
」
に
対
し
て
、
子
供
が
ど
の
よ
う
に
判
断
し
た
か
、
考
え
た
根
拠
を
こ
の
構
造
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に
当
て
は
め
て
分
析
し
て
い
く
と
、
個
に
応
じ
た
道
徳
性
の
発
達
を
促
し
高
め
て
い
く
手
だ
て
に
も
な
り

ま
す
。

　
仮
に
規
則
の
尊
重
や
遵
法
精
神
を
主
題
と
し
て
「
盗
み
」
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
議
論
す
る
テ
ー
マ
を

設
定
し
た
場
面
を
想
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
万
引
き
や
盗
作
な
ど
は
、
社
会
的
・
法
的
に
許
さ
れ
る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
こ
の
こ
と
は
前

提
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
指
導
者
が
子
供
に
「
教
材
の
中
の
主
人
公
は
や
む
を
得
ず
こ
の
状
況
で
盗
み

を
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。」
と
問
う
た
と
し
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
、

「
捕
ま
っ
た
ら
、
刑
務
所
に
入
っ
て
し
ま
う
。
刑
務
所
に
入
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」

と
言
い
ま
す
。（
ま
た
は
考
え
て
い
ま
す
。
以
下
も
同
様
）
そ
れ
に
対
し
て
Ｂ
さ
ん
は
、

「
見
付
か
る
と
か
見
付
か
ら
な
い
と
か
の
問
題
で
は
な
い
。
自
分
が
大
切
に
し
て
い
る
も
の
を
盗
ま
れ
た

と
き
の
悔
し
さ
や
悲
し
み
は
計
り
知
れ
な
い
。
相
手
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
盗
む
な
ん
て
こ
と
は
で
き
な

い
行
為
だ
。」

と
言
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｃ
さ
ん
は
、

「
た
と
え
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
、
よ
り
よ
い
社
会
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
盗
み
の
行
為
は
よ
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く
な
い
。」

と
言
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
よ
う
な
子
供
の
反
応
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳

性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
的
判
断
力
を
高
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
Ａ
さ
ん
の
考
え
は
盗
み
を
犯
罪
と
し
て
捉
え
、
自
分
へ
の
有
益
性
か
ら
そ
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま

す
。
Ｂ
さ
ん
は
Ａ
さ
ん
と
同
様
に
盗
み
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
が
他
者
へ
の
有
益
性

か
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
さ
ん
も
、Ａ
さ
ん
、Ｂ
さ
ん
と
同
様
に
盗
み
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま
す
が
、

判
断
の
理
由
は
社
会
全
体
の
有
益
性
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
人
の
考
え
は
、〈
あ
る
特
定
の
場
面
〉
に
お
い
て
は
「
こ
の
場
合
は
し
ょ
う
が
な
い
。

あ
と
で
返
せ
ば
い
い
こ
と
だ
。」、「
相
手
は
裕
福
な
の
だ
か
ら
、
盗
ま
れ
て
も
な
ん
と
も
思
わ
な
い
だ
ろ

う
。」、「
困
っ
て
い
る
と
き
は
助
け
合
う
も
の
だ
。
助
け
合
い
の
社
会
を
尊
重
し
た
い
。」
と
い
っ
た
考
え

に
反
論
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
個
々
の
考
え
方
で
収

ま
っ
て
い
て
は
、
必
ず
し
も
盗
み
の
行
為
を
否
定
す
る
に
足
る
十
分
な
理
由
と
は
な
り
得
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
状
況
に
よ
っ
て
別
の
観
点
か
ら
の
反
論
が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。「
盗
み
」
の
行
為
を
原
理
原
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則
で
判
断
す
る
と
、
答
え
は
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
教
師
が
指
導
の
意
識

を
強
く
も
つ
と
、
教
師
の
価
値
の
押
し
付

け
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
こ
で
、Ａ
さ
ん
、

Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
よ
う
に
盗
み
の
行
為

を
同
じ
よ
う
に
否
定
し
て
い
て
も
、
自
分

の
有
益
性
、
他
人
の
有
益
性
、
社
会
の
有

益
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
の
構
造
に
違
い

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
問
い
掛
け
に
よ
っ
て

引
き
出
し
、「
盗
み
」
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の
道
徳
性
の
発

達
段
階
の
考
え
方
を
基
に
す
る
と
、
Ａ
さ

ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ら

「この場合はしょうがない。あとで返せばいいことだ。」
という考えで反論があり得る。

Aさんの考え
法的な制裁を受けることから、
自分にとって不利益になること
を想定してよくない行為と考え
ている。

Bさんの考え
相手の立場に立ち、心情的な
面から想像してよくない行為
と考えている。

Cさんの考え
社会的な規範意識を守ると
いう立場からよくない行為
と考えている。

「相手は裕福なのだから、盗まれて
もなんとも思わないだろう。」とい
う考えで反論があり得る。

「困っているときは助け合うものだ。
助け合いの社会を尊重したい。」とい
う考えで反論があり得る。

　   《問い》
「主人公はやむを得ずこの状況で盗みを行ってしまった。

このことについてどう考えるか」
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く
な
い
。」

と
言
い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
よ
う
な
子
供
の
反
応
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳

性
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
的
判
断
力
を
高
め
て
い
け
ば
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
Ａ
さ
ん
の
考
え
は
盗
み
を
犯
罪
と
し
て
捉
え
、
自
分
へ
の
有
益
性
か
ら
そ
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま

す
。
Ｂ
さ
ん
は
Ａ
さ
ん
と
同
様
に
盗
み
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由
が
他
者
へ
の
有
益
性

か
ら
判
断
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
さ
ん
も
、Ａ
さ
ん
、Ｂ
さ
ん
と
同
様
に
盗
み
の
行
為
を
否
定
し
て
い
ま
す
が
、

判
断
の
理
由
は
社
会
全
体
の
有
益
性
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
三
人
の
考
え
は
、〈
あ
る
特
定
の
場
面
〉
に
お
い
て
は
「
こ
の
場
合
は
し
ょ
う
が
な
い
。

あ
と
で
返
せ
ば
い
い
こ
と
だ
。」、「
相
手
は
裕
福
な
の
だ
か
ら
、
盗
ま
れ
て
も
な
ん
と
も
思
わ
な
い
だ
ろ

う
。」、「
困
っ
て
い
る
と
き
は
助
け
合
う
も
の
だ
。
助
け
合
い
の
社
会
を
尊
重
し
た
い
。」
と
い
っ
た
考
え

に
反
論
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
個
々
の
考
え
方
で
収

ま
っ
て
い
て
は
、
必
ず
し
も
盗
み
の
行
為
を
否
定
す
る
に
足
る
十
分
な
理
由
と
は
な
り
得
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
や
状
況
に
よ
っ
て
別
の
観
点
か
ら
の
反
論
が
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。「
盗
み
」
の
行
為
を
原
理
原
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則
で
判
断
す
る
と
、
答
え
は
一
つ
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
教
師
が
指
導
の
意
識

を
強
く
も
つ
と
、
教
師
の
価
値
の
押
し
付

け
に
つ
な
が
り
ま
す
。そ
こ
で
、Ａ
さ
ん
、

Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
の
よ
う
に
盗
み
の
行
為

を
同
じ
よ
う
に
否
定
し
て
い
て
も
、
自
分

の
有
益
性
、
他
人
の
有
益
性
、
社
会
の
有

益
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
の
構
造
に
違
い

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
問
い
掛
け
に
よ
っ
て

引
き
出
し
、「
盗
み
」
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
コ
ー
ル
バ
ー
グ
の
道
徳
性
の
発

達
段
階
の
考
え
方
を
基
に
す
る
と
、
Ａ
さ

ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
さ
ら

「この場合はしょうがない。あとで返せばいいことだ。」
という考えで反論があり得る。

Aさんの考え
法的な制裁を受けることから、
自分にとって不利益になること
を想定してよくない行為と考え
ている。

Bさんの考え
相手の立場に立ち、心情的な
面から想像してよくない行為
と考えている。

Cさんの考え
社会的な規範意識を守ると
いう立場からよくない行為
と考えている。

「相手は裕福なのだから、盗まれて
もなんとも思わないだろう。」とい
う考えで反論があり得る。

「困っているときは助け合うものだ。
助け合いの社会を尊重したい。」とい
う考えで反論があり得る。

　   《問い》
「主人公はやむを得ずこの状況で盗みを行ってしまった。

このことについてどう考えるか」
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に
判
断
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
一
単
位
時
間
の
授
業
で
高
ま
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
繰
り
返
し
指
導
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
高
ま
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
多

面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
議
論
を
通
し
て
、「
自
分
が
や
む
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
と
き
に
も
、

主
人
公
に
対
し
て
抱
い
た
批
判
的
な
考
え
（
盗
み
の
行
為
を
否
定
す
る
考
え
）
を
貫
け
る
の
か
。」
と
い

う
自
己
へ
の
問
い
に
対
し
て
、「
自
分
」
に
も
「
他
者
」
に
も
「
社
会
」
に
も
そ
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
る
道
徳
的
行
為
を
判
断
し
、
答
え
（
盗
み
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
許
さ
れ
る
行
為
で

は
な
い
）
が
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
学
習
活
動
を
成
立
さ
せ
る
の
が
「
考
え
る
に
足
る
発

問
」、「
議
論
に
値
す
る
発
問
」
で
す
。「
考
え
る
に
足
る
発
問
」
や
「
議
論
に
値
す
る
発
問
」
を
工
夫
し

て
児
童
・
生
徒
に
問
い
掛
け
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、

道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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中心的な教材によって、児童・生徒一人一人が、
ねらいの根底にある道徳的価値の理解を基に自己を見つめる段階

児童・生徒の実態と教材の特質を押さえた「発問」

（例）物事を多面的・多角的に考える学習

提　　　案

考えるに足る発問
【定義】
教材や常識から答えを見つける
ことのできないような自分で考え
ざるを得ない発問

【意図・ねらい】
主人公などの人物の心情や考え
を多面的・多角的に考えさせるこ
とを通して、多様な考え方ができ
るようにする。

【発問の趣旨】
主人公などの登場人物は、一般
的にこのように思いがちである
が、なぜ、こうしたのか人物の心
を多様に考える。

議論に値する発問
【定義】
解決の方法や対応の仕方、言動
等が多様にあり、理由を明確にし
て選択せざるを得ない発問

【意図・ねらい】
事実に対する自己の考えを明ら
かにさせることを通して、多面的・
多角的な考え方ができるように
する。

【発問の趣旨】
様々な角度、側面から結果が予
想されることについて、どのよう
な理由からこうしたのか、行動の
結果を多様に考える。

ねらいの根底にある道徳的価値に対する思いや考えをまとめたり、
道徳的価値を実現することのよさや難しさを確認したりして、

今後の発展につなぐ段階

学習を通して考えたことや新たに分かったことを確かめたり、
学んだことを更に深く心にとどめたり、

これからの思いや課題について考える学習活動

【参考文献等】
・小学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編（文部科学省 平成27年７月）
・中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編（文部科学省 平成27年７月）

「小・中学校学習指導要領解説（特別の教科 道徳編）」で示されている基本的な指導過程と
当センターが【提案】する「考えるに足る発問」、「議論に値する発問」との関連

主題に対する児童・生徒の興味や関心を高め、ねらいの根底にある
道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る段階

本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入
教材の内容に興味や関心をもたせる導入 など

導

　
入

展

　
　
　
　
開

終

　
末
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に
判
断
力
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
一
単
位
時
間
の
授
業
で
高
ま
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
繰
り
返
し
指
導
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
高
ま
っ
て
い
く
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
最
終
的
に
は
多

面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
議
論
を
通
し
て
、「
自
分
が
や
む
を
得
な
い
状
況
に
陥
っ
た
と
き
に
も
、

主
人
公
に
対
し
て
抱
い
た
批
判
的
な
考
え
（
盗
み
の
行
為
を
否
定
す
る
考
え
）
を
貫
け
る
の
か
。」
と
い

う
自
己
へ
の
問
い
に
対
し
て
、「
自
分
」
に
も
「
他
者
」
に
も
「
社
会
」
に
も
そ
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
る
道
徳
的
行
為
を
判
断
し
、
答
え
（
盗
み
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
許
さ
れ
る
行
為
で

は
な
い
）
が
出
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
物
事
を
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
学
習
活
動
を
成
立
さ
せ
る
の
が
「
考
え
る
に
足
る
発

問
」、「
議
論
に
値
す
る
発
問
」
で
す
。「
考
え
る
に
足
る
発
問
」
や
「
議
論
に
値
す
る
発
問
」
を
工
夫
し

て
児
童
・
生
徒
に
問
い
掛
け
、
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
学
習
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
通
し
て
、

道
徳
的
な
判
断
力
、
心
情
、
実
践
意
欲
と
態
度
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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中心的な教材によって、児童・生徒一人一人が、
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・中学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編（文部科学省 平成27年７月）

「小・中学校学習指導要領解説（特別の教科 道徳編）」で示されている基本的な指導過程と
当センターが【提案】する「考えるに足る発問」、「議論に値する発問」との関連

主題に対する児童・生徒の興味や関心を高め、ねらいの根底にある
道徳的価値の理解を基に自己を見つめる動機付けを図る段階

本時の主題に関わる問題意識をもたせる導入
教材の内容に興味や関心をもたせる導入 など

導

　
入

展

　
　
　
　
開

終

　
末
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三
　
評
価
方
法
を
考
え
る

　
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
は
、
児
童
・
生
徒
が
い
か
に
成
長
し
た
か
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
励
ま
す
個

人
内
評
価
と
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
一
単
位
時
間
の
授
業
に
お
け

る
評
価
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
も
継
続
的
に
児
童
・
生
徒
の
成
長
が
把
握
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。「
二
『
考
え
る
に
足
る
発
問
』、『
議
論
に
値
す
る
発
問
』
を
重
視
し
た
展
開
を
創
る
」

で
述
べ
た
よ
う
に
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の
道
徳
性
は
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
例
で
示
し
た
よ
う
に
、

児
童
・
生
徒
が
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
ど
の
考
え
を
選
択
し
た
か
で
評
価
す
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
考
え
が
他
律
的
な
の
か
自
律
的
な
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
成
長
の
様
子
を
把
握
す
る
手
だ
て
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
が
ノ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
載
し
た
表

現
の
内
容
や
自
己
評
価
の
結
果
の
内
容
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
有
効
な
手
だ
て
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
例
え
ば
、
他
の
教
科
等
と
同
様
に
道
徳
科
に
お
い
て
も
一
年
間
使
用
す
る
「
学
習
ノ
ー
ト
」
を
準
備

し
、
毎
時
間
、
考
え
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
と
児
童
・
生
徒
の
成
長
の
継
続
的
な
把
握
に

も
活
用
で
き
ま
す
。
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ま
た
、
授
業
開
始
時
と
終
了
時
に
お
け
る
道
徳
的
諸
価

値
に
つ
い
て
の
理
解
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
振

り
返
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
工
夫
も
あ
り
ま
す
（
下
表
参

照
）。
こ
れ
は
子
供
が
自
ら
を
振
り
返
っ
て
成
長
を
実
感

で
き
る
よ
う
に
す
る
工
夫
で
す
。

　
し
か
し
、
毎
時
間
、
全
て
の
子
供
の
様
子
に
つ
い
て
把

握
す
る
難
し
さ
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
日
常
の
子

供
理
解
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、「
Ａ
さ
ん

は
～
が
課
題
、
～
が
よ
い
と
こ
ろ
」
等
と
日
常
的
に
把
握

し
て
お
き
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
授
業
を
行
う
際
に
は
、
そ

の
子
供
に
視
点
を
当
て
て
、
発
言
や
表
情
等
の
様
子
か
ら

顕
著
な
部
分
を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
学
期

や
年
間
を
通
じ
て
、
一
部
の
児
童
・
生
徒
に
評
価
が
偏
ら

な
い
よ
う
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

問い「“法やきまり”を守り生きること」には、どんなよさがあるのでしょうか。（表）

生徒名 授業開始前の考え 授業終了時の考え 教師のコメント

A

安心して暮らせる。 自分や周りの人の身を
守れる。 “法やきまり”を守ろう

とする意思をもってい
ると、行動の仕方が分
かり、節度ある行動の
大切さに気付けたのは
大きな成長ですね。
過去の失敗から学び、
“法やきまり”は作られ
たと言われています。
“法やきまり”を守り、
事故や失敗を防げると
いいですね。

けがなどなく健康に
暮らせる。 失敗を繰り返さない。

多くの人から
信頼される。 事故を防げる。

節度ある行動ができる。
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四
　
実
践
事
例

（
一
）
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
指
導

実
践
事
例
【
中
学
校
】

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を
な
く
す
た
め
に
は
〔
内
容
項
目
　
Ａ
　
自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
〕

　
◆
教
材
名
「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」

　
出
典
：�「
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
学
校
教
育
編
」
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
十
六
年
三
月

　
　
　
　
掲
載
資
料
を
一
部
改
編

〈
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
〉

　
人
に
は
平
等
に
幸
福
を
追
求
し
て
生
き
る
権
利
が
あ
り
、
互
い
に
尊
重
し
合
っ
て
こ
そ
明
る
い

集
団
生
活
が
営
ま
れ
る
。
一
人
一
人
が
偏
見
や
差
別
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
分
の
責
任
に
お
い
て
判
断

し
、
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
深
く
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
本
教
材
の
学
級
で
起
き
て
い
る
い
じ
め
は
非
常
に
深
刻
な
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
る
。
誰
に
対
し
て
も
偏
見
を
も
つ
こ
と
や
差
別
を
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
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こ
と
を
、
小
学
校
段
階
か
ら
学
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
い
じ
め
の
問
題
は
ど
の
学
級
に
も

起
こ
り
得
る
問
題
で
あ
り
、
傍
観
者
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。
生
徒
は
、
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
い
け

な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
踏
み
出
せ
な
い
背
景
や
心
情
が
あ
る
。
教
師
が
そ
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
、

克
服
し
て
い
く
自
分
と
い
う
も
の
を
見
つ
め
さ
せ
な
い
限
り
、
い
じ
め
の
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
道
徳
の
時
間
に
お
い
て
は
、
傍
観
者
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
踏
み
出

せ
な
い
背
景
や
心
情
を
客
観
的
に
見
つ
め
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

◆
ね
ら
い

　
正
し
い
行
動
を
と
る
こ
と
の
難
し
さ
や
大
切
さ
に
気
付
き
、
人
間
の
弱
さ
を
克
服
し
よ
う
と
す

る
態
度
を
育
む
。
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◆
指
導
展
開
例

【
教
　
師
】�

今
日
は
、「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」
と
い
う
読
み
物

を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。（
黒
板
に
教
材
名
を
書
く
）

一
　
教
材
「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】�

資
料
を
配
り
ま
す
。
い
い
で
す
か
。
そ
れ
で
は
、
先

生
が
読
み
ま
す
。（
範
読
す
る
）

【
教
　
師
】
ど
う
で
す
か
。
感
想
を
ど
う
ぞ
。

【
生
徒
Ａ
】
Ａ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
。

【
生
徒
Ｂ
】�

Ｄ
さ
ん
は
、
な
ぜ
「
私
」
に
「
ほ
っ
と
け
な
い
」
と

い
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
自
分
で
言
え
ば
い
い
の
に
。

【
教
　
師
】�

今
、
Ａ
さ
ん
と
Ｄ
さ
ん
に
つ
い
て
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
登
場
人
物
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
Ａ
さ

ん
は
、
気
が
弱
く
頼
り
な
さ
そ
う
な
感
じ
の
生
徒
、

Ｂ
さ
ん
は
、
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
き
つ
く
当
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
Ｂ
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
一
緒
に
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
Ｂ
さ
ん
が
中
心
の
グ

ル
ー
プ
。
そ
し
て
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は

な
い
け
れ
ど
、
一
緒
に
か
ら
か
っ
て
笑
う
人
た
ち
。

何
も
し
な
い
何
も
言
わ
な
い
多
く
の
人
た
ち
。「
私
」

に
話
し
か
け
た
Ｄ
さ
ん
。そ
し
て「
私
」、で
し
た
ね
。

（「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
」、「
い
じ
め
て
い
る

生
徒
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
」、「
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
生
徒
」
の
挿
絵
を
横
並
び
に
貼
り
、
登
場
人

物
の
役
割
の
確
認
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
構
図
が
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
せ
る
）

　
さ
て
、
Ａ
さ
ん
は
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
と

い
つ
も
一
緒
に
い
る
け
れ
ど
、
何
か
と
Ｂ
さ
ん
の
言

い
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
し
何
も
し
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
Ａ
さ
ん
は
学
校
を
早
退
し
た
り
欠
席

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
い
じ
め
の
状
況
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
教
　
師
】�

Ｃ
さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を
す
る
　

指
名
す
る
と
何
か
考
え
て
発
言
す
る
生
徒
Ｃ
）

【
生
徒
Ｃ
】�
何
も
言
わ
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
ど
う
し
て
か
と
い

う
と
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
と
関
わ
り
た
く
な
い
、
巻
き
込

ま
れ
た
く
な
い
か
ら
。
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【
教
　
師
】�

Ｄ
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を

す
る
　
生
徒
Ｃ
の
発
言
に
う
な
ず
き
、
共
感
し
て
い

る
生
徒
Ｄ
）

【
生
徒
Ｄ
】�「
私
」も
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
、

何
も
で
き
な
い
と
思
う
。

【
教
　
師
】
何
も
言
わ
な
い
人
た
ち
の
こ
と
で
す
か
。

【
生
徒
Ｄ
】�

そ
う
。
今
度
は
「
私
」
が
い
じ
め
の
対
象
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

【
教
　
師
】�

Ｅ
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を

す
る
　
二
人
の
発
言
を
聞
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
生
徒
Ｅ
）

【
生
徒
Ｅ
】�

主
に
い
じ
め
て
い
る
の
は
Ｂ
さ
ん
。
服
従
し
て
い
る

人
も
逆
ら
う
こ
と
で
い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
の
だ
ろ

う
。

【
教
　
師
】�

こ
こ
ま
で
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
、

Ｂ
さ
ん
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん

や
か
ら
か
っ
て
い
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す

か
。

【
生
徒
Ｆ
】�

何
も
反
論
し
な
い
Ａ
さ
ん
自
身
が
今
の
状
況
を
周
り

の
人
に
言
う
べ
き
だ
。

【
生
徒
Ｇ
】�

か
ら
か
っ
て
い
る
人
も
、
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く

て
、間
接
的
に
い
じ
め
る
方
に
回
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
教
　
師
】�

黒
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
学
級
は
、
こ
の
よ
う
な
構

図
（
板
書
七
〇
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
級
に
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
「
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
生
徒
」、
Ｂ
さ
ん
を
中
心
と
す
る
「
い
じ
め
て
い

る
生
徒
た
ち
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
た
ち
」、「
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」、「
私
」
は
、
こ
の

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
に
含
ま
れ
ま

す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
し
て
何
か
し
ら
の
思
い
を
も
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
生
徒
の
発
言
を「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
」、「
い

じ
め
て
い
る
生
徒
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
」、「
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
」
の
ど
の
立
場
か
ら
の
意

見
な
の
か
整
理
し
、
分
類
し
て
板
書
す
る
）

誰
が
見
て
も
、
Ａ
さ
ん
だ
け
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
ま
ま
の
状

況
が
続
け
ば
、
Ａ
さ
ん
は
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
も
予
想
が
つ
く
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
し
か

し
、
知
ら
ん
顔
し
た
り
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
り
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◆
指
導
展
開
例

【
教
　
師
】�

今
日
は
、「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」
と
い
う
読
み
物

を
使
っ
て
、
み
な
さ
ん
で
話
し
合
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。（
黒
板
に
教
材
名
を
書
く
）

一
　
教
材
「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】�

資
料
を
配
り
ま
す
。
い
い
で
す
か
。
そ
れ
で
は
、
先

生
が
読
み
ま
す
。（
範
読
す
る
）

【
教
　
師
】
ど
う
で
す
か
。
感
想
を
ど
う
ぞ
。

【
生
徒
Ａ
】
Ａ
さ
ん
が
か
わ
い
そ
う
。

【
生
徒
Ｂ
】�

Ｄ
さ
ん
は
、
な
ぜ
「
私
」
に
「
ほ
っ
と
け
な
い
」
と

い
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
自
分
で
言
え
ば
い
い
の
に
。

【
教
　
師
】�

今
、
Ａ
さ
ん
と
Ｄ
さ
ん
に
つ
い
て
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
登
場
人
物
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
Ａ
さ

ん
は
、
気
が
弱
く
頼
り
な
さ
そ
う
な
感
じ
の
生
徒
、

Ｂ
さ
ん
は
、
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
き
つ
く
当
た
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
Ｂ
さ
ん
に
は
、
い
つ
も
一
緒
に
い
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
Ｂ
さ
ん
が
中
心
の
グ

ル
ー
プ
。
そ
し
て
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
で
は

な
い
け
れ
ど
、
一
緒
に
か
ら
か
っ
て
笑
う
人
た
ち
。

何
も
し
な
い
何
も
言
わ
な
い
多
く
の
人
た
ち
。「
私
」

に
話
し
か
け
た
Ｄ
さ
ん
。そ
し
て「
私
」、で
し
た
ね
。

（「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
」、「
い
じ
め
て
い
る

生
徒
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
」、「
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
生
徒
」
の
挿
絵
を
横
並
び
に
貼
り
、
登
場
人

物
の
役
割
の
確
認
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
構
図
が
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
せ
る
）

　
さ
て
、
Ａ
さ
ん
は
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
と

い
つ
も
一
緒
に
い
る
け
れ
ど
、
何
か
と
Ｂ
さ
ん
の
言

い
な
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど

の
人
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
し
何
も
し
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
Ａ
さ
ん
は
学
校
を
早
退
し
た
り
欠
席

し
た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
い
じ
め
の
状
況
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

【
教
　
師
】�

Ｃ
さ
ん
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を
す
る
　

指
名
す
る
と
何
か
考
え
て
発
言
す
る
生
徒
Ｃ
）

【
生
徒
Ｃ
】�

何
も
言
わ
な
い
人
た
ち
が
い
る
。
ど
う
し
て
か
と
い

う
と
、
Ｂ
さ
ん
た
ち
と
関
わ
り
た
く
な
い
、
巻
き
込

ま
れ
た
く
な
い
か
ら
。
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【
教
　
師
】�

Ｄ
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を

す
る
　
生
徒
Ｃ
の
発
言
に
う
な
ず
き
、
共
感
し
て
い

る
生
徒
Ｄ
）

【
生
徒
Ｄ
】�「
私
」も
い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
、

何
も
で
き
な
い
と
思
う
。

【
教
　
師
】
何
も
言
わ
な
い
人
た
ち
の
こ
と
で
す
か
。

【
生
徒
Ｄ
】�

そ
う
。
今
度
は
「
私
」
が
い
じ
め
の
対
象
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

【
教
　
師
】�

Ｅ
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。（
意
図
的
指
名
を

す
る
　
二
人
の
発
言
を
聞
い
て
考
え
を
も
つ
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
生
徒
Ｅ
）

【
生
徒
Ｅ
】�

主
に
い
じ
め
て
い
る
の
は
Ｂ
さ
ん
。
服
従
し
て
い
る

人
も
逆
ら
う
こ
と
で
い
じ
め
ら
れ
た
く
な
い
の
だ
ろ

う
。

【
教
　
師
】�

こ
こ
ま
で
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
人
た
ち
、

Ｂ
さ
ん
と
一
緒
に
行
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
つ
い
て

の
意
見
が
出
ま
し
た
。
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん

や
か
ら
か
っ
て
い
る
人
た
ち
に
つ
い
て
は
ど
う
で
す

か
。

【
生
徒
Ｆ
】�

何
も
反
論
し
な
い
Ａ
さ
ん
自
身
が
今
の
状
況
を
周
り

の
人
に
言
う
べ
き
だ
。

【
生
徒
Ｇ
】�

か
ら
か
っ
て
い
る
人
も
、
い
じ
め
ら
れ
る
の
が
怖
く

て
、間
接
的
に
い
じ
め
る
方
に
回
っ
て
い
る
と
思
う
。

【
教
　
師
】�

黒
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
学
級
は
、
こ
の
よ
う
な
構

図
（
板
書
七
〇
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

学
級
に
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に
「
い
じ
め
ら
れ
て
い

る
生
徒
」、
Ｂ
さ
ん
を
中
心
と
す
る
「
い
じ
め
て
い

る
生
徒
た
ち
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
た
ち
」、「
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」、「
私
」
は
、
こ
の

「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
に
含
ま
れ
ま

す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
対
し
て
何
か
し
ら
の
思
い
を
も
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
生
徒
の
発
言
を「
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒
」、「
い

じ
め
て
い
る
生
徒
」、「
は
や
し
立
て
る
生
徒
」、「
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
」
の
ど
の
立
場
か
ら
の
意

見
な
の
か
整
理
し
、
分
類
し
て
板
書
す
る
）

誰
が
見
て
も
、
Ａ
さ
ん
だ
け
が
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
よ
ね
。
こ
の
ま
ま
の
状

況
が
続
け
ば
、
Ａ
さ
ん
は
耐
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
も
予
想
が
つ
く
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
し
か

し
、
知
ら
ん
顔
し
た
り
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
り
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し
た
人
に
対
し
て
、
他
の
三
人
は
、
発
表
し
た
人
の

考
え
に
賛
成
す
る
こ
と
、
付
け
足
す
こ
と
、
賛
成
で

き
な
い
こ
と（
そ
の
場
合
は
、理
由
と
代
案
を
出
す
）

に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で
一
巡

し
ま
す
。（
十
五
分
話
し
合
う
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

自
分
か
ら
先
に
、「
や
め
ろ
よ
。」
と
言
い
出
す
の
が

怖
い
。
は
じ
め
に
言
う
の
は
勇
気
が
い
る
。
誰
か
が

言
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

意
見
①
：�

そ
れ
に
、
注
意
を
す
る
こ
と
で
い
じ
め
が
も
っ
と
ひ

ど
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
い
じ

め
を
止
め
る
権
利
は
自
分
に
は
な
い
。

意
見
②
：�

そ
れ
は
、
自
分
が
行
動
し
な
い
こ
と
へ
の
言
い
訳
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
。

意
見
③
：�

傍
観
者
は
何
も
し
て
い
な
い
か
ら
悪
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
決
し
て
な
い
。
助
け
な
い
と
い
う
行
為
は
、

い
じ
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
立
場
で
あ
る
と
思

う
。

【
教
　
師
】�
終
了
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
出
さ

れ
た
の
か
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
級
の
大
半
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
の
よ
う

に
行
動
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。（
時
間
は

二
十
五
分
）

【
教
　
師
】�

は
じ
め
に
、
一
人
一
人
が
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
考
え
を
書
い
た
後
、
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星

（
★
）
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
四

人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
う
内

容
、
話
し
合
う
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
の
よ

う
に
行
動
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
て
か
に
つ
い

て
、
一
人
ず
つ
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
発
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い
る
。
そ
う
や
っ
て
み
ん
な
が
思
っ
て
い
る
か
ら
、

結
局
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

【
生
徒
Ｍ
】�

自
分
は
い
じ
め
た
く
な
い
。
で
も
、
Ｂ
さ
ん
の
グ
ル

ー
プ
に
あ
か
ら
さ
ま
に
反
対
す
る
と
怖
い
の
で
何
も

で
き
な
い
。

【
教
　
師
】�

い
じ
め
の
状
況
に
不
快
感
や
心
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
感
じ
を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
自
分
か
ら
言

い
出
す
こ
と
に
は
躊
躇
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

で
は
、
こ
う
い
う
状
況
を
何
と
か
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
改
め
て
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
二
つ
星
（
★
★
）
の

と
こ
ろ
に
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
や
学
級

全
体
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。（
時
間
は
二
分
）

二
　
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。

【
教
　
師
】�

「
心
　
み
つ
め
て
」の
七
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

孟
子
と
い
う
昔
の
人
、
中
国
の
学
者
が
、
こ
の
よ
う

に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
自
ら
反

か
え
り
み
て
縮な

お

く
ん
ば
、
千
万ま

ん

人
と
雖

い
え
ど
も
吾わ

れ

往ゆ

か

（
二
又
は
三
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す
る
）

【
生
徒
Ｈ
】�

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
、
自
分
は
関
わ
り
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
番
な
ん
だ
け
れ
ど
、
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
心
の
ど
こ
か

で
、「
し
ょ
う
が
な
い
。」、「
た
ま
た
ま
標
的
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
。」と
い
う
気
持
ち
だ
と
思
う
。

【
生
徒
Ｉ
】�

自
分
が
先
頭
き
っ
て
「
や
め
ろ
よ
。」
と
言
い
出
す

の
が
怖
い
。

【
生
徒
Ｊ
】�

そ
う
そ
う
。
心
の
中
で
は
み
ん
な
、
仲
良
く
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
は
じ
め
に
言
う
の
は

勇
気
が
い
る
。
誰
か
が
言
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い

う
思
い
が
あ
る
。

【
教
　
師
】�

し
か
し
、
い
じ
め
て
い
る
人
た
ち
よ
り
も
、
そ
れ
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
い
る
人
た
ち
の
方
が
人
数
が
多

い
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

【
生
徒
Ｋ
】�

は
じ
め
に
「
や
め
よ
う
よ
。」
と
言
っ
た
と
し
て
、

み
ん
な
が
自
分
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。

【
生
徒
Ｌ
】�「
や
め
よ
う
よ
。」
と
自
分
が
は
じ
め
に
声
を
挙
げ
な

く
て
も
、
誰
か
が
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
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し
た
人
に
対
し
て
、
他
の
三
人
は
、
発
表
し
た
人
の

考
え
に
賛
成
す
る
こ
と
、
付
け
足
す
こ
と
、
賛
成
で

き
な
い
こ
と（
そ
の
場
合
は
、理
由
と
代
案
を
出
す
）

に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で
一
巡

し
ま
す
。（
十
五
分
話
し
合
う
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

自
分
か
ら
先
に
、「
や
め
ろ
よ
。」
と
言
い
出
す
の
が

怖
い
。
は
じ
め
に
言
う
の
は
勇
気
が
い
る
。
誰
か
が

言
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

意
見
①
：�

そ
れ
に
、
注
意
を
す
る
こ
と
で
い
じ
め
が
も
っ
と
ひ

ど
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
い
じ

め
を
止
め
る
権
利
は
自
分
に
は
な
い
。

意
見
②
：�

そ
れ
は
、
自
分
が
行
動
し
な
い
こ
と
へ
の
言
い
訳
か

も
し
れ
な
い
と
思
う
。

意
見
③
：�

傍
観
者
は
何
も
し
て
い
な
い
か
ら
悪
く
な
い
と
い
う

こ
と
は
決
し
て
な
い
。
助
け
な
い
と
い
う
行
為
は
、

い
じ
め
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
立
場
で
あ
る
と
思

う
。

【
教
　
師
】�

終
了
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
出
さ

れ
た
の
か
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。

し
て
し
ま
っ
て
い
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
。

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
級
の
大
半
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
の
よ
う

に
行
動
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。（
時
間
は

二
十
五
分
）

【
教
　
師
】�

は
じ
め
に
、
一
人
一
人
が
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
考
え
を
書
い
た
後
、
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星

（
★
）
に
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
四

人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
う
内

容
、
話
し
合
う
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
生
徒
た
ち
」
の
よ

う
に
行
動
し
て
し
ま
う
の
は
ど
う
し
て
か
に
つ
い

て
、
一
人
ず
つ
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
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っ
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、
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。
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Ｂ
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と
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で
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。
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不
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や
心
が
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め
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ら
れ
る

よ
う
な
感
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を
抱
い
て
い
る
も
の
の
、
自
分
か
ら
言

い
出
す
こ
と
に
は
躊
躇
が
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る
と
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う
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と
で
す

ね
。

で
は
、
こ
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い
う
状
況
を
何
と
か
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
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う
か
。
改
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も
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み

ま
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う
。
ワ
ー
ク
シ
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の
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に
、
グ
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ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
や
学
級

全
体
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。（
時
間
は
二
分
）

二
　
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。

【
教
　
師
】�

「
心
　
み
つ
め
て
」の
七
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

孟
子
と
い
う
昔
の
人
、
中
国
の
学
者
が
、
こ
の
よ
う

に
言
っ
て
い
ま
す
。

「
自
ら
反

か
え
り
み
て
縮な

お

く
ん
ば
、
千
万ま

ん

人
と
雖

い
え
ど
も
吾わ

れ

往ゆ

か

（
二
又
は
三
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す
る
）

【
生
徒
Ｈ
】�

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
、
自
分
は
関
わ
り
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
番
な
ん
だ
け
れ
ど
、
い
じ

め
ら
れ
て
い
る
Ａ
さ
ん
に
対
し
て
、
心
の
ど
こ
か

で
、「
し
ょ
う
が
な
い
。」、「
た
ま
た
ま
標
的
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ん
だ
な
。」と
い
う
気
持
ち
だ
と
思
う
。

【
生
徒
Ｉ
】�

自
分
が
先
頭
き
っ
て
「
や
め
ろ
よ
。」
と
言
い
出
す

の
が
怖
い
。

【
生
徒
Ｊ
】�

そ
う
そ
う
。
心
の
中
で
は
み
ん
な
、
仲
良
く
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
は
じ
め
に
言
う
の
は

勇
気
が
い
る
。
誰
か
が
言
っ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い

う
思
い
が
あ
る
。

【
教
　
師
】�

し
か
し
、
い
じ
め
て
い
る
人
た
ち
よ
り
も
、
そ
れ
を

見
て
見
ぬ
ふ
り
し
て
い
る
人
た
ち
の
方
が
人
数
が
多

い
で
す
ね
。
こ
れ
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。

【
生
徒
Ｋ
】�

は
じ
め
に
「
や
め
よ
う
よ
。」
と
言
っ
た
と
し
て
、

み
ん
な
が
自
分
の
味
方
に
な
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
。

【
生
徒
Ｌ
】�「
や
め
よ
う
よ
。」
と
自
分
が
は
じ
め
に
声
を
挙
げ
な

く
て
も
、
誰
か
が
言
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
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ん
」

意
味
は
、「
自
分
の
心
を
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
に

自
分
が
正
し
け
れ
ば
、
た
と
え
相
手
が
千
万
人
で
あ

っ
て
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
信
ず
る
道
を
進

も
う
。」
昔
の
人
も
、
他
の
人
が
ど
の
よ
う
に
考
え

よ
う
と
も
、
自
分
の
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
自
分

の
責
任
で
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。

【
教
　
師
】�

今
日
は
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
な
く
す
た
め
に
は
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。（
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
は
回
収
す
る
）

69



68

ん
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分
の
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を
振
り
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っ
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と
き
に
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、
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千
万
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で
あ

っ
て
も
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れ
る
こ
と
な
く
、
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る
道
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進
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の
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も
、
他
の
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の
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う
に
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う
と
も
、
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と
思
う
こ
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は
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す
る
と
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こ
と
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る

と
考
え
て
い
た
の
で
す
ね
。
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師
】�

今
日
は
、「
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
な
く
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た
め
に
は
」

と
い
う
こ
と
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い
て
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ま
し
た
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シ

ー
ト
は
回
収
す
る
）
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ど う し て こ の よ う な 状 況 に な っ た の だ ろ う

　 　
・ 何 も 言 わ な い 人 た ち が い る 。

　 　
・ B さ ん た ち と 関 わ り た く な い 。

　 　
・ 「 私 」 も い じ め ら れ る か も し れ な い と 思 っ て 、 何 も で き な い 。

　 　
・ 今 度 は 、 「 私 」 が い じ め の 対 象 に な る か も し れ な い 。

　 　
「 見 て 見 ぬ ふ り を す る 生 徒 た ち 」 の よ う に 行 動 し て し ま う の は ど う し て だ ろ う 。

　 　
・ 関 わ り た く な い 気 持 ち が 強 い 。

　 　
・ 自 分 が 「 や め ろ よ 。 」 と 言 い 出 す の が こ わ い 。

　 　
・ 今 度 は 、 自 分 が い じ め ら れ て し ま う か も し れ な い 。

　 　
・ 自 分 が 止 め よ う と し た と き に 、 み ん な が 味 方 に な っ て く れ る か 分 か ら な い 。

　 　
こ の よ う な い じ め の 状 況 を 何 と か す る こ と は で き な い の だ ろ う か 。

　 　
・ み ん な で 勇 気 を も っ て 悪 い こ と を 止 め ら れ る よ う な 雰 囲 気 づ く り を し て い く 。

　 　
・ 「� 誰 か が 言 っ て く れ る だ ろ う 。 」 と 人 任 せ に せ ず 、 自 分 か ら 「 や め よ う よ 。 」 と 言

え る よ う に し た い 。

「
私
」

学
級
委
員

Aさ
ん

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒

Bさ
ん
グ
ル
ー
プ

い
じ
め
て
い
る
生
徒
た
ち

は
や
し
立
て
る
生
徒
た
ち

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

生
徒
た
ち

「 傍 観 者 で い い の か 」

71

　
夕
べ
か
ら
の
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
。「
今
日
も
雨
か
。」

　
昨
日
、
帰
る
と
き
A
さ
ん
の
上
履
き
が
ぬ
れ
て
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。

　「
遅
れ
る
わ
よ
。
急
ぎ
な
さ
い
。」
と
母
の
声
が
聞
こ
え
た
。
私
は
、

重
た
い
か
ば
ん
を
引
き
ず
る
よ
う
に
し
て
家
を
出
た
。
学
校
へ
は
行
き
た
く

な
か
っ
た
。
学
級
が
嫌
だ
っ
た
。

　
二
年
生
に
な
っ
て
学
級
替
え
が
あ
っ
た
。
私
は
み
ん
な
に
推
薦
さ
れ
て
学

級
代
表
に
な
っ
た
。
に
ぎ
や
か
な
学
級
だ
な
あ
と
思
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

み
ん
な
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
初
め
て
一
緒
の
学
級
に
な
っ
た
人
の
中
に
A
さ
ん
が
い
た
。
気
が
弱
く
、

ち
ょ
っ
と
頼
り
な
さ
そ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
が
、
冗
談
を
言
っ
て
周
り
を

笑
わ
せ
る
。
何
を
言
わ
れ
て
も
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
っ
て
い
た
。
A
さ
ん
は
B
さ
ん

や
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
い
つ
も
一
緒
だ
っ
た
。
毎
朝
B
さ
ん
の
家
に
迎

え
に
行
き
、
B
さ
ん
の
荷
物
を
も
っ
て
登
校
し
て
い
た
。
私
は
、「
断
れ
ば

い
い
の
に
…
」
と
思
っ
て
い
た
。

　
あ
る
日
、
A
さ
ん
は
朝
寝
坊
し
た
ら
し
く
、
B
さ
ん
の
家
に
寄
ら
ず
に
慌

て
て
登
校
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
登
校
す
る
と
、
A
さ
ん
は
B
さ
ん
た
ち
に

呼
ば
れ
た
。
戻
っ
て
き
た
A
さ
ん
は
下
を
向
い
て
苦
し
げ
だ
っ
た
が
、
す
ぐ

に
冗
談
を
言
っ
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
ど
け
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
A
さ

ん
は
今
ま
で
に
も
ま
し
て
B
さ
ん
た
ち
の
言
い
な
り
に
な
っ
た
。
学
級
の
み

ん
な
の
前
で
も
B
さ
ん
は
平
気
で
A
さ
ん
を
か
ら
か
っ
た
り
、
命
令
し
た
り

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
学
級
の
人
の
中
に
は
B
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
A

さ
ん
を
か
ら
か
っ
て
笑
う
人
ま
で
出
て
き
た
。
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
人
は
、

何
も
言
わ
な
か
っ
た
し
、
何
も
し
な
か
っ
た
。

　
B
さ
ん
は
「
A
さ
ん
が
遊
ぼ
う
っ
て
い
う
か
ら
一
緒
に
遊
ん
で
や
っ
て
い

る
だ
け
だ
し
、
A
さ
ん
だ
っ
て
笑
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。」
と
声
高
に
み

ん
な
に
話
し
て
い
た
。

　
私
は
、「
A
さ
ん
、
な
ん
で
笑
っ
て
い
る
の
。
怒
れ
ば
い
い
の
に
…
。」
と

思
っ
た
。

　
一
学
期
の
終
わ
り
ご
ろ
に
な
る
と
、
A
さ
ん
は
身
体
の
不
調
を
訴
え
、
早

退
し
た
り
欠
席
し
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　
放
課
後
、
私
は
掲
示
物
を
直
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
思
い
詰
め
た
よ
う
な

顔
を
し
た
D
さ
ん
に
話
し
か
け
ら
れ
た
。「
A
さ
ん
を
こ
れ
以
上
放
っ
て
お

け
な
い
。」
私
は
、
は
っ
と
し
た
。

　
D
さ
ん
は
、
休
ん
で
い
る
A
さ
ん
の
家
に
行
っ
て
話
を
聞
い
た
そ
う
だ
。

A
さ
ん
は
ボ
ロ
ボ
ロ
と
涙
を
流
し
て
「
い
じ
め
ら
れ
る
の
は
つ
ら
い
。
も
う

学
校
へ
は
行
か
な
い
。」
と
言
っ
た
そ
う
だ
。
B
さ
ん
た
ち
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
断
る
と
、
殴
ら
れ
た
り
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　
や
っ
ぱ
り
つ
ら
か
っ
た
ん
だ
。
苦
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
っ
た
。

「
人
権
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
16
年
3
月
）
の

掲
載
資
料
を
一
部
改
編

「
傍
観
者
で
い
い
の
か
」（
中
学
校
教
材
）
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・ B さ ん た ち と 関 わ り た く な い 。
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「
私
」

学
級
委
員

Aさ
ん

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
生
徒

Bさ
ん
グ
ル
ー
プ

い
じ
め
て
い
る
生
徒
た
ち

は
や
し
立
て
る
生
徒
た
ち

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る

生
徒
た
ち

「 傍 観 者 で い い の か 」
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（
二

−

①
）
主
権
者
教
育
と
関
連
付
け
ら
れ
る
指
導

　
実
践
事
例
【
小
学
校
第
五
学
年
】

　
本
当
の
自
由
と
は
何
だ
ろ
う
か
　〔
内
容
項
目
　
Ａ
　
善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
〕

　
◆
教
材
名
「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」

　
　
出
典
：「
私
た
ち
の
道
徳
」
文
部
科
学
省
　
平
成
二
十
六
年

　〈
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
〉

　
自
分
自
身
を
よ
り
よ
く
高
め
て
い
く
た
め
に
は
、
自
由
な
考
え
や
行
動
が
大
切
で
あ
る
。
し
か

し
、
自
由
と
放
縦
と
は
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
学
年
の
児
童
は
、
自
主
的
に
考
え
行
動
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
自
由
の
捉
え
違
い
を
し
て
自
分
勝
手
な
振
る
舞
い

を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
自
由
な
考
え
や
行
動
の
も
つ
意
味
、
さ
ら
に
そ
れ
に
伴
う
自

分
の
責
任
を
踏
ま
え
た
自
律
的
な
行
動
に
つ
い
て
意
識
を
も
た
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
主
権
者
教
育
に
お
い
て
も
、
自
ら
主
権
者
と
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
責
任
が
伴
う
。
し

た
が
っ
て
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
必
要
な
知
識
、
価
値
観
、
判
断

力
の
習
熟
を
進
め
る
学
習
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
（
教
材
に
お
け
る
登
場
人
物
）
自
身
が
、
国
内
の
乱
れ
が
元
で
囚
わ
れ
の
身
と

な
り
、
自
由
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
場
面
か
ら
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
が
「
自
由
」
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
い
た
た
め
に
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
小
学
校
五
年
生
に
は
十
分
に

読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
児
童
に
「
自
分
が
も
っ
て
い
る
自
由
に
は
、
ど
の
よ
う

な
制
約
が
あ
る
の
か
」
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
に
付
随

す
る
責
任
の
存
在
や
そ
の
重
さ
を
捉
え
さ
せ
る
。

◆
ね
ら
い

　
自
分
に
与
え
ら
れ
て
い
る
自
由
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
由
に
付
随
す
る
責
任
や

そ
の
重
さ
を
捉
え
、
自
律
的
に
判
断
し
責
任
あ
る
行
動
を
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
育
む
。
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①
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◆
　
指
導
展
開
例

一
　「
自
由
」
に
つ
い
て
、
児
童
一
人
一
人
が
考
え
を
も
つ
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
）

【
教
　
師
】�
今
日
は
、「
自
由
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
学
校
や
家
で
の
様
々
な
場
面
を
思
い
起
こ
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
こ
と
が
自
由
だ
と
思
う
の
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
す
ね
、
休
み
時
間
に
好
き
な
こ
と
を
す

る
こ
と
、
読
み
た
い
本
が
読
め
る
こ
と
、
お
や
つ
を

食
べ
た
い
だ
け
食
べ
る
こ
と
、
ご
飯
を
お
か
わ
り
す

る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う

に
、
学
校
や
そ
の
他
の
場
面
で
自
分
が
自
由
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
全
員
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一

つ
星
（
★
）
に
具
体
的
な
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
児
童
が
書
き
終
わ
る
の
を
待
つ
）
で
は
、
書
け
ま

し
た
ね
。
そ
れ
は
机
の
中
に
大
切
に
し
ま
っ
て
お
き

ま
す
。
今
日
は
、「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
と
い
う
お

話
で
す
。

（
黒
板
に
教
材
名
を
書
き
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を

開
く
　
時
間
は
五
分
）

二
　
教
材
「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
と
い
う
お
話
を

読
み
ま
す
。「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
三
十
四
ペ
ー
ジ

を
開
き
ま
し
ょ
う
。（
範
読
す
る
）

【
教
　
師
】�

二
人
の
登
場
人
物
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。
ジ
ェ
ラ
ー

ル
王
子
は
国
の
王
子
、
ガ
リ
ュ
ー
は
き
ま
り
を
破
っ

た
者
を
取
り
締
ま
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ラ

ー
ル
王
子
が
森
で
狩
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ガ
リ

ュ
ー
が
追
い
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
何
が
あ
り
ま
し

た
か
。
そ
う
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
ガ
リ
ュ
ー
の
言

う
こ
と
を
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ガ

リ
ュ
ー
は
、「
し
た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
さ
れ

て
は
、
他
の
者
は
迷
惑
で
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　
「
他
の
者
は
迷
惑
で
す
。
周
り
の
こ
と
を
考
え
、
ご
自

分
の
心
を
お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。」

　
こ
の
よ
う
な
ガ
リ
ュ
ー
の
言
葉
を
聞
い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル

王
子
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

　（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
五
分
）

【
児
童
Ａ
】�

私
は
王
子
だ
か
ら
何
を
し
て
も
い
い
ん
だ
。
何
に
も

し
ば
ら
れ
な
い
ぞ
。

【
児
童
Ｂ
】
規
則
な
ん
て
か
た
い
も
の
は
ど
う
で
も
い
い
。

【
教
　
師
】�

規
則
は
か
た
い
も
の
だ
、
と
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
思
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っ
て
い
る
の
で
す
か
。

【
児
童
Ｂ
】�

そ
う
だ
と
思
う
。
規
則
が
あ
る
と
、
自
分
が
し
た
い
こ

と
が
自
由
に
で
き
な
く
な
る
。

【
児
童
Ｃ
】�

森
の
中
で
、
し
か
も
誰
も
い
な
い
の
だ
か
ら
誰
に
も

迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
。

【
教
　
師
】�

王
子
に
は
、「
私
は
王
子
だ
か
ら
特
権
が
あ
る
。」、「
き

ま
り
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
ら
き
ゅ
う
く
つ
だ
。」、「
し

た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
で
き
る
自
由
こ
そ
が
自

由
だ
。」
等
の
考
え
が
あ
る
の
で
す
ね
。
ジ
ェ
ラ
ー

ル
王
子
は
、
自
分
の
わ
が
ま
ま
で
何
と
で
も
な
る
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
こ
の
後
、
国
が

乱
れ
ま
し
た
ね
。
国
中
の
人
々
も
勝
手
な
こ
と
を
す

る
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
の
そ
ば
に
仕
え
る
人
も
ぜ
い

た
く
な
暮
ら
し
を
し
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
、
と

う
と
う
牢
屋
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
牢
屋
で
は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王

は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
五
分
）

【
児
童
Ｄ
】�

自
分
の
気
持
ち
を
お
さ
え
て
、
ガ
リ
ュ
ー
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

【
児
童
Ｅ
】�

わ
が
ま
ま
を
言
わ
な
け
れ
ば
国
も
乱
れ
な
か
っ

た
。
私
の
せ
い
だ
。

【
教
　
師
】�

捕
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
王
は
自
分
の
言
動
に
反

省
し
た
り
後
悔
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
涙

を
流
し
た
の
は
、
反
省
や
後
悔
の
思
い
だ
け
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
自
由
を
奪
わ
れ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
は
何
に
気
付
い
た
の

で
し
ょ
う
。

（
牢
屋
で
涙
を
流
し
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
気
持
ち

か
ら
は
、
反
省
や
後
悔
に
終
始
し
た
発
言
が
考
え
ら
れ

る
。「
自
由
」
の
意
味
を
考
え
、
自
由
と
自
由
き
ま
ま
に

す
る
こ
と
の
違
い
に
気
が
付
い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
気

持
ち
に
つ
い
て
児
童
の
気
付
き
を
引
き
出
す
た
め
の
補

足
発
問
）

【
児
童
Ｆ
】�

自
由
と
自
分
勝
手
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
違
う
ん
だ
。

【
児
童
Ｇ
】�

私
が
考
え
て
い
た
自
由
は
、
自
分
に
都
合
の
良
い
だ

け
の
自
由
だ
っ
た
。

【
教
　
師
】�

ガ
リ
ュ
ー
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
、
自
分
だ
け
に
都
合

の
い
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
本
当
の
自
由
で
は
な
い

と
決
死
の
覚
悟
で
訴
え
て
い
た
の
で
す
が
、
捕
え
ら

れ
る
前
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
ね
。
し
か
し
、
捕
え
ら
れ
自
由
を
奪
わ
れ
て
は
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◆
　
指
導
展
開
例

一
　「
自
由
」
に
つ
い
て
、
児
童
一
人
一
人
が
考
え
を
も
つ
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
）

【
教
　
師
】�

今
日
は
、「
自
由
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
学
校
や
家
で
の
様
々
な
場
面
を
思
い
起
こ
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
ん
な
こ
と
が
自
由
だ
と
思
う
の
は
、

ど
ん
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
何
で
し
ょ
う

か
。
そ
う
で
す
ね
、
休
み
時
間
に
好
き
な
こ
と
を
す

る
こ
と
、
読
み
た
い
本
が
読
め
る
こ
と
、
お
や
つ
を

食
べ
た
い
だ
け
食
べ
る
こ
と
、
ご
飯
を
お
か
わ
り
す

る
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う

に
、
学
校
や
そ
の
他
の
場
面
で
自
分
が
自
由
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
全
員
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一

つ
星
（
★
）
に
具
体
的
な
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
児
童
が
書
き
終
わ
る
の
を
待
つ
）
で
は
、
書
け
ま

し
た
ね
。
そ
れ
は
机
の
中
に
大
切
に
し
ま
っ
て
お
き

ま
す
。
今
日
は
、「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
と
い
う
お

話
で
す
。

（
黒
板
に
教
材
名
を
書
き
、「
私
た
ち
の
道
徳
」
を

開
く
　
時
間
は
五
分
）

二
　
教
材
「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」
と
い
う
お
話
を

読
み
ま
す
。「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
三
十
四
ペ
ー
ジ

を
開
き
ま
し
ょ
う
。（
範
読
す
る
）

【
教
　
師
】�

二
人
の
登
場
人
物
が
出
て
き
ま
し
た
ね
。
ジ
ェ
ラ
ー

ル
王
子
は
国
の
王
子
、
ガ
リ
ュ
ー
は
き
ま
り
を
破
っ

た
者
を
取
り
締
ま
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ラ

ー
ル
王
子
が
森
で
狩
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
ガ
リ

ュ
ー
が
追
い
か
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
何
が
あ
り
ま
し

た
か
。
そ
う
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
ガ
リ
ュ
ー
の
言

う
こ
と
を
聞
き
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
ガ

リ
ュ
ー
は
、「
し
た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
さ
れ

て
は
、
他
の
者
は
迷
惑
で
す
。」
と
言
い
ま
し
た
。

　
「
他
の
者
は
迷
惑
で
す
。
周
り
の
こ
と
を
考
え
、
ご
自

分
の
心
を
お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。」

　
こ
の
よ
う
な
ガ
リ
ュ
ー
の
言
葉
を
聞
い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル

王
子
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

　（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
五
分
）

【
児
童
Ａ
】�

私
は
王
子
だ
か
ら
何
を
し
て
も
い
い
ん
だ
。
何
に
も

し
ば
ら
れ
な
い
ぞ
。

【
児
童
Ｂ
】
規
則
な
ん
て
か
た
い
も
の
は
ど
う
で
も
い
い
。

【
教
　
師
】�

規
則
は
か
た
い
も
の
だ
、
と
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
思
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っ
て
い
る
の
で
す
か
。

【
児
童
Ｂ
】�

そ
う
だ
と
思
う
。
規
則
が
あ
る
と
、
自
分
が
し
た
い
こ

と
が
自
由
に
で
き
な
く
な
る
。

【
児
童
Ｃ
】�
森
の
中
で
、
し
か
も
誰
も
い
な
い
の
だ
か
ら
誰
に
も

迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
。

【
教
　
師
】�
王
子
に
は
、「
私
は
王
子
だ
か
ら
特
権
が
あ
る
。」、「
き

ま
り
に
し
ば
ら
れ
て
い
た
ら
き
ゅ
う
く
つ
だ
。」、「
し

た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
で
き
る
自
由
こ
そ
が
自

由
だ
。」
等
の
考
え
が
あ
る
の
で
す
ね
。
ジ
ェ
ラ
ー

ル
王
子
は
、
自
分
の
わ
が
ま
ま
で
何
と
で
も
な
る
と

思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
し
か
し
こ
の
後
、
国
が

乱
れ
ま
し
た
ね
。
国
中
の
人
々
も
勝
手
な
こ
と
を
す

る
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
の
そ
ば
に
仕
え
る
人
も
ぜ
い

た
く
な
暮
ら
し
を
し
て
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
、
と

う
と
う
牢
屋
に
捕
え
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
牢
屋
で
は
ら
は
ら
と
涙
を
流
し
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王

は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
ょ
う
。

（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
五
分
）

【
児
童
Ｄ
】�

自
分
の
気
持
ち
を
お
さ
え
て
、
ガ
リ
ュ
ー
の
言
う
こ

と
を
聞
い
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。

【
児
童
Ｅ
】�

わ
が
ま
ま
を
言
わ
な
け
れ
ば
国
も
乱
れ
な
か
っ

た
。
私
の
せ
い
だ
。

【
教
　
師
】�

捕
え
ら
れ
て
は
じ
め
て
、
王
は
自
分
の
言
動
に
反

省
し
た
り
後
悔
し
た
り
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
涙

を
流
し
た
の
は
、
反
省
や
後
悔
の
思
い
だ
け
な
の

で
し
ょ
う
か
。

　
自
由
を
奪
わ
れ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
は
何
に
気
付
い
た
の

で
し
ょ
う
。

（
牢
屋
で
涙
を
流
し
て
い
る
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
気
持
ち

か
ら
は
、
反
省
や
後
悔
に
終
始
し
た
発
言
が
考
え
ら
れ

る
。「
自
由
」
の
意
味
を
考
え
、
自
由
と
自
由
き
ま
ま
に

す
る
こ
と
の
違
い
に
気
が
付
い
た
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
気

持
ち
に
つ
い
て
児
童
の
気
付
き
を
引
き
出
す
た
め
の
補

足
発
問
）

【
児
童
Ｆ
】�

自
由
と
自
分
勝
手
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
違
う
ん
だ
。

【
児
童
Ｇ
】�

私
が
考
え
て
い
た
自
由
は
、
自
分
に
都
合
の
良
い
だ

け
の
自
由
だ
っ
た
。

【
教
　
師
】�

ガ
リ
ュ
ー
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
、
自
分
だ
け
に
都
合

の
い
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
本
当
の
自
由
で
は
な
い

と
決
死
の
覚
悟
で
訴
え
て
い
た
の
で
す
が
、
捕
え
ら

れ
る
前
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
は
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
す
ね
。
し
か
し
、
捕
え
ら
れ
自
由
を
奪
わ
れ
て
は
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【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
三
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
三

人
グ
ル
ー
プ
（
班
）
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
う

内
容
と
話
し
合
う
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
ず
つ
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
発

表
し
た
人
に
対
し
て
、
他
の
三
人
は
、「
～
に
気
を

付
け
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。」、「
～
と
い
う

こ
と
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
な
ど
、
発
表
し
た
人
の
考
え
に
賛
成
す
る

こ
と
、
付
け
足
す
こ
と
、
賛
成
で
き
な
い
こ
と
（
そ

の
場
合
は
、
理
由
と
代
案
を
出
す
。）
に
つ
い
て
発

表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で
一
巡
し
た
ら
、
再

度
、
個
人
で
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
で
は
、
始
め
ま

す
。（
進
行
状
況
を
把
握
す
る
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

私
は
、
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
友
達
と
話
す
こ
と

が
自
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
友
達
の

話
も
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し

た
。

意
見
①
：�

友
達
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
で
、
お
互
い
の
考

え
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
私
も
賛
成
で

す
。

意
見
②
：�

そ
の
他
に
も
、
友
達
と
仲
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

じ
め
て
、「
自
由
」
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
と
い
う

こ
と
が
、こ
こ
ま
で
の
み
な
さ
ん
と
の
話
合
い
で
す
。

さ
て
、
授
業
の
始
め
に
、
自
分
が
自
由
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
出

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
当
た
り
前
と
み

ん
な
が
言
っ
た
こ
と
に
も
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
よ

う
に
「
こ
れ
だ
け
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
先

ほ
ど
、
ご
飯
の
お
か
わ
り
は
自
由
だ
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う
で
す
か
。
み
ん
な
が

考
え
て
い
る
自
由
に
も
何
ら
か
の
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

で
は
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
二
つ
星（
★
★
）の
枠
に
、

は
じ
め
に
書
い
た
こ
と
の
自
由
が
自
由
で
あ
る
た

め
に
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う

こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
）

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

あ
な
た
に
と
っ
て
、「
自
由
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
。
そ
れ
が
「
自
由
」
で
あ
る
た
め
に
、
考
え
る
べ

き
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
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は
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五
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【
児
童
Ｋ
】�

私
は
、「
遊
び
た
い
こ
と
が
選
べ
る
こ
と
」
が
自
由
だ

と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
、
約
束
や
き
ま
り
が

な
い
方
が
よ
い
と
か
、
守
ら
な
く
て
よ
い
と
か
、
い

う
の
で
は
な
く
、
他
の
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
教
　
師
】�

Ｋ
さ
ん
の
考
え
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
の
友
達
か
ら

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
か
。

【
児
童
Ｌ
】�

ぼ
く
は
、
Ｋ
さ
ん
の
考
え
に
加
え
て
、
ど
の
学
年
も

安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】�

み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
も
、
ど
の
学
年
の

人
も
み
ん
な
が
安
心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

も
、
ど
ち
ら
も
大
切
だ
と
考
え
た
の
で
す
ね
。
他
の

グ
ル
ー
プ
は
ど
う
で
す
か
。「
自
由
」
に
つ
い
て
、

他
に
意
見
が
出
た
グ
ル
ー
プ
は
あ
り
ま
す
か
。

（
二
又
は
三
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す
る
　
意
図
的
指
名

を
す
る
）

三
　
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。（
時
間
は
五
分
）

【
教
　
師
】�

「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
三
十
一
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し

ょ
う
。
本
当
の
自
由
に
つ
い
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
数
学

者
で
あ
り
哲
学
者
で
あ
る
、
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
と
い
う
人

と
、
明
治
時
代
の
思
想
家
で
、
私
立
大
学
の
前
身
を

き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

発
表
者
：�

私
は
、
好
き
な
だ
け
絵
を
描
く
こ
と
が
自
由
だ
と
思

い
ま
す
。
気
を
付
け
る
こ
と
は
、
家
の
人
の
中
に
、

他
に
も
使
い
た
い
人
が
い
る
こ
と
を
考
え
て
紙
を
使

い
過
ぎ
な
い
こ
と
と
、
絵
を
描
い
た
後
、
道
具
を
散

ら
か
し
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
で
す
。

意
見
①
：�

紙
を
使
い
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
は
、
家
の
人
の
こ
と

を
考
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
よ
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

意
見
②
：�

道
具
を
散
ら
か
さ
な
い
こ
と
に
賛
成
で
す
。
皆
が
け

が
を
す
る
と
危
な
い
の
で
、
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い

よ
う
に
道
具
を
片
付
け
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

【
教
　
師
】�

終
了
で
す
。
各
グ
ル
ー
プ
、
活
発
な
話
合
い
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
ね
。
自
分
の
発
表
に
、
グ
ル
ー
プ
の

人
か
ら
ど
ん
な
意
見
が
返
っ
て
き
ま
し
た
か
。
友
達

の
意
見
を
聞
い
て
、「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
り
、

新
た
に
考
え
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
そ
れ
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、
グ
ル
ー
プ

で
の
話
合
い
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
考
え
た
こ
と
を

書
き
ま
し
ょ
う
。（
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

で
は
、
ど
の
よ
う
な
話
合
い
が
あ
っ
た
の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。
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【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
三
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
三

人
グ
ル
ー
プ
（
班
）
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
話
し
合
う

内
容
と
話
し
合
う
方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

ま
ず
、
一
人
ず
つ
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
発

表
し
た
人
に
対
し
て
、
他
の
三
人
は
、「
～
に
気
を

付
け
る
の
は
よ
い
こ
と
だ
と
思
う
。」、「
～
と
い
う

こ
と
に
も
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
な
ど
、
発
表
し
た
人
の
考
え
に
賛
成
す
る

こ
と
、
付
け
足
す
こ
と
、
賛
成
で
き
な
い
こ
と
（
そ

の
場
合
は
、
理
由
と
代
案
を
出
す
。）
に
つ
い
て
発

表
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
順
で
一
巡
し
た
ら
、
再

度
、
個
人
で
考
え
を
ま
と
め
ま
す
。
で
は
、
始
め
ま

す
。（
進
行
状
況
を
把
握
す
る
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

私
は
、
い
つ
で
も
好
き
な
と
き
に
友
達
と
話
す
こ
と

が
自
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
友
達
の

話
も
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し

た
。

意
見
①
：�

友
達
の
話
を
き
ち
ん
と
聞
く
こ
と
で
、
お
互
い
の
考

え
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
私
も
賛
成
で

す
。

意
見
②
：�

そ
の
他
に
も
、
友
達
と
仲
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

じ
め
て
、「
自
由
」
に
つ
い
て
考
え
始
め
た
と
い
う

こ
と
が
、こ
こ
ま
で
の
み
な
さ
ん
と
の
話
合
い
で
す
。

さ
て
、
授
業
の
始
め
に
、
自
分
が
自
由
に
な
る
こ

と
に
つ
い
て
書
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
出

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
か
し
た
ら
、
当
た
り
前
と
み

ん
な
が
言
っ
た
こ
と
に
も
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
よ

う
に
「
こ
れ
だ
け
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
先

ほ
ど
、
ご
飯
の
お
か
わ
り
は
自
由
だ
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う
で
す
か
。
み
ん
な
が

考
え
て
い
る
自
由
に
も
何
ら
か
の
気
を
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

で
は
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
二
つ
星（
★
★
）の
枠
に
、

は
じ
め
に
書
い
た
こ
と
の
自
由
が
自
由
で
あ
る
た

め
に
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
思
う

こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
）

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

あ
な
た
に
と
っ
て
、「
自
由
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
す
か
。
そ
れ
が
「
自
由
」
で
あ
る
た
め
に
、
考
え
る
べ

き
こ
と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。（
時
間
は
二
十
五
分
）
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で
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よ
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と
思
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ま
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け
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と
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い
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、
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な
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友
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の
意
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を
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ど
」
と
思
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、

新
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に
考
え
た
り
し
た
こ
と
が
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も
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。
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プ
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の
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踏
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さ
ら
に
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と
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書
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ま
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で
は
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ど
の
よ
う
な
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合
い
が
あ
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の
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。



78

創
設
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
一
万
円
札
の
顔
と
し

て
も
有
名
な
福
澤
諭
吉
は
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い

ま
す
。
心
の
中
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
ギ
リ
シ
ャ
の
数
学
者
、
哲
学
者
）

　「
自
制
心
の
な
い
者
に
自
由
は
な
い
」

福
澤
諭
吉
（
明
治
時
代
の
思
想
家
、
教
育
者
）

　「
自
由
と
わ
が
ま
ま
と
の
界

さ
か
い

は

　
　
他
人
の
さ
ま
た
げ
を
な
す
と

　
　
　
　
な
さ
ざ
る
と
の
間
に
あ
り
」

昔
の
人
も
自
由
に
つ
い
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
い
ろ
い

ろ
と
考
え
て
い
た
ん
で
す
ね
。

今
日
は
、「
本
当
の
自
由
と
は
何
だ
ろ
う
。」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
回
収
す
る
）
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「 う ば わ れ た 自 由 」
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「
ダ
ッ
ダ
ー
ン
！
」

　
ま
だ
、
夜
の
明
け
ぬ
森
の
中
で
、
一
発
の
銃じ

ゅ
う
せ
い声

が
山
々
に
こ
だ
ま
し
た
。

　
森
の
番
人
ガ
リ
ュ
ー
は
、
急
い
で
身み

じ

た

く

支
度
を
す
る
と
、
銃
声
の
聞
こ
え
る

方
に
馬
を
走
ら
せ
た
。
ど
こ
の
森
で
も
日
の
出
前
に
は
狩か

り
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
き
ま
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
き
ま
り
を
破や

ぶ

っ
た
者
を
取
り
し
ま
る

の
が
、
ガ
リ
ュ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

「
ダ
ッ
ダ
ー
ン
！
」

　
身
近
に
聞
こ
え
た
銃
声
か
ら
、
場
所
を
つ
か
ん
だ
ガ
リ
ュ
ー
は
、
全
速
力

で
馬
を
走
ら
せ
た
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
う
す
明
か
り
に
、
馬
に
乗
っ
た
三

人
の
姿す

が
た

が
う
か
び
上
が
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ガ
リ
ュ
ー
が
近
づ
い
て
い
く
と
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
服ふ

く
そ
う装

を
し

て
い
る
若わ

か
も
の者

が
、

「
森
番
。
何
か
用
か
。」

と
、
に
ら
み
つ
け
る
よ
う
に
し
て
声
を
か
け
た
。

「
こ
こ
は
、
日ひ

ぐ暮
れ
か
ら
日
の
出
ま
で
、
狩
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
所
と
知

っ
て
う
っ
た
の
か
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
強
い
調
子
で
言
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
お
る
。」

「
知
っ
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、
銃
を
う
つ
の
だ
。」

「
遊
び
だ
。
酔よ

い
覚ざ

ま
し
に
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
な
。」

「
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
き
ま
り
を
破
っ
て
お
き
な
が
ら
。
と
ら
え
て
や

る
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
。

「
私わ

た
し

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。
私
は
、
こ
の
国
の
王
子
、
ジ
ェ
ラ

ー
ル
だ
ぞ
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
お
ど
ろ
い
た
。
目
立
っ
た
服
装
の
若
者
は
、
な
ん
と
、
わ

が
ま
ま
者
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
は
、
勝
手
気
ま
ま

に
ふ
る
ま
い
、
み
な
か
ら
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。

「
さ
あ
、
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
と
ら
え
て
み
ろ
。」

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
、
い
ば
っ
て
言
っ
た
。
し
か
し
、
ガ
リ
ュ
ー
は
落
ち

着
い
て
、

「
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
の
名
を
使
っ
て
、
こ
の
場
を
に
げ
よ
う
と
し
て
も
駄だ

め目

だ
。」

と
、
言
い
切
っ
た
。

「
も
う
一
度
言
う
。
私
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
だ
ぞ
。
王
子
を
つ
か
ま
え
ら
れ

る
の
か
。」

「
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
、
国
の
き
ま
り
を
破
っ
た
か
ら
に
は
許ゆ

る

せ
ま
せ
ん
。
国

の
き
ま
り
は
、
み
な
が
勝
手
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
あ
る
の

で
す
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
必
死
に
な
っ
て

う
っ
た
え
た
。

「
固
い
こ
と
を
言
う
な
。
み
ん
な
、
し
た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
で
き
る

自
由
な
暮く

ら
し
を
望
ん
で
お
る
の
だ
。
お
前
み
た
い
に
、
大
し
た
こ
と
で
も

な
い
の
に
大
げ
さ
に
、き
ま
り
だ
の
、何
だ
の
と
言
っ
て
い
た
ら
、世
の
中
、

き
ゅ
う
く
つ
で
た
ま
ら
ん
で
は
な
い
か
。
な
あ
、
み
ん
な
。」

「
は
い
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
…
…
」

「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」（
小
学
校
教
材
）
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「
ダ
ッ
ダ
ー
ン
！
」

　
ま
だ
、
夜
の
明
け
ぬ
森
の
中
で
、
一
発
の
銃じ

ゅ
う
せ
い声

が
山
々
に
こ
だ
ま
し
た
。

　
森
の
番
人
ガ
リ
ュ
ー
は
、
急
い
で
身み

じ

た

く

支
度
を
す
る
と
、
銃
声
の
聞
こ
え
る

方
に
馬
を
走
ら
せ
た
。
ど
こ
の
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で
も
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の
出
前
に
は
狩か

り
を
し
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
き
ま
り
が
あ
っ
た
。
そ
の
き
ま
り
を
破や

ぶ

っ
た
者
を
取
り
し
ま
る

の
が
、
ガ
リ
ュ
ー
の
仕
事
で
あ
る
。

「
ダ
ッ
ダ
ー
ン
！
」

　
身
近
に
聞
こ
え
た
銃
声
か
ら
、
場
所
を
つ
か
ん
だ
ガ
リ
ュ
ー
は
、
全
速
力

で
馬
を
走
ら
せ
た
。
し
ば
ら
く
行
く
と
、
う
す
明
か
り
に
、
馬
に
乗
っ
た
三

人
の
姿す

が
た

が
う
か
び
上
が
っ
た
。

　
そ
し
て
、
ガ
リ
ュ
ー
が
近
づ
い
て
い
く
と
、
ひ
と
き
わ
目
立
つ
服ふ

く
そ
う装

を
し

て
い
る
若わ

か
も
の者

が
、

「
森
番
。
何
か
用
か
。」

と
、
に
ら
み
つ
け
る
よ
う
に
し
て
声
を
か
け
た
。

「
こ
こ
は
、
日ひ

ぐ暮
れ
か
ら
日
の
出
ま
で
、
狩
り
を
し
て
は
な
ら
な
い
所
と
知

っ
て
う
っ
た
の
か
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
強
い
調
子
で
言
っ
た
。

「
も
ち
ろ
ん
知
っ
て
お
る
。」

「
知
っ
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
、
銃
を
う
つ
の
だ
。」

「
遊
び
だ
。
酔よ

い
覚ざ

ま
し
に
は
、
ち
ょ
う
ど
よ
い
の
で
な
。」

「
何
を
言
っ
て
い
る
の
だ
。
き
ま
り
を
破
っ
て
お
き
な
が
ら
。
と
ら
え
て
や

る
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
き
っ
ぱ
り
と
言
っ
た
。

「
私わ

た
し

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
な
。
私
は
、
こ
の
国
の
王
子
、
ジ
ェ
ラ

ー
ル
だ
ぞ
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
お
ど
ろ
い
た
。
目
立
っ
た
服
装
の
若
者
は
、
な
ん
と
、
わ

が
ま
ま
者
の
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ラ
ー
ル
は
、
勝
手
気
ま
ま

に
ふ
る
ま
い
、
み
な
か
ら
お
そ
れ
ら
れ
て
い
た
。

「
さ
あ
、
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
な
ら
、
と
ら
え
て
み
ろ
。」

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
は
、
い
ば
っ
て
言
っ
た
。
し
か
し
、
ガ
リ
ュ
ー
は
落
ち

着
い
て
、

「
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
の
名
を
使
っ
て
、
こ
の
場
を
に
げ
よ
う
と
し
て
も
駄だ

め目

だ
。」

と
、
言
い
切
っ
た
。

「
も
う
一
度
言
う
。
私
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
だ
ぞ
。
王
子
を
つ
か
ま
え
ら
れ

る
の
か
。」

「
だ
れ
で
あ
ろ
う
と
、
国
の
き
ま
り
を
破
っ
た
か
ら
に
は
許ゆ

る

せ
ま
せ
ん
。
国

の
き
ま
り
は
、
み
な
が
勝
手
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
あ
る
の

で
す
。」

　
ガ
リ
ュ
ー
は
、
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
が
、
必
死
に
な
っ
て

う
っ
た
え
た
。

「
固
い
こ
と
を
言
う
な
。
み
ん
な
、
し
た
い
こ
と
を
し
た
い
よ
う
に
で
き
る

自
由
な
暮く

ら
し
を
望
ん
で
お
る
の
だ
。
お
前
み
た
い
に
、
大
し
た
こ
と
で
も

な
い
の
に
大
げ
さ
に
、き
ま
り
だ
の
、何
だ
の
と
言
っ
て
い
た
ら
、世
の
中
、

き
ゅ
う
く
つ
で
た
ま
ら
ん
で
は
な
い
か
。
な
あ
、
み
ん
な
。」

「
は
い
、
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
…
…
」

「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」（
小
学
校
教
材
）
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他
の
二
人
の
男
た
ち
も
、
王
子
の
ご
機き

げ
ん嫌
を
と
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
い
や
、
今
、
あ
な
た
方
が
言
っ
て
い
る
自
由
と
い
う
の
は
、
自
分
だ
け
に

都
合
の
良
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
本
当
の
自
由
と
は
申
し
ま
せ
ん
。
わ
が

ま
ま
勝
手
と
い
う
も
の
で
す
。」

　
決
死
の
覚か

く
ご悟

で
う
っ
た
え
る
ガ
リ
ュ
ー
の
勢い

き
お

い
に
お
さ
れ
て
、
王
子
は
言

葉
が
つ
ま
っ
た
。

「
し
た
い
こ
と
を
、し
た
い
よ
う
に
さ
れ
て
は
、他
の
者
は
め
い
わ
く
で
す
。

周
り
の
こ
と
を
考
え
、
ご
自
分
の
心
を
お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。」

「
え
え
い
、
生
意
気
な
。
私わ

た
し

に
意
見
し
よ
う
と
言
う
の
か
。」

「
も
し
、
本
当
に
、
あ
な
た
様
が
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
、

手
本
と
な
る
よ
う
、
勝
手
な
ふ
る
ま
い
を
つ
つ
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」

「
う
る
さ
い
。
王
子
に
逆さ

か

ら
う
と
は
無
礼
な
や
つ
。
こ
い
つ
を
し
ば
り
上
げ

ろ
。」

　
と
う
と
う
、
ガ
リ
ュ
ー
は
、
逆ぎ

ゃ
く

に
、
と
ら
え
ら
れ
、
ろ
う
屋
に
入
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
ま
も
な
く
王
様
が
な
く
な
り
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
が
王
位
を
受
け
つ
ぐ

と
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
わ
が
ま
ま
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
見
習

っ
て
、
国
中
の
人
々
も
、
勝
手
な
こ
と
を
平
気
で
や
る
よ
う
に
な
り
、
世
の

中
が
乱
れ
て
き
た
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
そ
ば
に
仕
え
る
者
も
、
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を
し
、
毎

日
、
勝
手
気
ま
ま
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
中
に
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
代
わ

っ
て
、
自
分
が
王
に
な
ろ
う
と
考
え
、
密ひ

そ

か
に
そ
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る

者
も
い
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
は
裏う

ら
ぎ切

り
に
あ
い
、
と
ら

わ
れ
の
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
暗
い
ど
う
く
つ
に
作
ら
れ
た
ろ
う
屋
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
が
お
く
の
方
に

目
を
や
る
と
、
う
す
明
か
り
の
中
に
、
一
人
の
男
が
静
か
に
す
わ
っ
て
い
る

の
が
見
え
た
。

「
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
、
あ
な
た
様
も
、
と
う
と
う
、
自
由
を
う
ば
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
な
。」

と
、
低
い
声
で
語
り
か
け
て
き
た
。

「
そ
う
い
う
お
前
は
だ
れ
だ
。」

「
お
忘わ

す

れ
に
な
ら
れ
る
の
も
当
然
。
私
は
、
森
の
番
人
ガ
リ
ュ
ー
で
ご
ざ
い

ま
す
。」

「
森
の
番
人
？
ガ
リ
ュ
ー
？
お
お
、
あ
の
と
き
の
…
…
わ
ず
か
し
か
時
が
た

た
ぬ
の
に
、
す
っ
か
り
や
つ
れ
て
し
ま
っ
た
の
う
。」

　
し
ば
ら
く
の
間
、
二
人
は
向
き
合
っ
た
ま
ま
だ
ま
っ
て
い
た
。

「
ガ
リ
ュ
ー
、
あ
の
と
き
、
お
前
の
言
葉
を
受
け
入
れ
、
わ
が
ま
ま
な
心
を

正
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
国
が
乱
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
に
…
…
」

と
、
言
っ
て
、
は
ら
は
ら
と
な
み
だ
を
流
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
ガ
リ
ュ
ー
は
ろ
う
屋
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ろ
う
屋
を
出
る
と
き
、
ガ
リ
ュ
ー
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
を
ふ
り
返
り
、

「
あ
な
た
様
も
、
き
っ
と
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
ら
、
ご
一い

っ
し
ょ緒

に
、
本
当
の
自
由
を
大
切
に
し
て
、
生
き
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。」

と
、
言
っ
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」
小
学
校
五
・
六
年
　
文
部
科
学
省
　
平
成
二
十
六
年
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（
二

−

②
）
主
権
者
教
育
と
関
連
付
け
ら
れ
る
指
導

　
実
践
事
例
【
中
学
校
】

　
規
則
は
誰
の
も
の
〔
内
容
項
目
　
Ｃ
　
遵
法
精
神
、
公
徳
心
〕

　
◆
教
材
名
「
二
通
の
手
紙
」
出
典
：「
私
た
ち
の
道
徳
」
文
部
科
学
省
　
平
成
二
十
六
年

　〈
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
〉

　
社
会
に
は
何
ら
か
の
き
ま
り
が
あ
る
。
こ
の
き
ま
り
は
、
自
分
自
身
や
他
者
の
生
活
や
権
利
を
守

る
た
め
に
あ
り
、
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
中
学
生
に
と
っ
て
、

き
ま
り
に
多
少
の
不
便
さ
や
不
自
由
さ
を
感
じ
て
い
て
も
、
生
活
を
支
え
る
安
心
・
安
全
が
根
底
に

あ
る
こ
と
、
社
会
生
活
に
秩
序
を
与
え
摩
擦
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ

せ
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
て
き
ま
り
通
り
に
行
動
す
れ
ば
居
心
地
の
よ
い
生

活
が
必
ず
し
も
送
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
そ
の
根
底
に
は
、
優
し
さ
や
思
い
や
り
と
い

っ
た
人
と
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
間
尊
重
の
精
神
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
本
教
材
を
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
主
な
登
場
人
物
で
あ
る
元
さ
ん
（
入
園
係
）、
幼
い
姉
弟
（
来

園
者
）、
動
物
園
を
運
営
す
る
側
の
人
々
に
視
点
を
当
て
る
。
そ
し
て
、
三
者
の
判
断
や
行
動
を
支
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他
の
二
人
の
男
た
ち
も
、
王
子
の
ご
機き

げ
ん嫌

を
と
る
よ
う
に
言
っ
た
。

「
い
や
、
今
、
あ
な
た
方
が
言
っ
て
い
る
自
由
と
い
う
の
は
、
自
分
だ
け
に

都
合
の
良
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
本
当
の
自
由
と
は
申
し
ま
せ
ん
。
わ
が

ま
ま
勝
手
と
い
う
も
の
で
す
。」

　
決
死
の
覚か

く
ご悟

で
う
っ
た
え
る
ガ
リ
ュ
ー
の
勢い

き
お

い
に
お
さ
れ
て
、
王
子
は
言

葉
が
つ
ま
っ
た
。

「
し
た
い
こ
と
を
、し
た
い
よ
う
に
さ
れ
て
は
、他
の
者
は
め
い
わ
く
で
す
。

周
り
の
こ
と
を
考
え
、
ご
自
分
の
心
を
お
さ
え
て
く
だ
さ
い
。」

「
え
え
い
、
生
意
気
な
。
私わ

た
し

に
意
見
し
よ
う
と
言
う
の
か
。」

「
も
し
、
本
当
に
、
あ
な
た
様
が
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
、

手
本
と
な
る
よ
う
、
勝
手
な
ふ
る
ま
い
を
つ
つ
し
ん
で
く
だ
さ
い
。」

「
う
る
さ
い
。
王
子
に
逆さ

か

ら
う
と
は
無
礼
な
や
つ
。
こ
い
つ
を
し
ば
り
上
げ

ろ
。」

　
と
う
と
う
、
ガ
リ
ュ
ー
は
、
逆ぎ

ゃ
く

に
、
と
ら
え
ら
れ
、
ろ
う
屋
に
入
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

　
ま
も
な
く
王
様
が
な
く
な
り
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
子
が
王
位
を
受
け
つ
ぐ

と
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
の
わ
が
ま
ま
は
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
見
習

っ
て
、
国
中
の
人
々
も
、
勝
手
な
こ
と
を
平
気
で
や
る
よ
う
に
な
り
、
世
の

中
が
乱
れ
て
き
た
。

　
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
の
そ
ば
に
仕
え
る
者
も
、
ぜ
い
た
く
な
暮
ら
し
を
し
、
毎

日
、
勝
手
気
ま
ま
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。
中
に
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
に
代
わ

っ
て
、
自
分
が
王
に
な
ろ
う
と
考
え
、
密ひ

そ

か
に
そ
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
い
る

者
も
い
た
。
そ
し
て
、
つ
い
に
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
は
裏う

ら
ぎ切

り
に
あ
い
、
と
ら

わ
れ
の
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
暗
い
ど
う
く
つ
に
作
ら
れ
た
ろ
う
屋
で
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
が
お
く
の
方
に

目
を
や
る
と
、
う
す
明
か
り
の
中
に
、
一
人
の
男
が
静
か
に
す
わ
っ
て
い
る

の
が
見
え
た
。

「
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
、
あ
な
た
様
も
、
と
う
と
う
、
自
由
を
う
ば
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
な
。」

と
、
低
い
声
で
語
り
か
け
て
き
た
。

「
そ
う
い
う
お
前
は
だ
れ
だ
。」

「
お
忘わ

す

れ
に
な
ら
れ
る
の
も
当
然
。
私
は
、
森
の
番
人
ガ
リ
ュ
ー
で
ご
ざ
い

ま
す
。」

「
森
の
番
人
？
ガ
リ
ュ
ー
？
お
お
、
あ
の
と
き
の
…
…
わ
ず
か
し
か
時
が
た

た
ぬ
の
に
、
す
っ
か
り
や
つ
れ
て
し
ま
っ
た
の
う
。」

　
し
ば
ら
く
の
間
、
二
人
は
向
き
合
っ
た
ま
ま
だ
ま
っ
て
い
た
。

「
ガ
リ
ュ
ー
、
あ
の
と
き
、
お
前
の
言
葉
を
受
け
入
れ
、
わ
が
ま
ま
な
心
を

正
す
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
国
が
乱
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
に
…
…
」

と
、
言
っ
て
、
は
ら
は
ら
と
な
み
だ
を
流
し
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
、
ガ
リ
ュ
ー
は
ろ
う
屋
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ろ
う
屋
を
出
る
と
き
、
ガ
リ
ュ
ー
は
ジ
ェ
ラ
ー
ル
王
を
ふ
り
返
り
、

「
あ
な
た
様
も
、
き
っ
と
そ
こ
か
ら
出
ら
れ
る
日
が
来
る
で
し
ょ
う
。
そ
う

し
た
ら
、
ご
一い

っ
し
ょ緒

に
、
本
当
の
自
由
を
大
切
に
し
て
、
生
き
て
ま
い
り
ま
し

ょ
う
。」

と
、
言
っ
て
、
去
っ
て
行
っ
た
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」
小
学
校
五
・
六
年
　
文
部
科
学
省
　
平
成
二
十
六
年
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二

−

②
）
主
権
者
教
育
と
関
連
付
け
ら
れ
る
指
導

　
実
践
事
例
【
中
学
校
】

　
規
則
は
誰
の
も
の
〔
内
容
項
目
　
Ｃ
　
遵
法
精
神
、
公
徳
心
〕

　
◆
教
材
名
「
二
通
の
手
紙
」
出
典
：「
私
た
ち
の
道
徳
」
文
部
科
学
省
　
平
成
二
十
六
年

　〈
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
〉
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り
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あ
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。
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あ
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。
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感
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摩
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あ
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あ
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。
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ぜ
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根
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は
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っ
た
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て
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な
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な
い
人
間
尊
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精
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け
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な
ら
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か
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。
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係
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来

園
者
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動
物
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運
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る
側
の
人
々
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を
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て
る
。
そ
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て
、
三
者
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判
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行
動
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支
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え
る
考
え
方
に
つ
い
て
生
徒
が
話
し
合
う
こ
と
を
通
し
て
、
法
や
き
ま
り
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　
私
た
ち
人
間
は
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
を
も
っ
て
い
た
り
立
場
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
ど

の
よ
う
に
法
や
き
ま
り
を
設
定
し
た
と
し
て
も
、
全
て
の
人
の
願
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
合
意
形

成
を
図
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
低
限
納
得
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
合
意
し
、
合
意

し
た
法
や
き
ま
り
は
尊
重
し
、
一
人
一
人
が
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、
法
や
き
ま
り
は
自

分
た
ち
を
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
の
社
会
を
安
定
的
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
を
見
つ
め

直
し
、
法
や
き
ま
り
を
よ
り
よ
い
も
の
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
積
極
的
な
意
欲
や
態
度
を
育
て
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
　
◆
ね
ら
い

　
誰
も
が
納
得
で
き
る
法
や
き
ま
り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
合
意
し
た
法
や
き
ま
り

は
尊
重
し
、
一
人
一
人
が
守
る
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
も
の
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
な
ど

積
極
的
に
法
や
き
ま
り
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
意
欲
や
態
度
を
育
て
る
。
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◆
　
指
導
展
開
例

【
教
　
師
】�

今
日
は
、「
二
通
の
手
紙
」と
い
う
読
み
物
を
通
し
て
、

み
な
さ
ん
で
規
則
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。（
黒
板
に
教
材
名
を
書
く
）

一
　
教
材
「
二
通
の
手
紙
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】�「
私
た
ち
の
道
徳
」
の
一
四
〇
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し

ょ
う
。

　
　
　
　
　�

い
い
で
す
か
。
そ
れ
で
は
、先
生
が
読
み
ま
す
。（
範

読
す
る
）

【
教
　
師
】�

何
か
感
想
は
あ
り
ま
す
か
。
印
象
に
残
っ
た
人
や
そ
の

行
動
な
ど
、
思
っ
た
こ
と
を
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　（
感
想
で
出
た
登
場
人
物
や
場
面
の
挿
絵
を
貼
る
）

【
生
徒
Ａ
】�

元
さ
ん
が
、
姉
弟
を
入
園
さ
せ
た
場
面
が
心
に
残
り

ま
し
た
。

【
教
　
師
】�

な
ぜ
そ
の
場
面
が
心
に
残
っ
た
の
で
す
か
。
同
じ
よ

う
に
思
っ
た
人
も
い
ま
す
か
。

【
生
徒
Ｂ
】�

弟
の
誕
生
日
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
入
園
を
お
願
い
す

る
姉
の
願
い
を
受
け
入
れ
た
元
さ
ん
の
行
動
が
優
し

い
な
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

【
教
　
師
】
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

【
生
徒
Ｃ
】�

私
は
、
元
さ
ん
が
懲
戒
処
分
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
顔
で
職
場
を
去
っ
た
の
は
、
ど

う
し
て
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。

【
生
徒
Ｄ
】�

上
司
の
こ
と
で
す
が
、
元
さ
ん
が
懲
戒
処
分
と
い
う

の
は
重
す
ぎ
る
と
思
い
ま
し
た
。

【
教
　
師
】�

皆
さ
ん
か
ら
は
、
元
さ
ん
に
つ
い
て
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。
話
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
。
ま
ず
こ
の
話

は
、
入
園
終
了
時
刻
の
午
後
四
時
を
少
し
過
ぎ
た
動

物
園
の
場
面
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
入
園
時
刻
を
少
し

過
ぎ
た
だ
け
な
の
だ
か
ら
入
れ
て
あ
げ
よ
う
と
す
る

山
田
さ
ん
に
対
し
て
、
き
っ
ぱ
り
と
拒
否
を
す
る

佐
々
木
さ
ん
の
会
話
か
ら
、
佐
々
木
さ
ん
が
経
験
し

た
数
年
前
の
話
へ
と
場
面
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　�

入
園
終
了
時
刻
は
午
後
四
時
。
そ
し
て
小
学
校
以
下

の
子
供
は
保
護
者
同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
規
則
が
動
物
園
に
は
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
規
則
を

破
っ
て
動
物
園
に
姉
弟
を
入
れ
た
元
さ
ん
、
幼
い
姉

弟
、
そ
し
て
動
物
園
を
経
営
す
る
側
の
人
が
い
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
人
物
の
行
動
や
考
え
方
に
つ
い
て
、

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
少
し
考
え
る
時
間
を

と
り
ま
す
。（
時
間
は
三
十
秒
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
元
さ
ん
、
幼
い
姉
弟
、
そ
し
て
動
物
園

を
経
営
す
る
側
の
人
の
ど
の
立
場
の
人
の
行
動
や
考

え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
隣
り
の
人

と
意
見
の
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。（
時
間
は
三
十
秒
）
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え
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は
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【
教
　
師
】�

で
は
、
動
物
園
を
運
営
す
る
側
の
人
た
ち
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
生
徒
Ｉ
】�

動
物
園
の
規
則
と
し
て
決
め
た
の
だ
か
ら
、
従
業
員

の
皆
に
は
守
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。（
共
感
的
な
意
見
）

【
生
徒
Ｊ
】�

そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
姉
弟
の
よ
う
に
遅
い
時
間

か
ら
し
か
来
ら
れ
な
い
人
た
ち
も
き
っ
と
い
る
と
思

う
の
で
、
も
っ
と
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
は

ず
だ
。（
批
判
的
な
意
見
）

【
教
　
師
】�

黒
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
姉
弟
に
は
規
則
の
時
間
内

に
入
園
で
き
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
元
さ
ん
は
そ
れ

を
察
知
し
て
入
園
さ
せ
た
。
し
か
し
動
物
園
を
経
営

す
る
人
た
ち
側
か
ら
す
る
と
規
則
は
守
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
共
感
的
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
う
は
い
っ
て
も
規
則
な
の

だ
か
ら
姉
弟
は
守
る
べ
き
だ
し
、
元
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
入
園
さ
せ
た
の
だ
か
ら
自
分
の
責

任
は
ど
う
な
の
か
。
動
物
園
を
経
営
す
る
人
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
対
応
が

あ
る
の
で
は
と
し
た
批
判
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

（
生
徒
の
発
言
を
、「
共
感
的
な
意
見
（
黄
色
）」「
批

「
入
園
終
了
時
刻
は
午
後
四
時
。
小
学
校
以
下
の
子
供
は

保
護
者
同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
規
則
が

動
物
園
に
は
あ
っ
た
。
姉
弟
、
仕
事
を
や
め
た
元
さ
ん
、

動
物
園
を
経
営
す
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
行
動
や

考
え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。（
時
間
は

十
二
分
）

【
教
　
師
】�

ま
ず
、姉
弟
に
つ
い
て
考
え
た
人
は
い
ま
す
か
。（
話

合
い
の
様
子
を
観
察
し
、
意
図
的
指
名
を
す
る
）

【
生
徒
Ｅ
】�

姉
弟
は
、
理
由
が
あ
っ
て
保
護
者
と
来
ら
れ
な
い
の

だ
か
ら
夕
方
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。（
共
感
的

な
意
見
）

【
生
徒
Ｆ
】�

し
か
し
、
閉
園
時
刻
が
あ
る
の
だ
か
ら
規
則
は
守
る

べ
き
だ
。（
批
判
的
な
意
見
）

【
教
　
師
】
元
さ
ん
に
つ
い
て
考
え
た
人
は
ど
う
で
す
か
。

【
生
徒
Ｇ
】�

毎
日
柵
か
ら
の
ぞ
い
て
い
る
姉
弟
の
様
子
か
ら
何
と

か
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
入
れ
て
あ
げ
た
気
持
ち

は
分
か
る
。
そ
れ
に
、
閉
園
時
刻
を
少
し
過
ぎ
た
だ

け
な
の
だ
か
ら
。（
共
感
的
な
意
見
）

【
生
徒
Ｈ
】�

姉
弟
を
入
れ
た
と
し
て
も
、
規
則
で
は
保
護
者
同
伴

な
の
だ
か
ら
、
元
さ
ん
が
責
任
を
も
っ
て
姉
弟
に
付

き
添
う
べ
き
だ
と
思
う
。（
批
判
的
な
意
見
）

87

発
表
者
の
考
え
に
つ
い
て
賛
成
す
る
こ
と
、
補
足
す

る
こ
と
、
賛
成
で
き
な
い
こ
と
（
そ
の
場
合
は
、
理

由
と
代
案
を
出
す
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
。
誰
も

が
発
表
者
に
対
し
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
、
時
間
は

三
分
間
と
し
ま
す
。
二
人
目
の
人
の
発
言
に
対
し
て

み
ん
な
で
意
見
交
換
を
三
分
間
行
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
手
順
で
一
巡
し
ま
す
。
で
は
、
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。（
十
二
分
話
し
合
う
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

誰
も
が
納
得
す
る
規
則
は
な
い
と
思
う
。
規
則
は
、

事
故
や
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
な
の
で
納
得

す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
と
き
の
最
善
策
を
規
則
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
則
に
感
情
は
い
ら
な
い

と
思
う
。

意
見
①
：�

け
れ
ど
も
小
学
生
以
下
の
子
供
も
入
園
で
き
た
ら
、

動
物
園
側
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
わ
け
だ
か
ら
、
例

え
ば
案
内
係
を
作
れ
ば
い
い
。

意
見
②
：�

案
内
係
が
い
れ
ば
安
心
だ
け
ど
、
動
物
園
側
か
ら
す

れ
ば
人
件
費
が
か
か
る
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
規
則

を
柔
軟
に
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か

な
。
例
え
ば
子
供
連
れ
の
多
い
日
は
四
時
頃
ま
で
と

い
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

意
見
③
：�「
大
体
」
と
か
「
頃
」
と
い
う
あ
い
ま
い
さ
は
規
則

判
的
な
意
見
（
赤
色
）」
に
整
理
し
、
分
類
し
て
板

書
す
る
）

皆
さ
ん
の
発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
動
物
園
に

は
、「
入
園
終
了
時
刻
は
四
時
。
そ
し
て
小
学
校

以
下
の
子
供
は
保
護
者
同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
い
う
規
則
が
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
皆
さ

ん
が
考
え
た
姉
弟
、
元
さ
ん
、
動
物
園
を
運
営
す
る

人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
様
々
で
す
。

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

元
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
姉
弟
に
と
っ
て
も
、
動
物
園
を
経

営
す
る
側
の
人
の
誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
で
き
る
規
則
は

考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
時
間
は
二
十
五
分
）

【
教
　
師
】�

は
じ
め
に
、
一
人
一
人
が
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
考
え
を
書
い
た
後
、
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星
（
★
）
に
記
入
し
ま
し
ょ

う
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
四

人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
一
人
が
考
え
を
発
表
し
た
後
、
他
の
三
人
は
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【
教
　
師
】�

で
は
、
動
物
園
を
運
営
す
る
側
の
人
た
ち
に
つ
い
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

【
生
徒
Ｉ
】�

動
物
園
の
規
則
と
し
て
決
め
た
の
だ
か
ら
、
従
業
員

の
皆
に
は
守
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。（
共
感
的
な
意
見
）

【
生
徒
Ｊ
】�

そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
姉
弟
の
よ
う
に
遅
い
時
間

か
ら
し
か
来
ら
れ
な
い
人
た
ち
も
き
っ
と
い
る
と
思

う
の
で
、
も
っ
と
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
は

ず
だ
。（
批
判
的
な
意
見
）

【
教
　
師
】�

黒
板
を
見
て
く
だ
さ
い
。
姉
弟
に
は
規
則
の
時
間
内

に
入
園
で
き
な
い
理
由
が
あ
っ
た
。
元
さ
ん
は
そ
れ

を
察
知
し
て
入
園
さ
せ
た
。
し
か
し
動
物
園
を
経
営

す
る
人
た
ち
側
か
ら
す
る
と
規
則
は
守
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
共
感
的
な
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
そ
う
は
い
っ
て
も
規
則
な
の

だ
か
ら
姉
弟
は
守
る
べ
き
だ
し
、
元
さ
ん
は
保
護
者

同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
入
園
さ
せ
た
の
だ
か
ら
自
分
の
責

任
は
ど
う
な
の
か
。
動
物
園
を
経
営
す
る
人
た
ち

は
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
こ
と
を
考
え
た
対
応
が

あ
る
の
で
は
と
し
た
批
判
的
な
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。

（
生
徒
の
発
言
を
、「
共
感
的
な
意
見
（
黄
色
）」「
批

「
入
園
終
了
時
刻
は
午
後
四
時
。
小
学
校
以
下
の
子
供
は

保
護
者
同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
規
則
が

動
物
園
に
は
あ
っ
た
。
姉
弟
、
仕
事
を
や
め
た
元
さ
ん
、

動
物
園
を
経
営
す
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
た
ち
の
行
動
や

考
え
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。（
時
間
は

十
二
分
）

【
教
　
師
】�

ま
ず
、姉
弟
に
つ
い
て
考
え
た
人
は
い
ま
す
か
。（
話

合
い
の
様
子
を
観
察
し
、
意
図
的
指
名
を
す
る
）

【
生
徒
Ｅ
】�

姉
弟
は
、
理
由
が
あ
っ
て
保
護
者
と
来
ら
れ
な
い
の

だ
か
ら
夕
方
に
な
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。（
共
感
的

な
意
見
）

【
生
徒
Ｆ
】�

し
か
し
、
閉
園
時
刻
が
あ
る
の
だ
か
ら
規
則
は
守
る

べ
き
だ
。（
批
判
的
な
意
見
）

【
教
　
師
】
元
さ
ん
に
つ
い
て
考
え
た
人
は
ど
う
で
す
か
。

【
生
徒
Ｇ
】�

毎
日
柵
か
ら
の
ぞ
い
て
い
る
姉
弟
の
様
子
か
ら
何
と

か
し
て
や
り
た
い
と
思
っ
て
入
れ
て
あ
げ
た
気
持
ち

は
分
か
る
。
そ
れ
に
、
閉
園
時
刻
を
少
し
過
ぎ
た
だ

け
な
の
だ
か
ら
。（
共
感
的
な
意
見
）

【
生
徒
Ｈ
】�

姉
弟
を
入
れ
た
と
し
て
も
、
規
則
で
は
保
護
者
同
伴

な
の
だ
か
ら
、
元
さ
ん
が
責
任
を
も
っ
て
姉
弟
に
付

き
添
う
べ
き
だ
と
思
う
。（
批
判
的
な
意
見
）
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、
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足
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る
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、
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で
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な
い
こ
と
（
そ
の
場
合
は
、
理

由
と
代
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を
出
す
）
に
つ
い
て
発
表
し
ま
す
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誰
も

が
発
表
者
に
対
し
て
意
見
を
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べ
る
こ
と
、
時
間
は

三
分
間
と
し
ま
す
。
二
人
目
の
人
の
発
言
に
対
し
て

み
ん
な
で
意
見
交
換
を
三
分
間
行
い
ま
す
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こ
の
よ

う
な
手
順
で
一
巡
し
ま
す
。
で
は
、
は
じ
め
ま
し
ょ

う
。（
十
二
分
話
し
合
う
）

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

誰
も
が
納
得
す
る
規
則
は
な
い
と
思
う
。
規
則
は
、

事
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や
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
も
の
な
の
で
納
得

す
る
必
要
は
な
い
。
そ
の
と
き
の
最
善
策
を
規
則
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
則
に
感
情
は
い
ら
な
い

と
思
う
。
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見
①
：�

け
れ
ど
も
小
学
生
以
下
の
子
供
も
入
園
で
き
た
ら
、

動
物
園
側
の
売
り
上
げ
も
上
が
る
わ
け
だ
か
ら
、
例

え
ば
案
内
係
を
作
れ
ば
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い
。

意
見
②
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内
係
が
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れ
ば
安
心
だ
け
ど
、
動
物
園
側
か
ら
す

れ
ば
人
件
費
が
か
か
る
。
時
と
場
合
に
よ
っ
て
規
則

を
柔
軟
に
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か

な
。
例
え
ば
子
供
連
れ
の
多
い
日
は
四
時
頃
ま
で
と

い
う
よ
う
に
す
る
と
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

意
見
③
：�「
大
体
」
と
か
「
頃
」
と
い
う
あ
い
ま
い
さ
は
規
則

判
的
な
意
見
（
赤
色
）」
に
整
理
し
、
分
類
し
て
板

書
す
る
）

皆
さ
ん
の
発
表
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
動
物
園
に

は
、「
入
園
終
了
時
刻
は
四
時
。
そ
し
て
小
学
校

以
下
の
子
供
は
保
護
者
同
伴
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
と
い
う
規
則
が
あ
り
ま
し
た
。
先
ほ
ど
皆
さ

ん
が
考
え
た
姉
弟
、
元
さ
ん
、
動
物
園
を
運
営
す
る

人
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
は
様
々
で
す
。

〈
議
論
に
値
す
る
発
問
〉

元
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
姉
弟
に
と
っ
て
も
、
動
物
園
を
経

営
す
る
側
の
人
の
誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
で
き
る
規
則
は

考
え
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。（
時
間
は
二
十
五
分
）

【
教
　
師
】�

は
じ
め
に
、
一
人
一
人
が
じ
っ
く
り
と
考
え
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
個
人
で
考
え
を
書
い
た
後
、
グ
ル

ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星
（
★
）
に
記
入
し
ま
し
ょ

う
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
、
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考

え
に
つ
い
て
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
ま
す
。
四

人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
一
人
が
考
え
を
発
表
し
た
後
、
他
の
三
人
は
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必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

【
生
徒
Ｑ
】�

誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
い
く
規
則
は
つ
く
れ
な
い
と

思
う
。
ど
こ
か
で
そ
れ
ぞ
れ
我
慢
す
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
合
意
し
た
規
則
を
守

ろ
う
と
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

【
教
　
師
】�

こ
こ
ま
で
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
発
表

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
改
め
て
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
二
つ
星
（
★
★
）
に
、
グ

ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
こ
と
や
全
体
で
話
し
合
っ
た

こ
と
を
受
け
て
、
規
則
の
在
り
方
に
つ
い
て
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

二
　
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。

規
則
と
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
と
し
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
価
値
観
を
も
っ
た
人
た
ち
が
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
全
員
の
意
に
全
て
沿
う
よ
う
な
合
意
形
成
を
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
低
限

納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
合
意
し
、
合
意
し
た
も
の
は

尊
重
し
て
、
一
人
一
人
が
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
さ
ら
に
決
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
よ
り
よ
い

も
の
へ
と
変
え
て
い
こ
う
と
考
え
る
こ
と
は
で
き

る
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
回
収
す
る
）

と
し
て
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
全
て
の
意
見
を
取

り
入
れ
る
と
際
限
が
な
い
。

そ
の
規
則
の
中
で
一
人
一
人
が
ど
う
対
処
す
る
か
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

【
教
　
師
】�
終
了
で
す
。
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
考
え
が
出
さ

れ
た
の
か
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。（
二
又
は
三
グ
ル
ー
プ
が
発
表
す
る
）

【
生
徒
Ｋ
】�

閉
園
時
刻
が
四
時
な
の
だ
か
ら
守
る
べ
き
だ
と
思

う
。
た
だ
し
、
姉
弟
の
よ
う
な
状
況
の
人
も
い
る
か

ら
特
別
な
配
慮
を
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

【
生
徒
Ｌ
】�

し
か
し
、
特
別
な
配
慮
を
し
て
し
ま
う
と
規
則
が
規

則
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

【
生
徒
Ｍ
】�

動
物
園
の
経
営
を
昼
の
部
と
夜
の
部
と
い
う
よ
う
に

分
け
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【
生
徒
Ｎ
】�

そ
れ
は
、
人
間
に
と
っ
て
は
都
合
が
よ
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
動
物
た
ち
に
と
っ
て
は
負
担
を
か
け
る
こ

と
に
な
る
。

【
生
徒
Ｏ
】�

ど
の
よ
う
な
規
則
で
も
、
誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
い

く
規
則
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
教
　
師
】�

そ
う
す
る
と
、
規
則
は
あ
っ
て
も
意
味
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

【
生
徒
Ｐ
】�

規
則
は
一
個
人
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
全

て
の
人
に
と
っ
て
よ
り
よ
く
生
活
で
き
る
た
め
に
は

89
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必
要
だ
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。
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る
。
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収
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す
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く
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】�
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介
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又
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徒
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】�
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っ
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※ 読 み 物 教 材 は 省 略

「 二 通 の 手 紙 」

91

（
三
）
規
範
意
識
に
関
す
る
指
導

　
実
践
事
例
【
小
学
校
第
二
学
年
】

　
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
て
〔
内
容
項
目
　
Ｃ
　
規
則
の
尊
重
〕

　
◆ 

教
材
名
「
あ
ぶ
ら
山
」

　
出
典
：�「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」―
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
こ
と
　
文
部
省
　

平
成
六
年

　〈
ね
ら
い
と
す
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
〉

　
約
束
や
き
ま
り
は
、
集
団
生
活
を
円
滑
に
送
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
に
は
、

個
人
の
都
合
や
利
益
と
対
立
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
集
団
の
成
員
が
約
束
や
き
ま
り
を
守
ら

な
け
れ
ば
、
個
人
も
平
穏
な
生
活
を
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
社
会
生
活
を
送
っ
て
い
く
上
で
、
約

束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。

　
本
教
材
で
は
、
約
束
を
分
か
っ
て
い
な
が
ら
自
分
の
弱
い
心
に
負
け
て
し
ま
っ
た
一
平
や
、
一
平

の
行
動
を
責
め
な
が
ら
も
同
じ
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
じ
い
さ
ま
や
ば
あ
さ
ま
の
心
情
と
自
分
自

身
の
体
験
を
重
ね
合
せ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
だ
め
な
こ
と
だ
。」
と
分
か
っ
て
い
て
も
、
約
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束
や
き
ま
り
を
守
ら
な
い
人
が
い
る
の
を
目
の
前
に
す
る
と
、
ず
る
い
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
り
、「
他

の
人
も
や
っ
て
い
る
か
ら
。」「
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
。」
と
い
っ
た
独
り
よ
が
り
な
理
由
で
約
束

や
き
ま
り
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
自
分
だ
け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
た

ち
も
同
じ
よ
う
に
気
持
ち
よ
く
生
活
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
求
め
ら
れ
、
何
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
人
に
言
わ
れ
て
で
き
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
自
分
で
状
況
を
判
断
し

行
動
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
時
で
は
、
自
分
勝
手
な
行
動
は
、
社
会
生
活
を
乱
し

て
取
り
返
し
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、「
だ
め
な
こ
と
は
だ

め
だ
。」
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
捉
え
さ
せ
る
。

　
　
◆
ね
ら
い

　
み
ん
な
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
自
己
中
心
的
な
気
持
ち
で
行
動
す
る
の
で
は
な

く
、
一
人
一
人
の
誰
も
が
き
ま
り
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
自
ら
も
進
ん
で

き
ま
り
を
守
ろ
う
と
す
る
態
度
を
育
む
。

93

◆
　
指
導
展
開
例

一
　 「
身
の
回
り
に
あ
る
約
束
や
き
ま
り
」
に
つ
い
て
、
児
童
一

人
一
人
が
考
え
を
も
つ
。

【
教
　
師
】�

皆
さ
ん
、
家
で
の
約
束
は
あ
り
ま
す
か
。
学
校
に
は

き
ま
り
が
あ
り
ま
す
ね
、
家
や
学
校
の
他
の
所
で
は

約
束
や
き
ま
り
は
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
約
束

や
き
ま
り
が
あ
る
か
、
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ど

う
で
す
か
。
廊
下
は
右
側
を
歩
く
。
図
書
室
で
は
静

か
に
す
る
。
こ
れ
は
学
校
の
き
ま
り
で
す
ね
。
赤
信

号
は
渡
ら
な
い
。
道
や
公
園
に
ご
み
を
落
と
さ
な

い
。
こ
れ
は
家
や
学
校
の
他
で
の
き
ま
り
で
す
ね
。

家
で
の
約
束
は
あ
り
ま
す
か
。
出
か
け
る
と
き
は
行

き
先
を
伝
え
る
。
他
に
も
た
く
さ
ん
約
束
や
き
ま
り

が
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

今
日
は
、「
あ
ぶ
ら
山
」
と
い
う
読
み
物
を
読
ん
で
、

約
束
や
き
ま
り
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
深
く
考
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

（
黒
板
に
教
材
名
を
書
き
、
教
材
を
配
布
す
る
）

二
　
教
材
「
あ
ぶ
ら
山
」
を
読
ん
で
話
し
合
う
。

【
教
　
師
】
そ
れ
で
は
、
お
話
を
読
み
ま
す
。（
範
読
す
る
）

【
教
　
師
】�

む
か
し
む
か
し
の
話
で
し
た
。
電
燈
の
な
か
っ
た

昔
は
こ
の
よ
う
に
、
ろ
う
そ
く
の
芯
の
よ
う
な
も

の
に
あ
ぶ
ら
に
浸
し
て
あ
か
り
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
こ
の
細
い
炎
が
唯
一
の

あ
か
り
だ
っ
た
の
で
す
ね
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）

こ
の
あ
か
り
を
灯
す
た
め
の
あ
ぶ
ら
が
、
あ
ぶ
ら

山
と
い
う
小
さ
な
山
か
ら
「
ち
ろ
ち
ろ
」
と
流
れ

出
て
い
ま
し
た
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）「
ち
ろ
ち

ろ
」
と
は
ど
ん
な
様
子
で
流
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
す
ね
。
あ
ぶ
ら
が
細
く
、
少
し
ず
つ

少
し
ず
つ
流
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
む
ら
の
人
た

ち
は
、
そ
の
日
の
晩
だ
け
の
あ
ぶ
ら
を
皿
に
く
ん

で
い
ま
し
た
。
あ
る
雪
の
日
、
一
平
は
お
父
さ
ん

か
ら
あ
ぶ
ら
く
み
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。

あ
ぶ
ら
く
み
を
頼
ま
れ
た
一
平
は
、
な
べ
い
っ
ぱ
い
に
あ

ぶ
ら
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ぶ
ら
を
一
平
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
竹
や
ぶ
に
か
く
し
た
の
で
し
ょ
う
。（
三
名
程
度

指
名
す
る
　
時
間
は
七
分
）

【
児
童
Ａ
】
一
度
に
た
く
さ
ん
採
れ
て
楽
だ
。

【
児
童
Ｂ
】�

こ
れ
で
何
度
も
く
み
に
こ
な
く
て
い
い
し
、
誰
も
見
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師
】�

む
か
し
む
か
し
の
話
で
し
た
。
電
燈
の
な
か
っ
た

昔
は
こ
の
よ
う
に
、
ろ
う
そ
く
の
芯
の
よ
う
な
も

の
に
あ
ぶ
ら
に
浸
し
て
あ
か
り
を
と
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
こ
の
細
い
炎
が
唯
一
の

あ
か
り
だ
っ
た
の
で
す
ね
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）

こ
の
あ
か
り
を
灯
す
た
め
の
あ
ぶ
ら
が
、
あ
ぶ
ら

山
と
い
う
小
さ
な
山
か
ら
「
ち
ろ
ち
ろ
」
と
流
れ

出
て
い
ま
し
た
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）「
ち
ろ
ち

ろ
」
と
は
ど
ん
な
様
子
で
流
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
そ
う
で
す
ね
。
あ
ぶ
ら
が
細
く
、
少
し
ず
つ

少
し
ず
つ
流
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。
む
ら
の
人
た

ち
は
、
そ
の
日
の
晩
だ
け
の
あ
ぶ
ら
を
皿
に
く
ん

で
い
ま
し
た
。
あ
る
雪
の
日
、
一
平
は
お
父
さ
ん

か
ら
あ
ぶ
ら
く
み
を
頼
ま
れ
ま
し
た
。

あ
ぶ
ら
く
み
を
頼
ま
れ
た
一
平
は
、
な
べ
い
っ
ぱ
い
に
あ

ぶ
ら
を
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ぶ
ら
を
一
平
は
ど
ん
な
気

持
ち
で
竹
や
ぶ
に
か
く
し
た
の
で
し
ょ
う
。（
三
名
程
度

指
名
す
る
　
時
間
は
七
分
）

【
児
童
Ａ
】
一
度
に
た
く
さ
ん
採
れ
て
楽
だ
。

【
児
童
Ｂ
】�

こ
れ
で
何
度
も
く
み
に
こ
な
く
て
い
い
し
、
誰
も
見
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て
い
な
い
か
ら
い
い
だ
ろ
う
。

【
教
　
師
】�

お
父
さ
ん
は
一
平
に
、「
あ
ぶ
ら
は
そ
の
晩
使
う
分

し
か
く
ん
で
こ
な
い
約
束
に
な
っ
て
い
る
。」
と
話

し
ま
し
た
ね
、
こ
の
約
束
と
は
村
の
人
た
ち
全
員
の

約
束
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
平
は
そ
の
約
束
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。（
家
で
の
お
父
さ
ん

と
一
平
の
会
話
か
ら
、
そ
の
晩
使
う
分
だ
け
し
か
く

ま
な
い
約
束
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
）

【
児
童
Ｃ
】�

村
の
約
束
だ
け
ど
、
自
分
一
人
く
ら
い
た
く
さ
ん
く

ん
で
も
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

【
児
童
Ｄ
】�

雪
が
こ
ん
な
に
降
っ
て
い
る
し
寒
い
か
ら
、
約
束
を

破
っ
て
も
い
い
か
な
。

【
教
　
師
】�

一
平
は
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
村
の
約
束
を
破

っ
て
、
一
度
に
た
く
さ
ん
あ
ぶ
ら
を
く
ん
で
竹
や
ぶ

に
か
く
し
た
の
で
す
ね
。
あ
る
日
、
一
平
が
あ
ぶ
ら

を
た
く
さ
ん
く
ん
で
き
た
と
こ
ろ
を
、
と
な
り
の
じ

い
さ
ま
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
じ

い
さ
ま
も
な
べ
に
あ
ぶ
ら
を
く
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

（
挿
絵
を
提
示
す
る
）
そ
の
じ
い
さ
ま
の
姿
を
見
た

ば
あ
さ
ま
も
ま
た
、
な
べ
に
た
く
さ
ん
あ
ぶ
ら
を
く

み
ま
し
た
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）

じ
い
さ
ま
や
ば
あ
さ
ま
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
か
ら
な
べ
い

っ
ぱ
い
の
あ
ぶ
ら
を
入
れ
て
帰
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
七
分
）

【
児
童
Ｅ
】�

だ
ま
っ
て
い
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
や
っ
て
い
る
の
は

自
分
だ
け
で
は
な
い
。

【
児
童
Ｆ
】�

約
束
だ
か
ら
た
く
さ
ん
く
ん
で
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
採
っ
て
い
る
か
ら
つ
い
採
っ

て
し
ま
っ
た
。

【
児
童
Ｇ
】�

他
の
人
も
た
く
さ
ん
く
ん
で
い
る
の
に
、
自
分
だ
け

約
束
を
守
る
な
ん
て
ば
か
ば
か
し
い
。

【
教
　
師
】�

じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
、
あ
ぶ
ら
を
た
く
さ
ん
採

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
他
の
人
も
や
っ
て
い
る
」
と

か
、「
自
分
だ
け
村
の
約
束
を
守
る
の
は
ば
か
ば
か

し
い
」
と
思
っ
た
こ
と
で
、
一
平
と
同
じ
よ
う
に
あ

ぶ
ら
を
な
べ
に
く
ん
だ
の
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
一

平
を
は
じ
め
、
じ
い
さ
ま
、
ば
あ
さ
ま
ま
で
が
あ
ぶ

ら
を
た
く
さ
ん
く
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
が
一
度
に
た
く
さ
ん
採
る
と
、
あ
ぶ
ら
山
か
ら
あ

ぶ
ら
が
出
な
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
じ
い
さ
ま
は
、
一
平
が
な
べ
に
あ
ぶ
ら
を
く
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（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考
え

に
つ
い
て
隣
り
の
人
と
話
し
合
い
ま
す
。
話
し
合
う

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
一

人
の
人
が
、
一
平
、
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
誰
の

行
動
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
を
言
っ
た
後
に
、
自
分

の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
隣
の
人
は
、
発
表
し
た
人

に
対
し
て
、「
私
も
同
じ
考
え
で
～
と
思
う
。」「
〇
〇

さ
ん
の
発
表
か
ら
～
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
。」「
～

と
い
う
考
え
と
違
っ
て
。」
な
ど
、
発
表
し
た
人
に

自
分
の
考
え
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
今
度
は
隣

の
人
が
自
分
の
意
見
を
言
い
ま
す
。
そ
の
意
見
に
対

し
て
隣
り
の
人
は
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
ま
す
。

で
は
始
め
ま
し
ょ
う
。（
進
行
状
況
を
把
握
す
る
）

今
度
は
、
前
後
の
人
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

前
の
席
の
人
か
ら
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

私
は
一
平
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
一
平
は
、
た
く
さ

ん
あ
ぶ
ら
を
採
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て

い
な
い
こ
と
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

意
　
見
：�

一
平
は
、
た
く
さ
ん
採
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
分
か
っ
て
い
て
、
じ
い
さ
ん
に
も
採
る
よ
う
に
す
す

ん
で
い
る
の
を
見
た
と
き
、「
あ
ぶ
ら
山
の
あ
ぶ
ら

が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
。」
と
言
い
、
あ
ぶ
ら

山
の
あ
ぶ
ら
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

〈
考
え
る
に
足
る
発
問
〉

一
平
、じ
い
さ
ま
、ば
あ
さ
ま
の
三
人
の
行
動
に
つ
い
て
、

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。（
時
間
は
一
五
分
）

【
児
童
Ｈ
】
ぼ
く
は
一
平
が
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】
な
ぜ
一
平
が
よ
く
な
い
と
思
う
の
で
す
か
。

【
児
童
Ｈ
】
は
じ
め
に
た
く
さ
ん
採
っ
た
か
ら
で
す
。

【
児
童
Ｉ
】�

私
は
、
じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
あ
ぶ
ら
を
た
く
さ

ん
採
っ
た
の
だ
か
ら
悪
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】�

一
平
も
、
じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
よ
く
な
い
と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。
で
は
、
誰
の
行
動
の
ど
こ
が

い
け
な
か
っ
た
の
か
に
つ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
一
平
か
、
じ
い
さ
ま
か
、
ば
あ
さ
ま
か
、
誰
の

行
動
に
つ
い
て
考
え
る
か
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
決

ま
っ
た
ら
、
そ
の
人
の
行
動
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど

う
思
う
か
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星
（
★
）
の
枠

に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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て
い
な
い
か
ら
い
い
だ
ろ
う
。

【
教
　
師
】�

お
父
さ
ん
は
一
平
に
、「
あ
ぶ
ら
は
そ
の
晩
使
う
分

し
か
く
ん
で
こ
な
い
約
束
に
な
っ
て
い
る
。」
と
話

し
ま
し
た
ね
、
こ
の
約
束
と
は
村
の
人
た
ち
全
員
の

約
束
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
平
は
そ
の
約
束
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。（
家
で
の
お
父
さ
ん

と
一
平
の
会
話
か
ら
、
そ
の
晩
使
う
分
だ
け
し
か
く

ま
な
い
約
束
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え
る
）

【
児
童
Ｃ
】�

村
の
約
束
だ
け
ど
、
自
分
一
人
く
ら
い
た
く
さ
ん
く

ん
で
も
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。

【
児
童
Ｄ
】�

雪
が
こ
ん
な
に
降
っ
て
い
る
し
寒
い
か
ら
、
約
束
を

破
っ
て
も
い
い
か
な
。

【
教
　
師
】�

一
平
は
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
、
村
の
約
束
を
破

っ
て
、
一
度
に
た
く
さ
ん
あ
ぶ
ら
を
く
ん
で
竹
や
ぶ

に
か
く
し
た
の
で
す
ね
。
あ
る
日
、
一
平
が
あ
ぶ
ら

を
た
く
さ
ん
く
ん
で
き
た
と
こ
ろ
を
、
と
な
り
の
じ

い
さ
ま
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
じ

い
さ
ま
も
な
べ
に
あ
ぶ
ら
を
く
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

（
挿
絵
を
提
示
す
る
）
そ
の
じ
い
さ
ま
の
姿
を
見
た

ば
あ
さ
ま
も
ま
た
、
な
べ
に
た
く
さ
ん
あ
ぶ
ら
を
く

み
ま
し
た
。（
挿
絵
を
提
示
す
る
）

じ
い
さ
ま
や
ば
あ
さ
ま
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
か
ら
な
べ
い

っ
ぱ
い
の
あ
ぶ
ら
を
入
れ
て
帰
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
三
名
程
度
指
名
す
る
　
時
間
は
七
分
）

【
児
童
Ｅ
】�

だ
ま
っ
て
い
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
や
っ
て
い
る
の
は

自
分
だ
け
で
は
な
い
。

【
児
童
Ｆ
】�

約
束
だ
か
ら
た
く
さ
ん
く
ん
で
は
い
け
な
い
と
思
っ

た
け
れ
ど
、
み
ん
な
が
採
っ
て
い
る
か
ら
つ
い
採
っ

て
し
ま
っ
た
。

【
児
童
Ｇ
】�

他
の
人
も
た
く
さ
ん
く
ん
で
い
る
の
に
、
自
分
だ
け

約
束
を
守
る
な
ん
て
ば
か
ば
か
し
い
。

【
教
　
師
】�

じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
、
あ
ぶ
ら
を
た
く
さ
ん
採

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
他
の
人
も
や
っ
て
い
る
」
と

か
、「
自
分
だ
け
村
の
約
束
を
守
る
の
は
ば
か
ば
か

し
い
」
と
思
っ
た
こ
と
で
、
一
平
と
同
じ
よ
う
に
あ

ぶ
ら
を
な
べ
に
く
ん
だ
の
で
す
ね
。
こ
の
よ
う
に
一

平
を
は
じ
め
、
じ
い
さ
ま
、
ば
あ
さ
ま
ま
で
が
あ
ぶ

ら
を
た
く
さ
ん
く
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
み
ん

な
が
一
度
に
た
く
さ
ん
採
る
と
、
あ
ぶ
ら
山
か
ら
あ

ぶ
ら
が
出
な
く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
じ
い
さ
ま
は
、
一
平
が
な
べ
に
あ
ぶ
ら
を
く
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（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
す
る
時
間
は
三
分
）

【
教
　
師
】�

そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
の
考
え
や
友
達
の
考
え

に
つ
い
て
隣
り
の
人
と
話
し
合
い
ま
す
。
話
し
合
う

方
法
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
ま
ず
は
じ
め
に
、
一

人
の
人
が
、
一
平
、
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
の
誰
の

行
動
に
つ
い
て
考
え
た
の
か
を
言
っ
た
後
に
、
自
分

の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。
隣
の
人
は
、
発
表
し
た
人

に
対
し
て
、「
私
も
同
じ
考
え
で
～
と
思
う
。」「
〇
〇

さ
ん
の
発
表
か
ら
～
と
い
う
こ
と
も
考
え
た
。」「
～

と
い
う
考
え
と
違
っ
て
。」
な
ど
、
発
表
し
た
人
に

自
分
の
考
え
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。
次
に
今
度
は
隣

の
人
が
自
分
の
意
見
を
言
い
ま
す
。
そ
の
意
見
に
対

し
て
隣
り
の
人
は
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
ま
す
。

で
は
始
め
ま
し
ょ
う
。（
進
行
状
況
を
把
握
す
る
）

今
度
は
、
前
後
の
人
と
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

前
の
席
の
人
か
ら
自
分
の
考
え
を
発
表
し
ま
す
。

〈
話
合
い
の
様
子
〉

発
表
者
：�

私
は
一
平
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
一
平
は
、
た
く
さ

ん
あ
ぶ
ら
を
採
る
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
思
っ
て

い
な
い
こ
と
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

意
　
見
：�
一
平
は
、
た
く
さ
ん
採
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
分
か
っ
て
い
て
、
じ
い
さ
ん
に
も
採
る
よ
う
に
す
す

ん
で
い
る
の
を
見
た
と
き
、「
あ
ぶ
ら
山
の
あ
ぶ
ら

が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
す
る
。」
と
言
い
、
あ
ぶ
ら

山
の
あ
ぶ
ら
が
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
ね
。

〈
考
え
る
に
足
る
発
問
〉

一
平
、じ
い
さ
ま
、ば
あ
さ
ま
の
三
人
の
行
動
に
つ
い
て
、

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
思
い
ま
す
か
。（
時
間
は
一
五
分
）

【
児
童
Ｈ
】
ぼ
く
は
一
平
が
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】
な
ぜ
一
平
が
よ
く
な
い
と
思
う
の
で
す
か
。

【
児
童
Ｈ
】
は
じ
め
に
た
く
さ
ん
採
っ
た
か
ら
で
す
。

【
児
童
Ｉ
】�

私
は
、
じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
あ
ぶ
ら
を
た
く
さ

ん
採
っ
た
の
だ
か
ら
悪
い
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】�

一
平
も
、
じ
い
さ
ま
も
ば
あ
さ
ま
も
よ
く
な
い
と
い

う
意
見
が
出
ま
し
た
。
で
は
、
誰
の
行
動
の
ど
こ
が

い
け
な
か
っ
た
の
か
に
つ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
、
一
平
か
、
じ
い
さ
ま
か
、
ば
あ
さ
ま
か
、
誰
の

行
動
に
つ
い
て
考
え
る
か
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
決

ま
っ
た
ら
、
そ
の
人
の
行
動
に
つ
い
て
あ
な
た
は
ど

う
思
う
か
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
一
つ
星
（
★
）
の
枠

に
書
き
ま
し
ょ
う
。
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っ
て
採
っ
て
し
ま
っ
た
気
持
ち
が
分
か
り
ま
す
。
で

も
、
一
人
一
人
が
約
束
を
守
ら
な
い
と
結
局
は
み
ん

な
が
困
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
約
束
を
守
る
こ
と
は

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】�

Ｋ
さ
ん
も
話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
一
人
一
人
が
約

束
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
あ
ぶ
ら
山
か
ら
は

一
滴
の
あ
ぶ
ら
も
出
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
み

ん
な
が
困
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ね
。

【
教
　
師
】�

み
ん
な
で
よ
り
よ
い
生
活
を
送
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
。

【
児
童
Ｎ
】�

約
束
を
守
る
こ
と
。
み
ん
な
の
こ
と
を
考
え
て
生
活

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。

【
児
童
Ｏ
】「
自
分
だ
け
」
と
思
う
こ
と
が
よ
く
な
い
と
思
う
。

三
　
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。

　（
教
師
に
よ
る
説
話
）

　
　
　
先
生
が
小
学
生
の
こ
ろ
経
験
し
た
話

授
業
の
始
め
に
、
身
の
回
り
に
あ
る
約
束
や
き
ま
り

を
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

「
一
人
一
人
が
自
分
で
判
断
し
、
き
ま
り
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
大
切
な
ん
だ
。」
と
い
う
こ
と
を
今
日

は
学
習
し
ま
し
た
。（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
回
収
す
る
）

め
た
と
思
い
ま
す
。
無
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

【
教
　
師
】�

終
了
で
す
。
自
分
の
考
え
に
友
達
か
ら
ど
の
よ
う
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
か
。
友
達
の
意
見
を
聞
い
て
、

「
な
る
ほ
ど
」
と
思
っ
た
り
、
新
し
く
考
え
た
り
し

た
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
で
は
。
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
の
二
つ
星
（
★
★
）
の
枠
に
、
話
合
い
か

ら
も
っ
と
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。（
時
間

は
三
分
）

【
教
　
師
】�

で
は
、
ど
の
よ
う
な
話
合
い
を
し
た
の
か
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

【
児
童
Ｊ
】�

私
は
一
平
が
村
の
約
束
と
分
か
っ
て
い
て
は
じ
め
に

破
っ
た
こ
と
は
悪
い
と
思
い
ま
す
。

【
児
童
Ｋ
】�

ぼ
く
は
、じ
い
さ
ま
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

始
め
に
一
平
を
見
た
と
き
、
注
意
は
し
て
い
る
け
れ

ど
、
も
っ
と
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
心
を
強
く
も
っ

て
、
注
意
し
た
方
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
児
童
Ｌ
】�

私
は
一
平
の
「
あ
ぶ
ら
は
な
く
な
ら
な
い
。」
と
い

う
言
葉
に
つ
ら
れ
て
た
く
さ
ん
採
っ
て
し
ま
っ
た
じ

い
さ
ま
は
、
村
の
約
束
を
思
い
出
し
た
方
が
い
い
と

思
い
ま
し
た
。

【
児
童
Ｍ
】�

私
も
村
の
約
束
で
あ
る
し
、
た
く
さ
ん
採
っ
て
は
だ

め
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
と
思
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村 の 約 束 だ け ど 、 自 分 一 人 く ら い は い い だ ろ う 。

あ ぶ ら 山 の あ ぶ ら が な く な っ た の は 、 だ れ に 問 題 が あ る の で し ょ う 。 あ な た は そ の 人 に つ い て ど の よ う に

思 い ま す か 。

※ 読 み 物 教 材 は 省 略

「 あ ぶ ら 山 」

　
　 

第
四
章
　
訊
ね
る

　
　
　
　
　
お
薦
め
教
材
十
選
を
紹
介
す
る
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本
章
で
は
、
国
や
東
京
都
が
平
成
元
年
度
よ
り
「
道
徳
読
み
物
資
料
」
と
し
て
発
行
し
て
き
た
約

三
八
〇
点
の
資
料
の
中
か
ら
、
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
読
み
物
資
料
（
以
下
「
教
材
」
）
を
校
種
等

別
に
十
選
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き
た
教
材
に
お
い
て
も
「
特
別
の
教
科
　
道
徳
」
の
目
標
の
達
成
を
目
指
し
た
指

導
展
開
の
工
夫
が
で
き
る
と
の
考
え
の
下
、
東
京
都
の
道
徳
教
育
を
推
進
す
る
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て

き
た
先
生
方
に
、
発
問
を
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
学
習
活
動
の
工
夫
」
に
つ
い
て
も
例
示

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
教
材
の
選
定
等
に
つ
い
て
は
、「
東
京
都
小
学
校
道
徳
教
育
研
究
会
」、「
東
京
都
中
学
校
道
徳

教
育
研
究
会
」
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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お 薦 め 10 選

小学校（第一・二学年版）

はしの 上の おおかみ
 （B 親切、思いやり）

黄色い ベンチ
 （C 規則の尊重）

ハムスターの 赤ちゃん
 （D 生命の尊さ）

およげない りすさん
 （B 友情、信頼）

ゆっき と やっち
 （B 友情、信頼）

お月さまと コロ
 （A 節度、節制）

森の ゆうびんやさん
 （C 勤労、公共の精神）

ぽんた と かんた
 （A 節度、節制）

お母さんの パラパラマンガ
 （C 家族愛、家庭生活の充実）

るっぺ、どうしたの
 （A 節度、節制）

平成元年度以降に国・東京都から発行した「道徳読み物資料」対象
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小学校
低学年

小学校
低学年

〔
主
題
〕

　
親
切
に
す
る
と
は

〔
主
題
〕

　
み
ん
な
が
使
う
物

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
は
し
の 

上
の 

お
お
か
み
」

（
Ｂ 

親
切
、
思
い
や
り
）

教
材
名 

「
黄
色
い 

ベ
ン
チ
」

（
Ｃ 
規
則
の
尊
重
）

　
お
お
か
み
は
、
ど
う
し
て
く
ま
と
同
じ
こ
と
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
顔
を
見
合
わ
せ
た
と
き
、
男
の
子
た
ち
は
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
教
師
が
く
ま
役
、
児
童
が
お
お
か
み
役
に
な
り
、
役
割
演

技
を
す
る
。
演
技
後
、
お
お
か
み
役
の
児
童
に
ど
ん
な
気
持

ち
だ
っ
た
か
を
聞
く
。
ま
た
、
見
て
い
た
児
童
に
も
お
お
か

み
の
気
持
ち
を
問
う
。「

わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
顔
の
輪
郭
を
描
い
た
シ
ー
ト
に
、
男
の
子
た
ち
の
表
情
を

描
き
加
え
る
。

　
隣
の
友
達
と
見
せ
合
い
な
が
ら
、
二
人
の
男
の
子
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
気
持
ち
な
の
か
を
伝
え
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
低学年

小学校
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ま
れ
て
か
ら
十
日
た
っ
た
ハ
ム
ス
タ
ー
の
赤
ち
ゃ

ん
に
、
ど
ん
な
言
葉
を
掛
け
て
あ
げ
ま
す
か
。

　
か
め
さ
ん
た
ち
は
、
ど
う
し
て
り
す
さ
ん
に
い
じ
わ

る
を
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
手
紙
形
式
に
し
て
、
ハ
ム
ス
タ
ー
の
赤

ち
ゃ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を
書
く
。
そ
の
後
は
、ペ
ア
に
な
っ

て
発
表
す
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
場
面
を
描
い
た
絵
を
貼
っ
た
画
用
紙
を
三
人
グ
ル
ー
プ
に

一
枚
配
り
、
か
め
、
白
鳥
、
あ
ひ
る
役
を
分
担
し
、
分
担
し

た
動
物
た
ち
の
考
え
や
思
い
を
、
吹
き
出
し
に
書
く
。
一
人

ず
つ
動
物
の
気
持
ち
に
な
っ
て
発
表
す
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
低学年

小学校
低学年

〔
主
題
〕

　 

仲
良
く
す
る
と
は

〔
主
題
〕

　
素
直
に
な
る
パ
ワ
ー
は

　
　
ど
こ
か
ら

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
ゆ
っ
き 

と 

や
っ
ち
」

（
Ｂ 

友
情
、
信
頼
）

教
材
名 

「
お
月
さ
ま
と 
コ
ロ
」

（
Ａ 
節
度
、
節
制
）

　
や
っ
ち
の
言
葉
を
聞
い
た
ゆ
っ
き
は
、ど
う
し
て
迷
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
あ
や
ま
ろ
う
と
決

め
た
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
吹
き
出
し
に
自
分
の
考
え
を
書
い
た
後
、
や
っ
ち
の
挿
絵

が
入
っ
た
画
用
紙
に
吹
き
出
し
を
貼
り
、
ペ
ア
に
な
っ
て
意

見
の
交
換
を
行
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
4
年

　
隣
の
友
達
と
コ
ロ
役
と
ギ
ロ
役
に
な
る
。
コ
ロ
役
の
児
童

は
、
あ
や
ま
ろ
う
と
決
め
た
と
き
の
気
持
ち
を
話
し
、
ギ
ロ

役
の
児
童
は
コ
ロ
役
の
話
を
受
け
て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え

る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
低学年

小学校
低学年
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小学校
低学年
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年
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小学校
低学年

小学校
低学年

〔
主
題
〕 

　
み
ん
な
の
た
め
に

　
　
働
く
よ
さ

〔
主
題
〕 

　
自
分
で
決
め
る

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
森
の 

ゆ
う
び
ん
や
さ
ん
」

（
Ｃ 

勤
労
、
公
共
の
精
神
）

教
材
名 

「
ぽ
ん
た 

と 

か
ん
た
」

（
Ａ 

節
度
、
節
制
）

　
ど
う
し
て
く
ま
さ
ん
は
、
ゆ
き
の
日
で
も
手
紙
を
と

ど
け
に
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
ぽ
ん
た
と
か
ん
た
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
、「
い

か
な
い
。」
こ
と
に
決
め
た
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
く
ま
さ
ん
役
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
役
の
二
人
が
ペ
ア
に
な

り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
役
の
児
童
が
、「
ど
う
し
て
手
紙
を
届

け
た
の
か
な
。」
と
尋
ね
る
。
く
ま
さ
ん
役
は
、
思
い
や
気

持
ち
を
答
え
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
な
ぜ
、「
い
か
な
い
。」
と
決
め
た
の
か
、
理
由
を
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
に
書
く
。
書
い
た
後
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
考

え
を
伝
え
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
低学年

小学校
低学年

〔
主
題
〕 

　
家
族
の
思
い
を
大
切
に

〔
主
題
〕 

　
生
活
を
ふ
り
か
え
ろ
う

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
お
母
さ
ん
の 

パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

教
材
名 

「
る
っ
ぺ
、
ど
う
し
た
の
」

（
Ａ 
節
度
、
節
制
）

　
治
は
ど
う
し
て
お
母
さ
ん
の
パ
ラ
パ
ラ
マ
ン
ガ
を
大

切
に
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
る
っ
ぺ
に
教
え
て
あ
げ
た
い
こ
と
は
、
何
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
補
助
発
問
で
、
お
母
さ
ん
の
治
に
対
す
る
思
い
を
問
う
こ

と
で
、
治
の
気
持
ち
を
考
え
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
四
人
グ
ル
ー

プ
に
な
っ
て
話
し
合
う
。

「
心
　
あ
か
る
く
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年

　
る
っ
ぺ
役
を
教
師
、
動
物
役
を
児
童
が
行
う
。
動
物
た
ち

の
セ
リ
フ
を
聞
い
て
、
周
り
の
児
童
は
、
動
物
た
ち
が
る
っ

ぺ
に
対
し
て
ど
ん
な
思
い
を
も
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
気
持

ち
を
発
表
す
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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低学年
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低学年

小学校
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お 薦 め 10 選

小学校（第三・四学年版）

雨のバス停留所で
 （C 規則の尊重）

ブラッドレーのせい求書
 （C 家族愛、家庭生活の充実）

ヒキガエルとロバ
 （D 生命の尊さ）

よわむし太郎
 （A 希望と勇気、努力と強い意志）

ふろしき
 （C 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度）

江戸の人々のために−玉川兄弟−
 （C 伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度）

なしの実
 （A 正直、誠実）

わたしの命は音楽とともに
−ルートビヒ・バン・ベートーベン −

 （A 希望と勇気、努力と強い意志）

うれしく思えた日から
 （A 個性の伸長）

ワンダフル・ヒトミ −人見 絹枝−
 （A 希望と勇気、努力と強い意志）

平成元年度以降に国・東京都から発行した「道徳読み物資料」対象
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕 

　
き
ま
り
は
だ
れ
の
た
め
に

〔
主
題
〕 

　
家
族
の
一
員
と
し
て

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
雨
の
バ
ス
停
留
所
で
」

（
Ｃ 

規
則
の
尊
重
）

教
材
名 

「
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
せ
い
求
書
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
考
え
方
は
、
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が
、
お
母
さ
ん
か
ら
０
ド
ル
の
請
求

書
を
も
ら
っ
た
の
に
、
４
ド
ル
の
お
金
を
返
し
た
の
は

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
考
え
方
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か

を
決
め
、
ど
ち
ら
の
立
場
な
の
か
名
前
を
書
い
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
で

黒
板
に
表
示
す
る
。
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
二
人
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
画
用
紙
に
考
え
を
ま
と
め
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
０
ド
ル
の
請
求
書
を
渡
し
た
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え

さ
せ
、
受
け
取
っ
た
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
心
情
の
変
化
を
考
え

さ
せ
る
。
そ
の
後
、
四
人
グ
ル
―
プ
に
な
り
、
な
ぜ
変
わ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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お 薦 め 10 選

小学校（第三・四学年版）
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
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ま
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は
だ
れ
の
た
め
に

〔
主
題
〕 

　
家
族
の
一
員
と
し
て

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
雨
の
バ
ス
停
留
所
で
」

（
Ｃ 

規
則
の
尊
重
）

教
材
名 

「
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
せ
い
求
書
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
考
え
方
は
、
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
。

　
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
が
、
お
母
さ
ん
か
ら
０
ド
ル
の
請
求

書
を
も
ら
っ
た
の
に
、
４
ド
ル
の
お
金
を
返
し
た
の
は

ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
考
え
方
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か

を
決
め
、
ど
ち
ら
の
立
場
な
の
か
名
前
を
書
い
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
で

黒
板
に
表
示
す
る
。
よ
し
子
と
お
母
さ
ん
の
二
人
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
い
、
画
用
紙
に
考
え
を
ま
と
め
る
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
０
ド
ル
の
請
求
書
を
渡
し
た
お
母
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え

さ
せ
、
受
け
取
っ
た
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー
の
心
情
の
変
化
を
考
え

さ
せ
る
。
そ
の
後
、
四
人
グ
ル
―
プ
に
な
り
、
な
ぜ
変
わ
っ

た
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕 

　
す
べ
て
の
命
を
大
切
に

〔
主
題
〕 

　
本
当
の
勇
気
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ロ
バ
」

（
Ｄ 

生
命
の
尊
さ
）

教
材
名 

「
よ
わ
む
し
太
郎
」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　「
命
を
大
切
に
す
る
」
と
は
、
ど
う
す
る
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

　
太
郎
の
行
動
か
ら
考
え
る
「
本
当
の
勇
気
」
と
は
、

ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
く
。
そ
の
後
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
日
常
生
活
を
振
り

返
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
命
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　「
太
郎
が
行
動
に
移
せ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。」
と
補
助
発

問
を
重
ね
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
を
明
確
に
さ
せ
、
太
郎
の

行
動
の
判
断
基
準
に
せ
ま
る
話
合
い
活
動
を
四
人
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
行
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕

　
日
本
の
伝
統
や
文
化
の
よ
さ

〔
主
題
〕 

　
国
や
人
々
の
た
め
に

　
　
尽
く
す
こ
と
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
ふ
ろ
し
き
」

（
Ｃ 

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
）

教
材
名 

「
江
戸
の
人
々
の
た
め
に

−

玉
川
兄
弟

−

」

（
Ｃ 

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
）

　
今
日
ま
で
日
本
の
伝
統
や
文
化
が
伝
わ
っ
て
い
る
の

に
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
お
金
も
、
家
も
無
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事

が
終
わ
っ
た
後
に
兄
弟
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の

は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
一
人
ず
つ
配
布
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
、
日
本
の
伝
統
や
文

化
が
伝
わ
っ
て
い
る
理
由
を
書
く
。
書
い
た
児
童
か
ら
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、友
達
と
考
え
を
交
流
す
る
。交
流
後
、

自
席
に
戻
り
、
考
え
が
広
ま
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い

て
追
記
し
、
全
体
で
意
見
交
流
を
す
る
。

「
道
徳
教
育
推
進
指
導
資
料
」　
文
部
省
　
平
成
11
年

　
補
助
発
問
で
、
私
財
を
投
げ
打
っ
た
対
価
に
何
を
求
め
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
自
分
の
考
え
を
短
冊
に

書
き
、
黒
板
に
貼
る
。
出
さ
れ
た
意
見
を
分
類
し
な
が
ら
、

全
体
で
意
見
の
交
流
を
行
う
。

「
心
　
し
な
や
か
に
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕 

　
す
べ
て
の
命
を
大
切
に

〔
主
題
〕 

　
本
当
の
勇
気
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
ヒ
キ
ガ
エ
ル
と
ロ
バ
」

（
Ｄ 

生
命
の
尊
さ
）

教
材
名 

「
よ
わ
む
し
太
郎
」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　「
命
を
大
切
に
す
る
」
と
は
、
ど
う
す
る
こ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

　
太
郎
の
行
動
か
ら
考
え
る
「
本
当
の
勇
気
」
と
は
、

ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

書
く
。
そ
の
後
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
日
常
生
活
を
振
り

返
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
命
を
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　「
太
郎
が
行
動
に
移
せ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。」
と
補
助
発

問
を
重
ね
る
こ
と
で
自
分
の
考
え
を
明
確
に
さ
せ
、
太
郎
の

行
動
の
判
断
基
準
に
せ
ま
る
話
合
い
活
動
を
四
人
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
て
行
う
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

111

小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕

　
日
本
の
伝
統
や
文
化
の
よ
さ

〔
主
題
〕 

　
国
や
人
々
の
た
め
に

　
　
尽
く
す
こ
と
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
ふ
ろ
し
き
」

（
Ｃ 

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
）

教
材
名 

「
江
戸
の
人
々
の
た
め
に

−

玉
川
兄
弟

−

」

（
Ｃ 

伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
態
度
）

　
今
日
ま
で
日
本
の
伝
統
や
文
化
が
伝
わ
っ
て
い
る
の

に
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
お
金
も
、
家
も
無
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
工
事

が
終
わ
っ
た
後
に
兄
弟
が
笑
顔
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
の

は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
一
人
ず
つ
配
布
し
た
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
、
日
本
の
伝
統
や
文

化
が
伝
わ
っ
て
い
る
理
由
を
書
く
。
書
い
た
児
童
か
ら
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
を
見
せ
合
い
な
が
ら
、友
達
と
考
え
を
交
流
す
る
。交
流
後
、

自
席
に
戻
り
、
考
え
が
広
ま
っ
た
り
深
ま
っ
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い

て
追
記
し
、
全
体
で
意
見
交
流
を
す
る
。

「
道
徳
教
育
推
進
指
導
資
料
」　
文
部
省
　
平
成
11
年

　
補
助
発
問
で
、
私
財
を
投
げ
打
っ
た
対
価
に
何
を
求
め
て

い
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。
自
分
の
考
え
を
短
冊
に

書
き
、
黒
板
に
貼
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、
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。
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平
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年
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕 

　
正
直
な
行
動
を

　
　
支
え
て
い
る
も
の

〔
主
題
〕

　
困
難
を
乗
り
越
え
る
力
を

　
　
支
え
る
も
の

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
な
し
の
実
」（
Ａ 

正
直
、
誠
実
）

教
材
名 

「
わ
た
し
の
命
は
音
楽
と
と
も
に

　
　
　
　

−

ル
ー
ト
ビ
ヒ
・
バ
ン
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　
ア
ン
リ
は
、
な
ぜ
正
直
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
し
ょ
う
。

　
作
品
「
交
響
曲
第
九
番
」
に
は
、
ル
ー
ト
ビ
ヒ
の
ど

の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
な
し
の
実
を
と
っ
た
こ
と
は
、「
よ
く
な
い
」、「
よ
い
（
仕
方

な
い
）」
の
ど
ち
ら
か
の
考
え
を
も
ち
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た

根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
後
、
自
分
と
は
異
な
る
意
見
の

友
達
と
デ
ィ
ベ
ー
ト
形
式
で
話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
3
年

　「
喜
び
」「
感
謝
」「
挑
戦
」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
カ
ー

ド
に
書
き
、
黒
板
に
分
類
し
て
貼
る
。
分
類
ご
と
に
、
ル
ー

ト
ビ
ヒ
の
思
い
を
発
表
し
、
友
達
と
の
考
え
の
違
い
を
明
確

に
し
な
が
ら
話
し
合
う
。

「
心
　
し
な
や
か
に
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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小学校
中学年

小学校
中学年

〔
主
題
〕

　
自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を

　
　
伸
ば
そ
う

〔
主
題
〕

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に

　
　
大
切
な
こ
と

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
う
れ
し
く
思
え
た
日
か
ら
」

（
Ａ 

個
性
の
伸
長
）

教
材
名 

「
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ヒ
ト
ミ

−

人
見 

絹
枝

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　
友
達
に
ど
の
よ
う
な
お
ま
じ
な
い
の
言
葉
を
か
け
て

あ
げ
ま
す
か
。

　
す
べ
て
は
終
わ
っ
た
と
泣
き
じ
ゃ
く
り
、
メ
ダ
ル
を
取
る

力
は
な
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
八
百
メ
ー
ト
ル
を
走
っ
た

の
は
、
絹
枝
に
ど
の
よ
う
な
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
隣
の
友
達
の
良
い
と
こ
ろ
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
付
け
、

さ
ら
に
、
向
上
す
る
た
め
の
言
葉
を
考
え
る
。
お
ま
じ
な
い
の
言

葉
を
伝
え
合
っ
た
後
、
お
ま
じ
な
い
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
ど
ん
な

気
持
ち
に
な
っ
た
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
絹
枝
が
決
断
す
る
の
に
一
番
強
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

思
い
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
に
「
く
や
し
さ
」「
後
悔
」「
希
望
」「
勇
気
」
等
の

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
友
達
の
考
え
と
の
違
い
を
明
確
に
し
な
が

ら
話
し
合
う
。

「
心
　
し
な
や
か
に
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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足
る
発
問

教
材
名 

「
う
れ
し
く
思
え
た
日
か
ら
」

（
Ａ 

個
性
の
伸
長
）

教
材
名 

「
ワ
ン
ダ
フ
ル
・
ヒ
ト
ミ

−

人
見 

絹
枝

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　
友
達
に
ど
の
よ
う
な
お
ま
じ
な
い
の
言
葉
を
か
け
て

あ
げ
ま
す
か
。

　
す
べ
て
は
終
わ
っ
た
と
泣
き
じ
ゃ
く
り
、
メ
ダ
ル
を
取
る

力
は
な
い
と
思
っ
て
い
な
が
ら
も
八
百
メ
ー
ト
ル
を
走
っ
た

の
は
、
絹
枝
に
ど
の
よ
う
な
心
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
隣
の
友
達
の
良
い
と
こ
ろ
、
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
付
け
、

さ
ら
に
、
向
上
す
る
た
め
の
言
葉
を
考
え
る
。
お
ま
じ
な
い
の
言

葉
を
伝
え
合
っ
た
後
、
お
ま
じ
な
い
の
言
葉
を
も
ら
っ
て
ど
ん
な

気
持
ち
に
な
っ
た
か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。

「
わ
た
し
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
絹
枝
が
決
断
す
る
の
に
一
番
強
く
感
じ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う

思
い
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
き
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
に
「
く
や
し
さ
」「
後
悔
」「
希
望
」「
勇
気
」
等
の

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
友
達
の
考
え
と
の
違
い
を
明
確
に
し
な
が

ら
話
し
合
う
。

「
心
　
し
な
や
か
に
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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お 薦 め 10 選

小学校（第五・六学年版）

うばわれた自由
 （A 善悪の判断、自律、自由と責任）

ロレンゾの友達
 （B 友情、信頼）

流行おくれ
 （A 節度、節制）

ブランコ乗りとピエロ
 （B 相互理解、寛容）

ヘレンと共に −アニー・サリバン−
 （A 希望と勇気、努力と強い意志）

黄熱病とのたたかい 
 （B 感謝）

最後のおくり物
 （B 親切、思いやり）

すべては天命を果たすために −伊能 忠敬−
 （A 希望と勇気、努力と強い意志）

ペルーは泣いている
 （C 国際理解、国際親善）

その思いを受けついで
 （D 生命の尊さ）

平成元年度以降に国・東京都から発行した「道徳読み物資料」対象
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕 

　
本
当
の
自
由
と
は

〔
主
題
〕

　
信
頼
に
結
び
つ
い
た

　
　
友
情
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
う
ば
わ
れ
た
自
由
」

（
Ａ 

善
悪
の
判
断
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

教
材
名 

「
ロ
レ
ン
ゾ
の
友
達
」

（
Ｂ 
友
情
、
信
頼
）

　
あ
な
た
に
と
っ
て
、「
自
由
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
す
か
。
そ
れ
が
自
由
で
あ
る
た
め
に
、
考
え
る
べ

き
こ
と
は
何
で
す
か
。

　
か
し
の
木
の
下
で
話
し
合
っ
た
こ
と
を
三
人
が
口
に

し
な
か
っ
た
の
は
、
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、
自
分
が
考
え
る
自
由
、
自
由
で
あ
る
た
め

に
考
え
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
書
く
。
三
人
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
話

し
合
っ
た
後
、
考
え
を
深
め
た
こ
と
や
新
た
に
考
え
た
こ
と
に
つ
い

て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。「

私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
名
前
を
示
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、

考
え
の
根
拠
を
述
べ
る
話
合
い
を
す
る
。
話
合
い
の
後
、
考
え
が

変
わ
っ
た
児
童
は
自
分
の
名
前
を
記
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
移
動

し
、
な
ぜ
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
4
年
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お 薦 め 10 選
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、
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、
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こ
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や
新
た
に
考
え
た
こ
と
に
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い
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ワ
ー
ク
シ
ー
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に
書
く
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私
た
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の
道
徳
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文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
名
前
を
示
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、

考
え
の
根
拠
を
述
べ
る
話
合
い
を
す
る
。
話
合
い
の
後
、
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が

変
わ
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た
児
童
は
自
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の
名
前
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記
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グ
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移
動
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な
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変
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た
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か
に
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利
用
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成
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年
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕

　
物
や
金
銭
の
使
い
方

〔
主
題
〕

　「
広
い
心
」を
も
つ
難
し
さ
や

　
　
よ
さ
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
流
行
お
く
れ
」（
Ａ 

節
度
、
節
制
）

教
材
名 

「
ブ
ラ
ン
コ
乗
り
と
ピ
エ
ロ
」

（
Ｂ 

相
互
理
解
、
寛
容
）

　
ま
ゆ
み
の
よ
う
に
流
行
を
追
う
こ
と
は
、
い
け
な
い

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
約
束
ま
で
も
破
っ
た
サ
ム
を

許
し
た
ピ
エ
ロ
の
行
為
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
い
ま

す
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
流
行
を
「
追
っ
て
い
い
」「
追
っ
て
は
い
け
な
い
」
の
立

場
を
決
め
、
ク
ラ
ス
を
二
つ
の
考
え
に
分
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
考
え
を
ま
と
め
た
後
、
全
体
で
話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
3
年

　
勝
手
な
行
動
を
と
っ
た
サ
ム
に
対
し
て
、「
勝
手
な
行
動
を
許
さ

な
い
」「
過
ち
を
諭
す
」「
話
し
合
う
」
等
の
立
場
に
分
か
れ
、
同

じ
意
見
の
友
達
同
士
で
考
え
を
深
め
る
。
そ
の
後
、
異
な
る
意
見

の
友
達
で
四
人
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
な
ぜ
そ
の
立
場
な
の
か
に
つ
い

て
話
し
合
う
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕

　
く
じ
け
な
い
心

〔
主
題
〕

　
感
謝
の
気
持
ち
の
表
し
方

考
え
る
に
足
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
ヘ
レ
ン
と
共
に

−

ア
ニ
ー
・
サ
リ
バ
ン

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

教
材
名 

「
黄
熱
病
と
の
た
た
か
い
」（

Ｂ 

感
謝
）

　
ア
ニ
ー
・
サ
リ
バ
ン
が
最
後
ま
で
ヘ
レ
ン
と
共
に
過

ご
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
で
し
ょ
う
。

　
命
の
危
険
を
冒
し
て
ま
で
ア
フ
リ
カ
に
行
く
こ
と
は
、

感
謝
の
気
持
ち
を
表
す
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ア
ニ
ー
・
サ
リ
バ
ン
も
病
に
苦
し
ん
だ
経
験
が
あ
る
こ
と
、

決
し
て
ヘ
レ
ン
と
の
生
活
は
順
調
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
十

分
に
押
さ
え
た
上
で
ア
ニ
ー
・
サ
リ
バ
ン
の
気
持
ち
を
考
え

さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
感
謝
の
気
持
ち
を
「
表
す
こ
と
に
な
る
」「
表
す
こ
と
に

な
ら
な
い
」
の
立
場
を
決
め
、
ク
ラ
ス
を
二
つ
の
考
え
に
分

け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
を
ま
と
め
た
後
、
全
体
で

話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
4
年
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小学校
高学年

小学校
高学年
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小学校
高学年

小学校
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕

　「
相
手
の
立
場
に
立
つ
」と
は

〔
主
題
〕 

　
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

考
え
る
に
足
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
最
後
の
お
く
り
物
」

（
Ｂ 

親
切
、
思
い
や
り
）

教
材
名 

「
す
べ
て
は
天
命
を
果
た
す
た
め
に

−

伊
能 

忠
敬

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　
ロ
ベ
ー
ヌ
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
の
「
最
後
の

お
く
り
物
」
か
ら
受
け
止
め
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
何
か
を
成
し
遂
げ
る
気
持
ち
を
も
ち
続
け
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
心
や
姿
勢
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
が
ロ
ベ
ー
ヌ
に
渡
し
た
「
最
後
の
お
く
り

物
」
と
は
何
だ
と
思
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
根
拠
を

明
ら
か
に
し
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。
そ
の
後
、

お
く
り
物
が
も
た
ら
し
た
効
果
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
の
気
持
ち

の
変
容
に
つ
い
て
話
し
合
う
。「

私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
必
要
だ
と
思
う
心
や
姿
勢
を
各
自
が
付
箋
に
書
く
。
そ
の
後
、

四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
な
ぜ
必
要
だ
と
思
う
の
か
、
自
分
の

考
え
を
説
明
し
な
が
ら
、
画
用
紙
に
貼
る
。
貼
っ
た
後
、
意
見

を
分
類
・
整
理
し
、
ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
う
。

「
心
　
た
く
ま
し
く
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕 

　
世
界
の
人
々
と
つ
な
が
っ
て

〔
主
題
〕

　「
つ
な
が
る
命
」
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
ペ
ル
ー
は
泣
い
て
い
る
」

（
Ｃ 

国
際
理
解
、
国
際
親
善
）

教
材
名 

「
そ
の
思
い
を
受
け
つ
い
で
」

（
Ｄ 
生
命
の
尊
さ
）

　
ア
キ
ラ
の
考
え
方
や
生
き
方
は
、
私
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　「
命
が
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ア
キ
ラ
の
考
え
方
や
生
き
方
の
ど
こ
に
共
感
で
き
る
の
か
を
明

確
に
し
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
今
後
の
自
分
の
生
活
の
中
で
参

考
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
木
の
葉
型
の
用
紙
に
書
く
。
授
業
後
、

掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
友
達
の
考
え
か
ら
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を

深
め
る
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
命
そ
の
も
の
の
継
続
に
だ
け
考
え
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
、

じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
紙
か
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り

と
つ
か
ま
せ
る
。
考
え
が
も
て
た
児
童
か
ら
友
達
と
ペ
ア
に

な
っ
て
話
し
合
い
を
行
い
、「
そ
の
人
の
思
い
」「
愛
情
」「
今

あ
る
命
を
力
強
く
生
き
る
」
な
ど
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕

　「
相
手
の
立
場
に
立
つ
」と
は

〔
主
題
〕 

　
困
難
を
乗
り
越
え
る
た
め
に

考
え
る
に
足
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
最
後
の
お
く
り
物
」

（
Ｂ 

親
切
、
思
い
や
り
）

教
材
名 

「
す
べ
て
は
天
命
を
果
た
す
た
め
に

−

伊
能 

忠
敬

−

」

（
Ａ 

希
望
と
勇
気
、
努
力
と
強
い
意
志
）

　
ロ
ベ
ー
ヌ
が
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
の
「
最
後
の

お
く
り
物
」
か
ら
受
け
止
め
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　
何
か
を
成
し
遂
げ
る
気
持
ち
を
も
ち
続
け
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
心
や
姿
勢
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
が
ロ
ベ
ー
ヌ
に
渡
し
た
「
最
後
の
お
く
り

物
」
と
は
何
だ
と
思
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
考
え
た
根
拠
を

明
ら
か
に
し
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
く
。
そ
の
後
、

お
く
り
物
が
も
た
ら
し
た
効
果
や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
じ
い
さ
ん
の
気
持
ち

の
変
容
に
つ
い
て
話
し
合
う
。「

私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
必
要
だ
と
思
う
心
や
姿
勢
を
各
自
が
付
箋
に
書
く
。
そ
の
後
、

四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
な
ぜ
必
要
だ
と
思
う
の
か
、
自
分
の

考
え
を
説
明
し
な
が
ら
、
画
用
紙
に
貼
る
。
貼
っ
た
後
、
意
見

を
分
類
・
整
理
し
、
ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
う
。

「
心
　
た
く
ま
し
く
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
25
年
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小学校
高学年

小学校
高学年

〔
主
題
〕 

　
世
界
の
人
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と
つ
な
が
っ
て

〔
主
題
〕

　「
つ
な
が
る
命
」
と
は

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
ペ
ル
ー
は
泣
い
て
い
る
」

（
Ｃ 

国
際
理
解
、
国
際
親
善
）

教
材
名 

「
そ
の
思
い
を
受
け
つ
い
で
」

（
Ｄ 

生
命
の
尊
さ
）

　
ア
キ
ラ
の
考
え
方
や
生
き
方
は
、
私
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　「
命
が
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

な
の
で
し
ょ
う
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ア
キ
ラ
の
考
え
方
や
生
き
方
の
ど
こ
に
共
感
で
き
る
の
か
を
明

確
に
し
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
今
後
の
自
分
の
生
活
の
中
で
参

考
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
木
の
葉
型
の
用
紙
に
書
く
。
授
業
後
、

掲
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
友
達
の
考
え
か
ら
さ
ら
に
自
分
の
考
え
を

深
め
る
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
命
そ
の
も
の
の
継
続
に
だ
け
考
え
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
、

じ
い
ち
ゃ
ん
の
手
紙
か
ら
じ
い
ち
ゃ
ん
の
思
い
を
し
っ
か
り

と
つ
か
ま
せ
る
。
考
え
が
も
て
た
児
童
か
ら
友
達
と
ペ
ア
に

な
っ
て
話
し
合
い
を
行
い
、「
そ
の
人
の
思
い
」「
愛
情
」「
今

あ
る
命
を
力
強
く
生
き
る
」
な
ど
多
様
な
考
え
に
触
れ
る
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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お 薦 め 10 選
中 学 校

裏庭でのできごと
 （A 自主、自律、自由と責任）

銀色のシャープペンシル
 （D よりよく生きる喜び）

二通の手紙
 （C 遵法精神、公徳心）

一冊のノート
 （C 家族愛、家庭生活の充実）

いつも一緒に
 （B 友情、信頼）

日本とトルコの懸け橋となる−山田寅次郎−
 （C 国際理解、国際貢献）

加山さんの願い
 （C 社会参画、公共の精神）

スダチの苗木
 （C 家族愛、家庭生活の充実）

無人スタンド
 （C 遵法精神、公徳心）

二人の弟子
 （D よりよく生きる喜び）

平成元年度以降に国・東京都から発行した「道徳読み物資料」対象
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
の
よ
さ

〔
主
題
〕

　
弱
い
心
を
克
服
し
て

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
裏
庭
で
の
で
き
ご
と
」

（
Ａ 

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

教
材
名 

「
銀
色
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」

（
Ｄ 

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
）

　
自
分
が
犯
し
て
し
ま
っ
た
過
失
を
謝
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
よ
さ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
人
は
、
自
ら
の
弱
さ
に
負
け
た
り
、
分
か
っ
て
い
て
も

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
き
が
あ
る
。「
自
分
の
心
に
向
き

合
う
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
付
箋
一
枚
に
つ
き
一
つ
の
考
え
を
な
る
べ
く
多
く
書
く
。
四
人

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
付
箋
を
画
用
紙
に
貼
り
な
が
ら
順
番
に
発

表
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
考
え
を
深
め
る
た
め
に
質
問
し
合
っ

た
り
、共
通
理
解
を
図
っ
た
り
す
る
。
発
表
後
は
、考
え
の
分
類
・

整
理
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
3
年

　「
言
う
べ
き
だ
と
自
分
を
責
め
る
気
持
ち
」
と
「
黙
っ
て
い
よ

う
と
す
る
気
持
ち
」
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か
を
決
め
、
ど

ち
ら
の
立
場
な
の
か
黒
板
に
明
確
に
示
す
。
そ
の
後
、
異
な
る

立
場
の
友
達
と
ペ
ア
に
な
り
、
な
ぜ
共
感
し
た
の
か
自
分
の
考

え
を
話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
5
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
誠
実
に
行
動
す
る
こ
と
の
よ
さ

〔
主
題
〕

　
弱
い
心
を
克
服
し
て

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
裏
庭
で
の
で
き
ご
と
」

（
Ａ 

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
）

教
材
名 

「
銀
色
の
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
」

（
Ｄ 

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
）

　
自
分
が
犯
し
て
し
ま
っ
た
過
失
を
謝
る
こ
と
で
得
ら

れ
る
よ
さ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。

　
人
は
、
自
ら
の
弱
さ
に
負
け
た
り
、
分
か
っ
て
い
て
も

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
き
が
あ
る
。「
自
分
の
心
に
向
き

合
う
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
付
箋
一
枚
に
つ
き
一
つ
の
考
え
を
な
る
べ
く
多
く
書
く
。
四
人

グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
付
箋
を
画
用
紙
に
貼
り
な
が
ら
順
番
に
発

表
す
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
考
え
を
深
め
る
た
め
に
質
問
し
合
っ

た
り
、共
通
理
解
を
図
っ
た
り
す
る
。
発
表
後
は
、考
え
の
分
類
・

整
理
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
3
年

　「
言
う
べ
き
だ
と
自
分
を
責
め
る
気
持
ち
」
と
「
黙
っ
て
い
よ

う
と
す
る
気
持
ち
」
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か
を
決
め
、
ど

ち
ら
の
立
場
な
の
か
黒
板
に
明
確
に
示
す
。
そ
の
後
、
異
な
る

立
場
の
友
達
と
ペ
ア
に
な
り
、
な
ぜ
共
感
し
た
の
か
自
分
の
考

え
を
話
し
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
5
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の

　
　
意
義
と
は

〔
主
題
〕 

　
家
族
へ
の
敬
愛

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
二
通
の
手
紙
」

（
Ｃ 

遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

教
材
名 

「
一
冊
の
ノ
ー
ト
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
姉
弟
に
と
っ
て
も
、
元
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
動
物
園
を

経
営
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
叶
う
、

誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
で
き
る
規
則
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。」
の
言
葉

に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
後
、
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。

発
言
者
の
考
え
に
賛
成
す
る
こ
と
、
補
足
す
る
こ
と
、
賛
成

で
き
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
の
交
流
を
行
う
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
横
に
並
ん
で
草
取
り
を
す
る
ま
で
の
「
ぼ

く
」
の
気
持
ち
の
変
容
を
押
さ
え
る
。
補
助
発
問
で
、「
何
が
き

れ
い
に
な
っ
た
の
か
。」
を
問
い
、ペ
ア
で
話
し
合
う
こ
と
で
、「
ぼ

く
」
の
思
い
に
深
く
迫
る
。「

私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕

　
友
情
を
育
て
る
た
め
に

　
　
必
要
な
こ
と

〔
主
題
〕 

　
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
い
つ
も
一
緒
に
」（

Ｂ 

友
情
、
信
頼
）

教
材
名 

「
日
本
と
ト
ル
コ
の
懸
け
橋
と
な
る

−

山
田
寅
次
郎

−

」

（
Ｃ 

国
際
理
解
、
国
際
貢
献
）

　「
本
当
の
友
達
」
を
つ
く
る
難
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
寅
次
郎
が
日
本
と
ト
ル
コ
の
懸
け
橋
と
し
て
活
動
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
本
当
の
友
達
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
と
思
う
か
、
自
分
の
考
え

を
書
く
。
そ
の
後
、
ペ
ア
に
な
り
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。

友
達
の
考
え
を
聞
き
、
自
分
の
考
え
が
変
化
し
た
り
、
自
分
の
考

え
を
深
め
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
追
加
記
入
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
4
年

　
短
冊
に
記
入
後
、
黒
板
に
掲
示
す
る
。

　
自
分
の
考
え
の
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
考

え
を
も
つ
人
と
の
話
合
い
を
通
し
て
考
え
を
深
め
る
。

「
心
　
み
つ
め
て
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
24
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
き
ま
り
を
守
る
こ
と
の

　
　
意
義
と
は

〔
主
題
〕 

　
家
族
へ
の
敬
愛

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
二
通
の
手
紙
」

（
Ｃ 

遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

教
材
名 

「
一
冊
の
ノ
ー
ト
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
姉
弟
に
と
っ
て
も
、
元
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
動
物
園
を

経
営
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
叶
う
、

誰
に
と
っ
て
も
納
得
の
で
き
る
規
則
は
考
え
ら
れ
る
の
か
。

　「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
き
れ
い
に
な
っ
た
ね
。」
の
言
葉

に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記
入
後
、
四
人
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
。

発
言
者
の
考
え
に
賛
成
す
る
こ
と
、
補
足
す
る
こ
と
、
賛
成

で
き
な
い
こ
と
等
に
つ
い
て
意
見
の
交
流
を
行
う
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
横
に
並
ん
で
草
取
り
を
す
る
ま
で
の
「
ぼ

く
」
の
気
持
ち
の
変
容
を
押
さ
え
る
。
補
助
発
問
で
、「
何
が
き

れ
い
に
な
っ
た
の
か
。」
を
問
い
、ペ
ア
で
話
し
合
う
こ
と
で
、「
ぼ

く
」
の
思
い
に
深
く
迫
る
。「

私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕

　
友
情
を
育
て
る
た
め
に

　
　
必
要
な
こ
と

〔
主
題
〕 

　
世
界
の
中
の
日
本
人
と
し
て

議
論
に
値
す
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
い
つ
も
一
緒
に
」（

Ｂ 

友
情
、
信
頼
）

教
材
名 

「
日
本
と
ト
ル
コ
の
懸
け
橋
と
な
る

−

山
田
寅
次
郎

−

」

（
Ｃ 

国
際
理
解
、
国
際
貢
献
）

　「
本
当
の
友
達
」
を
つ
く
る
難
し
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　
寅
次
郎
が
日
本
と
ト
ル
コ
の
懸
け
橋
と
し
て
活
動
し

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
本
当
の
友
達
と
は
ど
う
い
う
も
の
だ
と
思
う
か
、
自
分
の
考
え

を
書
く
。
そ
の
後
、
ペ
ア
に
な
り
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
う
。

友
達
の
考
え
を
聞
き
、
自
分
の
考
え
が
変
化
し
た
り
、
自
分
の
考

え
を
深
め
た
り
し
た
こ
と
に
つ
い
て
追
加
記
入
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
4
年

　
短
冊
に
記
入
後
、
黒
板
に
掲
示
す
る
。

　
自
分
の
考
え
の
位
置
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
異
な
る
考

え
を
も
つ
人
と
の
話
合
い
を
通
し
て
考
え
を
深
め
る
。

「
心
　
み
つ
め
て
」　
東
京
都
教
育
委
員
会
　
平
成
24
年



124

中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

　
　
行
動
す
る
こ
と

〔
主
題
〕 

　
愛
情
の
伝
え
方

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
加
山
さ
ん
の
願
い
」

（
Ｃ 

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）

教
材
名 

「
ス
ダ
チ
の
苗
木
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
社
会
の
一
員
と
し
て
、
周
り
の
人
と
共
に
よ
り
よ
い

社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
大
切

な
の
だ
ろ
う
か
。

　
家
族
に
対
し
て
、
素
直
に
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
自
分
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
と
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
こ
れ
ま
で
、「
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
」
こ
と
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
あ
る
か
振
り
返
る
。
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
し
、
四
人
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
つ
い
て
四
人
で
意
見
交
換
を
行
い
、
ま
と
め

た
意
見
を
グ
ル
ー
プ
の
一
人
の
生
徒
が
他
の
グ
ル
ー
プ
へ
紹
介
す

る
。
同
時
に
、
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
意
見
も
聞
き
、

元
の
グ
ル
ー
プ
に
伝
え
る
こ
と
で
考
え
を
広
め
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
す
た
め
に

〔
主
題
〕 

　
自
分
と
向
き
合
う

　
　
と
い
う
こ
と

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
無
人
ス
タ
ン
ド
」

（
Ｃ 

遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

教
材
名 

「
二
人
の
弟
子
」

（
Ｄ 

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
）

　
い
け
な
い
こ
と
は
い
け
な
い
と
考
え
る
「
わ
た
し
」

と
些
細
な
こ
と
で
近
所
と
角
を
立
て
た
く
な
い
「
千
葉

さ
ん
の
奥
さ
ん
」
の
考
え
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か
。

　
暗
い
夜
の
闇
の
中
で
、
一
輪
の
白
百
合
を
見
た
「
智

行
の
涙
」
の
意
味
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
自
分
の
立
場
を
決
定
し
、
黒
板
の
共
感
メ
ー
タ
ー
に
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
貼
る
。
そ
の
後
、
考
え
の
異
な
る
友
達
と
、
な
ぜ
共
感

で
き
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。
友
達
の
意
見
か
ら
、
自

分
の
考
え
を
深
め
た
り
、
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
に

つ
い
て
確
か
め
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年

　
智
行
が
涙
し
た
行
為
の
根
底
に
あ
る
理
由
、
そ
し
て
一
輪
の
白

百
合
が
象
徴
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
書
く
。
な
ぜ
涙
し
た
の
か
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書

く
。
そ
の
後
、
人
間
の
も
つ
弱
さ
と
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
話
し
合
う
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
公
共
の
福
祉
の
た
め
に

　
　
行
動
す
る
こ
と

〔
主
題
〕 

　
愛
情
の
伝
え
方

議
論
に
値
す
る
発
問

議
論
に
値
す
る
発
問

教
材
名 

「
加
山
さ
ん
の
願
い
」

（
Ｃ 

社
会
参
画
、
公
共
の
精
神
）

教
材
名 

「
ス
ダ
チ
の
苗
木
」

（
Ｃ 

家
族
愛
、
家
庭
生
活
の
充
実
）

　
社
会
の
一
員
と
し
て
、
周
り
の
人
と
共
に
よ
り
よ
い

社
会
を
築
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
心
構
え
が
大
切

な
の
だ
ろ
う
か
。

　
家
族
に
対
し
て
、
素
直
に
気
持
ち
を
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
の
は
、
ど
う
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
よ
う

な
自
分
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く
と
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
こ
れ
ま
で
、「
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
」
こ
と
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
あ
る
か
振
り
返
る
。
そ
の
後
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
記
入
し
、
四
人
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
す
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
に
つ
い
て
四
人
で
意
見
交
換
を
行
い
、
ま
と
め

た
意
見
を
グ
ル
ー
プ
の
一
人
の
生
徒
が
他
の
グ
ル
ー
プ
へ
紹
介
す

る
。
同
時
に
、
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
意
見
も
聞
き
、

元
の
グ
ル
ー
プ
に
伝
え
る
こ
と
で
考
え
を
広
め
合
う
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年
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中学校

中学校

〔
主
題
〕 

　
よ
り
よ
い
社
会
を
目
指
す
た
め
に

〔
主
題
〕 

　
自
分
と
向
き
合
う

　
　
と
い
う
こ
と

考
え
る
に
足
る
発
問

考
え
る
に
足
る
発
問

教
材
名 

「
無
人
ス
タ
ン
ド
」

（
Ｃ 

遵
法
精
神
、
公
徳
心
）

教
材
名 

「
二
人
の
弟
子
」

（
Ｄ 

よ
り
よ
く
生
き
る
喜
び
）

　
い
け
な
い
こ
と
は
い
け
な
い
と
考
え
る
「
わ
た
し
」

と
些
細
な
こ
と
で
近
所
と
角
を
立
て
た
く
な
い
「
千
葉

さ
ん
の
奥
さ
ん
」
の
考
え
の
ど
ち
ら
に
共
感
で
き
る
か
。

　
暗
い
夜
の
闇
の
中
で
、
一
輪
の
白
百
合
を
見
た
「
智

行
の
涙
」
の
意
味
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

学
習
活
動
の
工
夫

学
習
活
動
の
工
夫

　
自
分
の
立
場
を
決
定
し
、
黒
板
の
共
感
メ
ー
タ
ー
に
ネ
ー
ム
プ

レ
ー
ト
を
貼
る
。
そ
の
後
、
考
え
の
異
な
る
友
達
と
、
な
ぜ
共
感

で
き
る
の
か
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
う
。
友
達
の
意
見
か
ら
、
自

分
の
考
え
を
深
め
た
り
、
自
分
の
考
え
が
変
わ
っ
た
り
し
た
こ
と
に

つ
い
て
確
か
め
る
。

「
読
み
物
資
料
と
そ
の
利
用
」　
文
部
省
　
平
成
6
年

　
智
行
が
涙
し
た
行
為
の
根
底
に
あ
る
理
由
、
そ
し
て
一
輪
の
白

百
合
が
象
徴
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
書
く
。
な
ぜ
涙
し
た
の
か
、
自
分
の
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書

く
。
そ
の
後
、
人
間
の
も
つ
弱
さ
と
気
高
く
生
き
よ
う
と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
四
人
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
話
し
合
う
。

「
私
た
ち
の
道
徳
」　
文
部
科
学
省
　
平
成
26
年
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検
証
授
業
協
力
校

【
小
学
校
】

新
宿
区
立
余
丁
町
小
学
校

江
東
区
立
豊
洲
小
学
校

目
黒
区
立
下
目
黒
小
学
校

目
黒
区
立
油
面
小
学
校

大
田
区
立
入
新
井
第
一
小
学
校

中
野
区
立
塔
山
小
学
校

板
橋
区
立
赤
塚
小
学
校

町
田
市
立
町
田
第
五
小
学
校

東
大
和
市
立
第
八
小
学
校

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校

【
中
学
校
】

台
東
区
立
柏
葉
中
学
校

台
東
区
立
御
徒
町
台
東
中
学
校

世
田
谷
区
立
梅
丘
中
学
校

世
田
谷
区
立
深
沢
中
学
校

板
橋
区
立
桜
川
中
学
校

練
馬
区
立
関
中
学
校

江
戸
川
区
立
葛
西
第
三
中
学
校

江
戸
川
区
立
小
岩
第
五
中
学
校

狛
江
市
立
狛
江
第
一
中
学
校

筑
波
大
学
附
属
中
学
校
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【
参
考
文
献
・
引
用
文
献
】

・「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
総
則
編
（
抄
）」
文
部
科
学
省
（
平
成
27
年
7
月
）

・「
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
」
文
部
科
学
省
（
平
成
27
年
7
月
）

・「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
総
則
編
（
抄
）」
文
部
科
学
省
（
平
成
27
年
7
月
）

・「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
特
別
の
教
科
　
道
徳
編
」
文
部
科
学
省
（
平
成
27
年
7
月
）

・「
中
学
校
道
徳
授
業
の
改
造
2
　
方
法
編
」　
井
上
治
郎
　
明
治
図
書
（
昭
和
43
年
4
月
）

・「
新
道
徳
教
育
事
典
」　
青
木
孝
頼
・
金
井
　
肇
・
佐
藤
俊
夫
・
村
上
敏
治
　
編
　
第
一
法
規
（
昭
和
60
年
10
月
10
日
）

・「
道
徳
性
の
発
達
と
教
育
―
コ
ー
ル
バ
ー
グ
理
論
の
展
開
―
」
永
野
重
史
　
新
曜
社
（
昭
和
60
年
10
月
17
日
）

・「
道
徳
教
育
は
こ
う
す
れ
ば
お
も
し
ろ
い
―
コ
ー
ル
バ
ー
グ
理
論
と
そ
の
実
践
―
」
荒
木
紀
幸
　
北
大
路
書
房
（
昭
和
63
年
11
月
1
日
）

・「
道
徳
授
業
の
基
礎
事
典
」
日
本
道
徳
基
礎
教
育
学
会
　
編
　
光
文
書
院
（
平
成
2
年
4
月
20
日
）

・「
道
徳
性
の
発
達
段
階
―
コ
ー
ル
バ
ー
グ
理
論
を
め
ぐ
る
論
争
へ
の
回
答
―
」

　
　
L.

コ
ー
ル
バ
ー
グ
・
C.

レ
バ
イ
ン
・
A.

ヒ
ュ
ー
ア
ー
　
新
曜
社
（
平
成
4
年
12
月
1
日
）

・「
道
徳
教
育
新
時
代
」　
押
谷
由
夫
　
国
土
社
　（
平
成
6
年
12
月
15
日
）

・「
総
合
単
元
的
道
徳
学
習
論
の
提
唱
」　
押
谷
由
夫
　
文
溪
堂
（
平
成
7
年
）

・「
道
徳
的
判
断
力
を
ど
う
高
め
る
か
―
コ
ー
ル
バ
ー
グ
理
論
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
展
開
―
」　
櫻
井
育
夫
　
北
大
路
書
房
（
平
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検
証
授
業
協
力
校

【
小
学
校
】
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宿
区
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余
丁
町
小
学
校

江
東
区
立
豊
洲
小
学
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目
黒
区
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下
目
黒
小
学
校

目
黒
区
立
油
面
小
学
校

大
田
区
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入
新
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第
一
小
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中
野
区
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塔
山
小
学
校

板
橋
区
立
赤
塚
小
学
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町
田
市
立
町
田
第
五
小
学
校

東
大
和
市
立
第
八
小
学
校

東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小
学
校

【
中
学
校
】

台
東
区
立
柏
葉
中
学
校

台
東
区
立
御
徒
町
台
東
中
学
校

世
田
谷
区
立
梅
丘
中
学
校

世
田
谷
区
立
深
沢
中
学
校

板
橋
区
立
桜
川
中
学
校

練
馬
区
立
関
中
学
校

江
戸
川
区
立
葛
西
第
三
中
学
校

江
戸
川
区
立
小
岩
第
五
中
学
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狛
江
市
立
狛
江
第
一
中
学
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筑
波
大
学
附
属
中
学
校
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